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２０１９年３月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

３月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１４日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、６人の委員が出席して開かれた。 

会議では、前回の審議会での答申を受け「２０１９年度九州沖縄地方向け地域放送番

組編集計画」を決定したこと、およびこれに基づいて策定した「２０１９年度九州沖縄

地方向け地域放送番組編成計画」について、説明があった。その後、事前に視聴した「か

んざらしに恋して～長崎発地域ドラマ～」を含め、放送番組一般について活発に意見の

交換を行った。 

最後に、４月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  山元 紀子 （霧島高原ビール株式会社 代表取締役） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長) 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

 

（主な発言） 

 

＜「かんざらしに恋して～長崎発地域ドラマ～」 

（ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ ２月６日(水) 長崎局制作）について＞ 

 

○  地域おこし協力隊の活動がとても心に残った。現実では、行政は予算を組みいろ

いろな企画を計画するが、長続きさせるのが難しいと聞いたことがある。今回の番

組では、地域の人と移住してきた人との関係や、達成した際の喜び、行政の人とのつ

ながりなど、身近な知人がそこにいるかのように感じることが出来た。遠藤憲一さ

んが演じる市役所職員と主人公とのやり取りや、市長が登場する場面などがとても

身近に感じられ、長崎県以外の地域に住む人が見ても、地元にとても密着している

ことが分かるドラマになっていた。 

 主人公を演じた貫地谷しほりさんも、一人の女性として力強さや頑張りをうまく

演じており、ストーリーとしてもとてもおもしろかった。復活したかんざらしのお

店が、これから地域の人たちとどのようにつながっていくのかという期待と不安も
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感じられた。今後、地域の人たちとの交流について描く番組があれば見てみたいと

思う。  

 

○  とてもいいドラマだった。風景も美しかったが、映像だけではなく音声の表現も

よく、中でも水の音の美しさが全編を通して際立っていたように思う。水が滴る音

に誘われてタイトルが表示されるという表現もよかったし、ガラスの器にシロップ

を注ぐ音、白玉をポチャンと落とす音、地元の人たちが湧き水で野菜を洗う音や噴

水の音など、全編を通じてさまざまな水の音が聞こえて心地よく、すがすがしい気

持ちになった。また、主人公のスマートフォンのバイブレーションの音が鳴り続け

る場面は、夫婦の間に何かあるのだということを強烈に印象付けていた。ナレーショ

ンも、声を張った言い方ではなく、自然に語りかけるような話しぶりで聞きやすく、

ＢＧＭもピアノや弦楽器などを使うことでとても穏やかで、耳に心地よかった。心

地よい音が続いた分、主人公と市役所職員が激しくののしり怒鳴りあうシーンが鮮

烈に描けていたし、その後の静かなＢＧＭにより、けんかの後の何とも言えない気

持ちに誘う流れは見事だと思った。 

ストーリー自体は、長崎に限らず、全国どこにでもある課題だったと思うが、そこ

に自然と共に生きる人々、コミュニティーの中で生きる人間模様を丁寧に織り込ん

で、よいドラマになっていたと思う。 

山は脅威にもなるが、豊かな湧き水の恩恵も受けている。そういう自然とともに、

地域の仲間と助け合って生きていくこと、どこにでもあるそういった尊い営みを柔

らかに表現したドラマだった。 

 

○  地域ドラマらしいドラマで、地域特有のテーマや課題が設定されており、その地

域の人にとってはとても喜ばれる内容だったように思う。しかし自分にとっては、

途中まで見るとだいたい最後まで見通せるような意外性のないストーリーで、あま

りおもしろいとは思えなかった。地域に対する視点もとてもステレオタイプに描か

れていた。地元の人と、東京から手伝いに来た人、いろいろな違いがあってなかなか

分かり合えないが、最後はともにやっていこうという、底が浅いストーリーに感じ、

主人公のセリフなども気恥ずかしく感じられた。 

長崎発と言いながらも、実は東京発の視点で作られており、地域の素材を利用し

ながら仕立てた作品に感じられた。地域の人がどう思ったのか興味があったが、好

評だったとのことで、それはそれでよかったと思う。 

 

○  美しいカットが印象的で、雲仙普賢岳の噴火の話も盛り込みながら、地域ドラマ

感が満載のサクセスストーリーとしてまとまっていたため見やすかったし、子ども

が見ても理解できるドラマだったと思う。最後にかんざらしの白玉が浮いたのはな
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ぜなのかがよく分からないなど、気になる点もあったが、全体的にはとてもよかっ

た。 

 地域おこし協力隊については、ドラマの中の一つの大きなテーマになっていたと

思う。各地域でさまざまな事例があると思うが、自分が住む地域では地域おこし協

力隊は行政との間でうまくいっていない。実際にこの制度が全国でどのように成功

し、失敗しているのかということを、このドラマを見て感じた。このドラマは成功し

たパターンだったが、地域おこし協力隊の運営で苦労している地域の人が、このド

ラマを見てどのように感じたか、地域と協力隊の人たちの隔たりをなくすための方

策を考えるきっかけとなれば、見る意味があるドラマだったと思う。 

 方言については少し違和感があった。地域ドラマは、その地域の出身者を起用す

ると、その地域の人も違和感なく見られると思う。 

また主人公が、夫からの電話をひたすら無視する場面があったが、現実的に考え

れば、電話がつながらなければ、メールなどで連絡するはずで、電話だけで終わって

いるところが少し不自然に感じた。細かな部分で気になるところはあったものの、

全体的にはサクセスストーリーで見た後に良かったなと思えるドラマだったと思う。 

 

○  地域おこし協力隊は、ほとんどの自治体で運営がうまくいっていないのが現状で

はないか。このドラマでも、うまくいっていない部分を描いていたが、まず地域の実

情があり、それを解決するために地域に移り住み、地域に溶け込んでいくという前

段のストーリーが無かったため、ややもの足りなさを感じた。実際には地域おこし

協力隊の運営に入れ込みすぎる職員はほとんどおらず、むしろ干渉しなさすぎて、

何をやったらいいのか分からないまま、地域おこし協力隊が帰ってしまうというパ

ターンの方が多いように思う。かんざらしの店が復活する前段のストーリーがもう

少し詳しく描かれていれば、より深みのあるドラマになったのではないかと思う。 

また、普賢岳の噴火で亡くなった消防団の青年の母親から、かんざらしの作り方

を教えてもらうというストーリーは、もし実話だったらすごいことだと思った。普

賢岳の恵みの水の裏に悲しい記憶があることや、普賢岳に向かって「がんばらん

ばー！」と叫ぶシーンなど、普賢岳の噴火災害で犠牲になった人たちに報いるよう

な、とてもよいシーンだったと思う。ドラマの後半でこのような心に響くシーンが

多かっただけに、前半に工夫の余地があったように思う。 

 

○  地域おこし協力隊の実話と普賢岳の悲劇を絡めた物語が、きれいにテンポよくま

とめられており、見やすいドラマだった。地域おこし協力隊として移住してきた主

人公の瑞樹だが、移住が決まるまでのプロセスとして、たとえば自治体との面接な

どのシーンがあれば、どういう思いで移住し、かんざらしのお店を復活させたいと

思っているのかなど、もう少し彼女の意志が伝わったと思う。 
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ドラマを見るまでは島原の水があれほどきれいだとは知らず、映像の美しさを見

て、島原へ行ってみたくなった。夏に向かって観光客も増えるだろうし、これからの

季節にまた放送してもいいのではないかと思った。 

地域おこし協力隊について、ドラマの中でも描かれていたように、私の周りの自

治体でも市長がよく「一つのプロジェクトに肩入れしすぎるな」と職員に言ってい

る。しかし現場の担当職員は、自分が請け負ったからには自分の任期中に成功させ

なければという必死の思いでやっていると思う。そうした現状や背景が分かるとも

う少しドラマの印象も変わってくるのではないかと感じた。 

 

○  一人称は「わし」と言わず「おい」というのが島原の方言ではないかと、はじめに

言葉のことが気になった。話のテンポが速くてかみあわない島原市の男性職員と東

京から移住してきた女性。 

印象に残ったのは、東京の人が島原に来たときに、異質な存在がどのようなステッ

プで受け入れられていくのかという点だ。土地のことは土地の人間がしないといけ

ない、よそ者はできないという観念に風穴をあけていくプロセス。自分自身の挑戦・

覚悟をもってきた女。亡くなった同僚への思いを内に秘めて地元愛を仕事にする男、

その本気さ、本音でぶつかる、「意外といけっとさ！」と、あきらめない姿勢。島原

の湧き水は、やさしくさらさらしているが、熱くなったり冷たくなったり、いろいろ

なものと組み合わさり変幻自在で、人と人の縁と同じだと思った。よそもんの挑戦

から魔法が起きたようなエンディングで、白玉が浮いているかんざらしがとても食

べたくなった。 

 

○  この地域ドラマは、地方と都会の価値観の相違、活性化を担う者と支える者と享

受する者の相関性や思いの熱量、若者と大人とさらに高齢者の世代間における考え

方の相違、夫婦間のズレ、友人間の友情と地域を思う愛郷心などの複雑な関係性や

その改善を、クライマックスの白玉が浮くシーンに上手く昇華させてまとめ上げて

おり、ドラマとしてとても感動した。また、豊かな生活を支える湧水の恵みも、火砕

流による災害も、同じ普賢岳によるところは、島原が特に自然と共に生活があるこ

とを上手く表現していた。 

素晴らしいドラマだったので、あえて課題点を言うならば、ドラマの最初の方で、

地域おこし協力隊の説明をもう少し詳しくしないと、一般視聴者はさっと理解しに

くいのではないかと思った。 

 

○  番組中盤まで主人公の背景や、なぜ島原に来たのか等がよく分からなかった。「地

域おこし協力隊」の仕組みもいまひとつ飲み込めず、基本的な設定に引っ掛かりを

抱いたまま視聴した。 
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ただ、主人公の東京帰りの元キャリアウーマンらしいサバサバした現実主義と軽

妙な毒舌、八田さんのよくも悪くもいい加減なキャラクターが好対照で、そのやり

取り、掛け合いがなんともリズミカルで楽しかった。特に瑞樹を食事に誘うシーン

のダジャレ三連発は笑えた。 

陣吉じいさんの、「観光客やらよそ者を入れんと立ちいかんのだろうが…土地が変

わってしまう。土地のことは土地の者にしかわからん」ということばは、苦境にあえ

ぐ地方の切実さがにじみ出ていたし、八田さん（と周りの職員）が仕事に忙殺されて

余裕を失っているさまもまた、公務員の置かれた現状を描き出しているのかもと感

じた。 

地域おこしのプロジェクトはあまたあるだろうが、本当に根付き、成果を上げる

ものがどれだけあるのだろうかと、懸念が湧いてきた。 

アキオのお母さんから「銀流のかんざらし」のレシピの伝授を受けることができ

たわけだが、視聴者としては、繰り返し強調されてきた「なぜ白玉が浮かぶのか」と

いう謎に対する、科学的な解説がなかったことが拍子抜けだった。 

かんざらし復活のラストシーンは感動した。八田さんの涙、陣吉じいさんの言葉

に泣けた。 

 

○  合理性を優先し、現代的なものをよしとする象徴が、元キャリアウーマンの桐畑

さん。情緒や歴史を重んじ、田舎的、牧歌的なものをよしとする象徴が島原市役所の

八田さん。目的を同じくする二人は、その価値観の相違ゆえ、最後に大げんかをする

のだが、そのおかげで桐畑さんは自分の自我の強さを認めだし、八田さんも自我の

殻を少し抜け出すことが出来たようだ。長年のうちにこびりついた自我が、人が本

来持つ、自由かったつで正直な思索と行動をこんなにも抑えてしまうものなのだと、

改めて感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

物語というものは、現実や自分の実体験に引き寄せて視聴する、

もしくは自分の経験を思い起こしながら視聴するものだと思って

いるが、今回もさまざまな視点から意見をいただいた。このドラ

マにどのようないい部分があり、どのような課題があったのかを、

より立体的につかむことができ、大変勉強になった。 

 

（ＮＨＫ側） 

物語をつくる中で、どのシーンを入れて、どこを外すかという

ことをすごく考えている。かんざらしの白玉がなぜ浮いたのかと

いうシーンは、当初入れようとしていたが、この説明がどうも感
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情に訴える部分がないというか、最後の感動を薄れさせてしまう

と感じられたため外している。 

制作側の意図とは別に、番組を見た人がどのように感じたかを

知ることができ、大変勉強になった。今後の番組制作にぜひ生か

していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １月２６日(土)から２月２３日(土)まで放送された土曜ドラマ「みかづき」＜全

５回＞を毎週楽しみに見た。友人が、ＮＨＫのドラマは回数が少ないがおもしろく

て必ず連続してみたくなると言っていたのと、「みかづき」というタイトルが気に

なったからだ。昭和から平成の時代にかけて、女性が身近な問題を社会の課題にし

て起業する。そして実業家となっていく過程で、男と女の関係、夫婦の心を一つにす

ることの尊さと難しさ、子どもにできる親らしい時間とは何かを考える場面が多く

あった。全５話を通じて、子どもから孫に脈々と流れる哲学思想、習慣、言動、どん

なに向き合う時間や一緒にいる時間がなくても人間として立派な生き方は家族や家

族のまわりに影響を与えること、そして親の言う通りすることが親の幸せではない

ことを感じた。 

 

○  ２月８日(金)のくまもとの風「村上美香が訪ねる 熊本地震 南阿蘇村」を見た。

熊本ではお茶の間の顔としておなじみの村上美香さんの起用はとてもよかったと思

う。これまでも熊本・九州出身タレントたちが熊本地震関連の番組にたくさん出演

しているが、地域との密着度という意味では圧倒的に村上さんが強く、出演された

南阿蘇の方々にしても、熊本の視聴者である我々からしても、心理的に受け入れや

すかったのではないだろうか。 

ただそれも、地元テレビ局の番組ではなく、ＮＨＫの持つ公共性と村上さんの地

域でのおなじみ感という組み合わせの相乗効果があってこそのものだったと思う。 

旅館経営者、あか牛農家、レストラン経営者の３組のメッセージでは、日常や当た

り前と思っていたものの価値の再発見、地震後の厳しい現実、ほのかな希望が語ら

れており、胸に迫るものがあった。 

終盤での村上さんの「熊本にいる私たちですら、現状の認識がずれてきている、忘

れたらいかんですよ、ひと事にしたらダメ･･･」というコメントが印象的だった。今

後も村上さんで、南阿蘇以外の地域でもシリーズ化してほしいと思った。 
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○  ２月２５日(月)のクローズアップ現代＋「“辺野古沖埋め立て”県民投票の舞台

裏～移設問題の行方は～」を見た。番組の中でさまざまな分析をおこなっていたが、

県民投票に関して葛藤や戸惑いがありながら投票を行う中で、番組として独自のア

ンケートを実施し、埋め立てに対する賛否の理由もあわせて聞いていた。およそ半

数の人が基地負担があるから反対、埋め立て賛成の人の理由は普天間の危険除去だ

と答えており、立場は違っていても基地負担を軽減してほしいという思いは同じだ

という、これまでなかなか伝わってこなかったことが、グラフを用いてわかりやす

く紹介されていた。この問題に関しては、それぞれの立場からさまざまな意見が出

てくると思うが、これからもまっすぐで公平な報道に期待している。 

 

○  ３月１日(金)「イブニング宮崎」の「シリーズ卒業２０１９」を見た。出演してい

た生徒は中学の時から不登校であったが、定時制高校での先生との出会いを通じて

自分の才能を開花させていた。生徒の多様性を認めて、その一人の特性を見極め、ど

のような方向がよいのか、そして社会に出るまでを丁寧に導いていく教員たちの姿

に大変感銘を受けた。また番組の最後で、不登校になった生徒もここでやり直せる

というメッセージがあり、現在不登校で悩んでいる家庭にとって有意義な番組だと

感じた。 

 

○  ３月１日(金)のＮＨＫ福岡ドラマ「福岡美人がゆく！」(総合 後 7:30～8:42)を見

た。平成元年生まれの福岡出身の主人公の姿が細やかに描かれており、自分とは世

代こそ違うがいろいろなところに共感しながら見ることが出来た。登場人物がそれ

ぞれに自己主張を展開するが、ふつうならいい人で終わりがちな主人公の親友の地

味な結婚相手にも、自己主張をさせて、単なるいい人で終わらせていなかったのも

よかった。 

共演者たちの演技も方言もとても自然で好感が持てたし、中でも主人公の親友役

の俳優が番組全体を包み込むような雰囲気があって演技も上手く、いいエッセンス

になっていたと思う。３０歳や４０歳というのは、同級生で集まる機会もあり、今ま

で突っ走ってきた自分の人生を振り返って、次の人生について話したり考えたりす

る時期でもあるが、元号が変わるというのも、同じように自分の人生を振り返った

り整理するタイミングの一つだと感じた。このドラマで自分を振り返り、元気をも

らって前向きになれた人もいたのではないだろうか。 

主人公が実家に帰っているときに仕事の依頼が来るシーンがあったが、おそらく

その仕事は没になって実家のエプロンのデザインをおこなうことになるのだろうと

いうことが、早い段階で分かってしまったことだけが少し残念ではあるが、ドラマ

全体としてはとてもよかったと思う。今作も含めて３年続けてすばらしいドラマを

見ることが出来たので、次作も楽しみにしている。 
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○  ３月１日(金)のＮＨＫ福岡ドラマ「福岡美人がゆく！」を見た。おもしろかった。

福岡美人というのは確かにブランドのように感じることもあるが、私は実生活の中

ではそこまで意識することはない。「福岡美人」や「秋田美人」という言い方もいい

ように使える言い回しなのだと気づいた。 

番組のストーリーは、イケメン九州男児の変貌や友人の結婚相手の男性の見た目

が奇想天外で笑えることが多く、東京での仕事の本音も、格好悪い花屋と同じよう

な壁を持っていたことも気づいた。福岡に負けるな、東京にも負けるな、自分に負け

るな、という強いメッセージを感じた。しかし、再度考えてみると、女性へのメッ

セージに偏った番組になっていなかったかと思う。 

 

○  ３月１日(金)のＮＨＫ福岡ドラマ「福岡美人がゆく！」を見た。３０歳の人生の節

目を前に、東京で夢を叶えようとした主人公・築子は、東京での仕事が上手くいかな

いことから、福岡で見合い結婚を考えた親友の穂波と、女性の心を持った男性の山

田とけんかをしてしまう。しかし、穂波は子どもが出来にくい体質を乗り越えて、山

田は性的マイノリティーであることの葛藤を乗り越えて、同級生らは自分らしさに

たどり着いた経験を故郷福岡で積んでいたことを知り、最後は自分らしく生きるこ

とや再び友情が戻るところは共感できた。 

 

○  ３月３日(日)の小さな旅「幸せの赤い提灯（ちょうちん）～長崎県 新地中華街～」

を見た。春節を迎え、赤いちょうちんが輝く長崎市の新地中華街を舞台に、ふだん地

元の人でもあまり見ることがない仕事にスポットを当てており、とても興味深かっ

た。ちゃんぽんの製麺所を訪ねていたが、独特の製法を守り、季節によって温度管理

に気を配りながら非常に繊細な工程で製麺されている様子が紹介された。長崎の伝

統であるちゃんぽんが、こういった人たちの頑張りに支えられておもてなしの食に

なっており、奥深さを感じた。また、一度は途絶えてしまった中国伝統の龍踊を復活

させた人たちやその練習風景、華僑の人たちとの交流など、地元の人でも知らない

ような長崎の観光を支える陰の力も数多く取り上げており、すばらしい番組だった。 

 

○  ３月３日(日)のうまいッ！「白身の王様！巨大な天然ひらめ～長崎県・平戸市～」

を見た。９キロもある「座布団のような」と形容されるほど大きなひらめには驚い

た。産卵期の２月から４月までが旬で、脂がのっておいしいと言っていたが、農業に

おける旬はよく聞くが、漁業の旬はあまり聞いたことがなかったので新鮮だった。

また、漁師が網を張るとき、潮の流れに平行にしないと網が流されてしまうことな

どを図で分かりやすく示していて興味深かった。さらに、魚を傷つけないようにす

るために、網を包丁で切って取り出す工夫を見て、鮮度を保つための苦労がよくわ

かった。また、漁協の婦人部が作るヒラメ料理などの紹介もあり、自分たちでとった
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魚の料理方法を教えるというのは、地域の活性化にもつながると感じた。 

２０年ほど前までは東京や福岡などの都心部に出荷されていて、なかなか地元で

食べられなかったが、地元のものを地元で食べられるようにしたことで、地域が元

気になっていっているという話は興味深かった。 

最後に印象に残ったのが、平戸の観光協会が、地元の飲食店からのひらめの注文

を取りまとめて漁協に注文するという仕組みだ。小口の注文に対しては積極的に対

応しにくいという漁協に対して、取りまとめ役を観光協会が担うというのは全国的

にも珍しいと思うが、そうすることで、地域の新たな観光資源を作って観光客を呼

び込むことが出来ており、とても参考になる事例だと感じた。 

 

○  東日本大震災から８年の節目の番組について、一連の報道や特集番組はどれも丁

寧に作られていて見応えがあった。中でも３月３日(日)のＮＨＫスペシャル「“黒い

津波”知られざる実像」はとてもよかった。三陸沿岸を襲った津波は確かに黒かった

が、それはなぜだろうと思いながら番組を見始めた。黒い色は入り組んだ海底にた

まっていたヘドロで、油や貴金属を含んでおり、ふつうの海水に比べて破壊力があ

ること、その水を飲むと窒息すること、生き残ったとしても重い肺炎である津波肺

に生涯苦しめられることなど、知らなかったことを知ることができ、それだけでも

番組を見てよかったと思った。 

これは、８年という時間が経ったからこそ出来た番組だと思うし、当時の津波の

水の資料をＮＨＫが研究につなげ、それを番組に仕上げたというところも公共放送

としての意義があったと感じている。 

科学的に丁寧に分析されていて、今後の災害に対して注意喚起することが出来て

おり、これからの防災に生かしていかなければならないという視点を提示すること

が出来たという意味ですぐれた番組だったと思う。番組冒頭の４分間で何を伝えた

いのかというポイントが的確に伝わっていたことも印象に残っている。最初だけ見

た人でもその番組の要点を知ることが出来る、分かりやすい作りになっていた。 

番組を見ながらさまざまなポイントをメモしていたが、番組終了後にホームペー

ジを見たら特設ページがあり、ポイントがきちんと分かりやすく整理されていた。

放送だけの一過性で終わらせずに、見終わった後で要点を改めて確認して定着させ

ることが出来るという意味で、ホームページとの連携もとてもよかったと思う。 

 

○  ３月３日(日)のＮＨＫスペシャル「“黒い津波”知られざる実像」を見た。黒い津

波の脅威と、なぜあれだけの災害になったのかがよく分かった。津波警報が出たと

きに、たとえ３０センチでも軽視することなく、命を落とすことがあるということ

を肝に銘じておきたい。とても分かりやすく作られていたので子どもでも理解でき

ると思う。学校教育などの現場でもぜひ番組を活用してほしいと感じた。震災から
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８年たった今だからこその事実や正しい記録、分析したものをデータで残し、後世

に引き継いでいくことはＮＨＫの大きな役割であると改めて感じた。 

 

○  ３月４日(月)の鶴瓶の家族に乾杯「震災から８年 五郎丸歩と岩手県釜石市ぶっ

つけ本番旅」を見た。笑福亭鶴瓶さんと別れ、ひとり旅となった五郎丸選手が、かつ

てお世話になった旅館のおかみさんに案内され、震災から立ち直ろうと前向きに暮

らす人々の話に耳を傾ける。一方の鶴瓶さんは、仮設住宅を訪れ、笑顔を絶やさずに

ふるまう女性の姿に感銘を受ける。震災から８年が過ぎたが、今でも私の心の中は、

あのときの地震の怖さと津波の映像が残っている。つらい記憶を受け止めて、力強

く生きる釜石の人々が「ラグビーワールドカップ 2019」の開催でさらに前を向いて

進んでいく姿に心を動かされた。また、皆があのときの怖くてつらい思いをしたこ

とを笑って話してくれる光景に胸が熱くなった。「百聞は一見にしかず」ということ

わざがあるが、「百見も一験にしかず」としかいいようがないと感じる。あのとき、

あの場にいなかった私たちには、ただただ彼らと彼らの地を思いやることしか出来

ない。震災から時を経て、やっと前に、未来に向かい出した釜石の人たち。鶴瓶さん

の人柄の良さ、五郎丸選手の朴とつさ、そして何よりも２人の笑顔がすばらしい仲

介役となって、釜石の方たちにその思いやりが、やんわりと、しかし、しっかりと伝

わっていたように思えた。ことしのワールドカップ開催を一つのステップとして、

釜石の方たちがこれからも前に進んでいかれることを心から願っている。 

 

○  ３月４日(月)のクローズアップ現代＋「“フェイクニュース”が外交官の命を奪っ

た」を見た。９月の台風の際、関西空港で孤立した人を救出するためのバスが、関西

空港が手配したバスなのに、中国の大使館が用意したバスだというネット上の投稿

があり、中国を称賛する書き込みが一気に広がった。なぜこのようなフェイクニュー

スを人々が信じてここまで拡散したのか、またどうして命を奪うまで人を追い詰め

たのかということが疑問だったが、今回の番組を見てはっきりと理解できた。書き

込みをした人、拡散した人、テレビ番組のコメンテーターなど、当事者の生の声を取

り上げ、時系列で冷静に分析することで、誰も真実かどうかを疑っていなかったこ

とが浮き彫りになった。ネット上の真偽を確かめるファクトチェックセンターとい

うＮＰＯが台湾にあるが、そこがフェイクニュースだと突き止めて発表したのは、

外交官が自殺した翌日のことだった。ＮＨＫの台北支局がこの問題を取り上げ、関

係者の重い口を開かせ、徹底的に取材をして問題点を浮き彫りにしたのはとても意

義のあることだ。また、遺族からの手紙を、番組の中盤と終盤で紹介しており、この

事件のことを伝えようとする気持ちが強く伝わってきた。 
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（ＮＨＫ側） 

フェイクニュースに関する話があったが、ネット全盛の時代で

情報がこれまで以上に飛び交い、その真偽が社会問題にもなって

いる。そのような中で、ＮＨＫは情報の社会的基盤としての役割

を担っていくことについて、経営計画の中でもうたっている。 

 

○  ３月１１日(月)のＮＨＫスペシャル「“震災タイムカプセル” 拝啓 二十歳の自

分へ」(総合 後 8:00～8:43)を見た。８年前の映像がとてもきれいに残っていたこと

と、現在二十歳の子どもたちの成長ぶりがとても印象的だった。彼らの笑顔とは対

照的に、わずか１２歳で不幸を経験している子どもたちというのは見るのがつらい

部分もあったが、タイムカプセルという未来につなげていったので、さほど暗くな

らなくてよかった。８年前にタイムカプセルを埋める映像からあっという間に８年

が経って開けるシーンは、とても絶妙な映像で、映像記録のすばらしさを実感した。 

これからも災害の記録と映像はきちんと保存して、後世に残していくべきだと

思った。教育現場でも活用していってほしいと思う。 

 

○  ３月１１日(日)の震災ドキュメンタリー「あの日の星空」(総合 後 10:25～11:10)

を見た。東日本大震災が起きた日の被災地の空を、プラネタリウムで再現し、被災者

のことばを朗読するという内容の番組だったが、今までのほかの追悼番組とは異な

る切り口の番組で心を打たれた。実際の津波の映像や、かなり悲惨な映像が使われ

ているが、被災者たちのことばとして「空を見たら満天の夜に星が輝いていた」と

か、「９日間、水に浸りながらだけど、夜空を見て星が希望を与えてくれた」とか、

そういう現実を星を通して見せてくれていた。最後のナレーションや、エンディン

グの曲もすばらしく、３月１１日の終わりに、自然の脅威をもう一度見直す機会を

もらえたように感じ、とても良い番組だったと思う。 

 

○  ３月２日(土)の「若冲ｖｓ北斎～夢の天才対決～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:30～11:29)

を見た。若冲と北斎それぞれの作品については、これまでも「日曜美術館」で見てい

たが、二人がもし江戸時代の同じ時間に生きていたらという設定で、佐々木蔵之介

さんとムロツヨシさんが舞台風に演じていた。美術にあまり興味がない人でも興味

が持てるような作りになっていて、二人の軽妙な会話を通して画家自身が作品の説

明をしているように感じた番組だった。 

二人の生い立ちの違いや、自然の描写に対しての対決を扱いながら、名作を紹介

していく中で、若冲も北斎も挑戦者として作品に向き合っていたことを知った。虎

のいない江戸時代の日本で、虎の標本を描写していたこと、当時日本になかった藍

の色をドイツから取り寄せて使ったことなど、二人の作品がどういう思いで描かれ
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たのかということを、丁寧に映像としてまとめていたことがすばらしく、大変感銘

を受けた。 

スーパーハイビジョンで撮影された作品がＮＨＫにたくさんあるということが今

回よく分かり、今後も映像として作品を見ていくときにこうした楽しみ方もできる

のだと感じた。絵を見るということは、ただ美術館に行って見るだけではないこと

が、この二人の俳優によって感じられた番組だったので、できれば次は、お年寄りも

若者も見られるようなもっと早い時間帯に放送してほしい。 

 

 

（ＮＨＫ側） 

地域の活性化に貢献するというのもＮＨＫの果たすべき役割だ

と考えている。常日頃から、地域にどれだけ寄り添っていけるか

ということを意識して取り組んで行きたい。また、情報の記録と、

それをどう展開していくのかということも重要なテーマだと認識

している。特に４月１日に新元号が発表され、世の中の気分とし

ては新しい時代に気持ちが向かっていくと思うが、４月３０日ま

での平成という時代をきちんと記録して、しっかりと役割を果た

していきたいと考えている。 

ＮＨＫが発信していくコンテンツにはさまざまなものがあるが、

視聴者の共感を得られるコンテンツの重要さを改めて感じた。今

後も共感を得られるようなコンテンツを一つでも多く発信してい

きたいと思う。 

 

  

  

  

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１９年２月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

２月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、２１日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、「２０１９年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」について

報告があった。引き続き、「２０１９年度九州沖縄地方向け地域放送番組編集計画（案）」

の諮問にあたって説明があり、審議の結果、番組審議会として原案を可とする旨、答申

することを決定した。続いて、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、３月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  山元 紀子 （霧島高原ビール株式会社 代表取締役） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長) 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部教授） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

森    重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

 

（主な発言） 

 

＜「２０１９年度九州沖縄地方向け  

  地域放送番組編集計画（案）」について－諮問－＞ 

 

○  防災・減災に力を入れて取り組んでいるという話を聞いて感銘を受けた。沖縄は

台風が多いが、それ以外の九州各県は地震や豪雨が続いており大変だと思う。また、

災害が長く続くと情報が溢れ、デマのような情報も増え、何が大切な情報なのか分

かりにくくなる。Ｌ字情報などで、ＮＨＫが独自に取材した情報を発信することに

加え、地元の自治体や関係機関が発信している情報にＮＨＫが誘導すれば、その情

報が信頼されて、必要な人に正しい情報が届くのではないかと感じている。震災時

の避難所や道路の情報などきめ細かな情報は、全国に放送局を持つＮＨＫだからこ

そ発信できるという強みがあると思うので、関連機関との連携を強化していってほ

しい。また、外国からの観光客が増加している中で、外国の方々に向けた情報発信
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もあわせてお願いしたい。 

全国放送でこれほどたくさんの番組があり、さらにＢＳ４Ｋ・ＢＳ８Ｋを含む衛

星放送、ラジオまである中で、地元が取り上げられた番組や地元局が制作した番組

を把握するのはとても難しい。九州沖縄の連帯を高める意味でも、一般の視聴者は、

地元局や隣県局が制作した地域放送番組や全国放送番組の情報を知りたいと思って

いると思う。既存の情報番組などの中でも良いが、九州沖縄関連の番組紹介や情報

発信の強化をお願いしたい。 

  

○  それぞれの局が抱える地域の課題に対して、それぞれの局が取り組んでいくとい

う説明を受けたが、例えば九州新幹線長崎ルートの建設や、諫早湾干拓の問題など、

佐賀と長崎の両県にまたがって関連する課題もあると思うので、両局が共同で制作

するとどうなるのかとても興味を持っている。特に諫早湾干拓の問題は、開門賛成

派と反対派の対立や地域の対立ではない形で、問題提起を行う番組も見てみたいと

思う。 

熊本放送局の編集計画にもあるが、熊本地震の被災地の状況に関心を持っている。

益城町では元の生活に戻ってきているが、人口が減っている。私自身も先日現地を

訪れた際、若い人たちはリスクがあるところには住みたがらず、町外へ出ていって

いるという話を聞いた。見た目には分からない、地域の内情については、直接聞い

てみないと分からないことも多くあるのだと実感している。復興の状況や、その後

の人々の心境の変化などを引き続き伝えていってほしい。 

 

○  それぞれの局の重点事項を聞いて、「九州はひとつ」とよく言うが、九州沖縄８県、

９放送局のそれぞれの地域独自の課題があり、またそれぞれの文化、歴史、地域特

性、災害リスクがあるのだということを再認識し、公共放送の拠点がそれぞれの地

域にあることの意義を改めて感じた。放送にあたっても、そうした地域の独自性と

九州沖縄に住む皆が共通に知らなければならないこと、そうした課題がよく響きあ

うような編成がなされたらいいと思った。 

 福岡県で言えば、福岡局と北九州局の夕方のニュースの共通枠が拡大するという

ことで期待している。福岡県には政令指定都市が二つありながら、お互いのことを

知らないところがたくさんあるので、ＮＨＫのニュースや情報を通して理解が深ま

ればよいと思う。 

 

○  一つの情報があったら、それに関して必ず調べて、その上でその情報を自分自身

の判断材料にするという時代になっていると感じている。そのような中で、ＮＨＫ

の放送が日常においてどのくらい活用されているかと考えると、Ｌ字での情報発信

や、ラジオを組み合わせた情報発信というのはこれからもとても有効だと思うし、
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二次元コードによる誘導でスマートフォンなどで見られる情報というのも、最近で

は若い人にはより身近になってきていると感じている。 

北九州局の方針にとても関心を持っており、北九州の情報量が減っていることに

対し不安も感じている。北九州の人口減少・人口流出はとても大きな課題だが、そ

の中でも北九州には９５万人が暮らしており、その市民の暮らしの質を高めるよう

な情報発信にもう少し期待したい。 

夕方６時台のニュース番組について、昨年度よりも視聴率は高くなっていると言

うことだが、北九州独自の放送時間が短くなることを市民がどのように感じている

かは不安だ。ただ、北九州局は街中にあって立地もよく、市民との親密性が高い放

送局だと思うので、引き続き、地域に寄り添う放送局として期待している。 

昨年７月の土砂災害に関する情報に関しては、自治体としても是正することが

あったと思う。避難の情報に関しては、ＮＨＫが最も早くて正確だということを、

国民全体に広まるようにしてほしい。北九州局と北九州市が密接に連携し、北九州

市の地域を細かく区切って、地域の避難情報を迅速に発信できるように体制を整え

てくれているのはとても安心だと思う。 

 

○  防災・減災に関してどの局も共通して触れていたので、日ごろから防災・減災報

道に関して感じることを話したい。まず、日本の避難所にはプライバシーがないと

いう根本的な課題がある。ほかにも阪神淡路大震災のときは避難所のトイレが汚い

という問題、熊本地震のときはエコノミー症候群で命を落とす人が出たり、備蓄倉

庫があるにもかかわらず鍵が開かないとか、車止めが外せなくて車が侵入できない

などの問題が露見した。事前に避難所の場所や避難経路を知っておくことはもちろ

ん大事だが、震災が起きたときに、さまざまな課題を共通認識として報道する必要

性を強く感じている。海外の先行事例なども積極的に報じて、根本的な防災・減災

につなげるよう努めてほしい。 

観光地として栄えた時代がある宮崎だが、最近ではすっかり沖縄に圧倒されてい

る状況だ。国内外問わず少しでも多くの人に来てもらえるように、隣県どうしで連

携し、地域活性化に資するような報道や番組制作をしてほしい。特に宮崎は若者の

県外流出が高く、県内の内需だけでは産業を支えていくのが難しい土地柄でもある

ので、県外の人に来てもらえるような番組作りと発信をお願いしたい。 

また、意識改革のためにも県内の情報だけではなく九州圏内や隣県の情報も必要

とされていると感じる。隣の県はこんなに頑張っていると聞くと、私たちも頑張ろ

うという気持ちになる。九州や各県が発展することは視聴者にもメリットになる。

社会構造や変化と連携を考えた楽しい番組を制作してほしい。 

 

○  「フカナビ！オオイタ」や「いろどりＯＩＴＡ」をよく見ている。大分に住むと
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やはり大分の情報が欲しいと思うようになってきた。ただ、地域の課題や情報を掘

り下げる番組が現在のところ大分は少し少ないように感じている。「フカナビ！オオ

イタ」に関しては、地元の若い伸び盛りの夫婦のイラストから始まり、とても興味

を引くような構成になっている。昔の災害をデータ化するなど工夫が見られて、ぜ

ひまた繰り返して放送してほしい。「いろどりＯＩＴＡ」は、料理のコーナーもあり、

地域の情報をたくさん流していて、平日は毎日同じ時間に安心して見られる楽しい

番組となっていて、これからも応援したい番組の一つだ。 

「全国に大分の魅力を発信します」とあるが、大分にいると当然に思える情報で

も、全国的に見れば新しいニュースになるようなものもある。以前、大分産のカボ

ス、玉ねぎ、シイタケについて取り上げた県内向けの番組があったが、こうした地

元の食材がいかに健康にいいのかということを、ぜひ全国でも報じてもらえればと

思う。 

常に自然災害と隣り合わせで、特に山の中で暮らしているとどう逃げたらいいの

かという不安を常に実感している。やはりテレビのニュースが一番の情報源だと

思っている。 

 

○  九州沖縄向けの編集計画で、各局でラグビーのワールドカップについて取り上げ

ていてありがたく思っている。ただ、ラグビーのワールドカップが終了した後も、

興味を持ってもらえることが重要で、ラグビーへの関心が続くような工夫と報道を

お願いしたい。また、以前、ラグビー中継の実況アナウンサーで、競技についてと

ても詳しく、深く理解している方がいた。選手でも知らないような事柄を知ってい

る尊敬できる方で、今後もそのようなアナウンサーの育成に期待している。 

 

○  鹿児島と宮崎の放送を受信できる地域に住んでおり、天候によって受信状態の良

い局を選択している。そのため、Ｌ字情報などでは両県の情報を伝えてもらえると

ありがたい。 

 災害報道については、被害状況を伝えることに加え、過去の災害でどのように難

を逃れたか、実際に難を逃れた方の話を伝える番組があれば、防災・減災という面

で有効だと思う。 

 

○  九州新幹線の話題があったが、フル規格にするかどうかといった点で佐賀県と長

崎県の間でこう着状態が続き、なかなか前に進んでいない。九州全体で、観光客を

呼び込むためには、一日も早い新幹線の整備が必要だ。じっくりと議論の場を作っ

て、そしてそれを九州全体でも理解しあわないと、九州全体の観光の活性化にはつ

ながらないと危惧している。また同様に、諫早湾の問題や、沖縄の基地問題に関し

ても、問題が長引けば長引くほどいい結果にはならないと思う。そのような視点で
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も番組を制作していってもらいたい。 

  現在九州には多くの外国人が訪れている。そうした中で、外国人労働者受け入れ

の問題や海外の留学生たちの就職の可能性など、多角的な話題や課題を含めて伝え

ていってもらいたい。また、佐賀空港、長崎空港などでは、東南アジアからの観光

客が増加している。そのような九州の熱い現状を全国に発信するような、九州全体

が盛り上がっていくような番組制作にも期待したい。 

 働き方改革、女性の活躍推進は、日本全国的に共通するテーマだと思っている。

今年は大型連休が１０連休になるといわれているが、サービス業にとっては休める

状況ではない。このような状況の中で、どのように改革を進めていくのか、こうし

たテーマにも取り組んでいってほしい。 

 

○  諮問された「２０１９年度九州沖縄地方向け地域放送番組編集計画（案）」につい

ては、各委員の意見の趣旨が番組編成に生かされることを前提に、原案を可とし、

答申をしたい。 

 

○  異議なし。 

 

（ＮＨＫ側） 

答申を受け、このあと具体的な地域放送番組編成計画について

決定し、３月の審議会で編成計画についてご説明したい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １２月２１日(金)の「おはよう九州沖縄」を見た。九州北部豪雨で夫を亡くした

人の話が報道されていた。時が経ち、徐々に立ち直りつつある中で、生前に夫が趣

味としていたカメラを今は自分が楽しんでいるという話が伝えられていた。わずか

１、２分の短い企画ではあったが、大変元気をもらえる内容だった。悲しいニュー

スばかりではなく、このような元気が出るニュースもあるところが、ＮＨＫの良さ

であるように感じた。 

 

○  １月２７日(日)の目撃！にっぽん「辺野古に住んで見えたこと」を見た。辺野古

にある米軍基地キャンプシュワブの沖に、新基地が建設されようとしている。昨年

夏から基地演習場の近くで暮らした沖縄放送局のディレクターによるルポで、時間

をかけた丁寧な取材と編集、全国への発信に感謝したい。 

 辺野古は分断されている。当初、基地建設に反対だった住民たちも、国からの地

域振興を条件に、苦渋の選択として容認にまわった人が少なくない。親戚、友人、
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隣人であっても意見の違いで分断が続き、どちらも疲弊している様子がリアルに伝

わってきた。取材を拒否する住民に対し、ディレクターが「ちゃんと伝えますから」

と思いを伝えていたのが印象的だった。集落の中に暮らしているからこそ聞こえて

くる生の声があった。マスコミ不信に陥っている住民と時間をかけて信頼関係を作

り、重い口から語られる言葉は、なかなか聞こえてこない本音だった。 

 賛成派、反対派、どちらも基地建設には反対だが、国からの地域振興策などを条

件に、苦渋の決断として移設を容認した人々がいる。土砂が投入される段階になっ

て、政府が匂わせていた個別補償が出来ないことがわかり困惑する住民。代わりの

補償を検討するという政府の対応に、「含みを持たせるから、期待を持ってしまう」

「でも待つしかない」「信じるしかない」という言葉・苦悩の表情をとらえたことは

視聴者への大きな問いかけになった。 

 ３年に一度の大綱引きの様子が紹介されていた。「この日ばかりは基地のことは忘

れてみんなで」と笑顔の住民がいる一方で、その場でさえ、いたたまれなくなって

立ち去る住民の後姿は、長い分断で溝が深くなっていることをリアルに伝えていた。 

 「相手は怪物ですよ」「自分達の海だと思っていたのに･･･寂しい思い」基地建設

容認派の声が重かった。 

また沖縄が騒いでいる。また文句を言ってる･･･全国にはそう思う人が少なくない

と思う。なぜ声をあげなければならないのか、現実に何が起こっているのか。「沖縄

の問題」として取り上げられる基地問題は、「日本の問題」であることを知って欲し

い。日本の強権的な政治が生む様々な矛盾が縮図となって露呈している。最も信頼

されるメディアとしてＮＨＫには引き続き、取材・発信を期待している。 

 

○  ２月５日(火)の地域のニュースで「１００歳の画家の作品展」という特集があり、

宮崎に住む９０歳を超えた美術家の彌勒祐徳さんが、宮崎県立美術館で展示会をさ

れたという報道を見た。高齢の方ががんばっておられるニュースを聞くと元気が出

る。今は高齢社会で、元気なお年寄りも多くいらっしゃるが、こうした地元の一般

の方で活躍している人が取り上げられると、見ているこちらもとても勇気がもらえ

てよいと思った。 

 

○  ２月８日(金)実感ドドド！「ひばりを求めて～加藤登紀子が追う歌姫の世界～」

を見た。平成という時代を振り返る番組として、家族全員、三世代一緒に見られて

とてもよかった。５月の改元に向けて、こうした番組がさらにたくさん作られてい

くのを楽しみにしている。 

 

○  ２月８日(金)のフカナビ！オオイタ！「描いて、生きる～１００歳の画家 松尾

常巳～」を見た。高齢の方が活躍されている様子を見て自分も勇気をもらった。テ
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レビで 100 歳の方を扱うということは、ただ単純にその方の作品を紹介するだけな

く、その方の生きざまを見せることでもある。２５分という短い時間ではあるが、

制作するのは大変だったろうと思う。戦争も体験し、極限状態でも絵を描き続けた

という話や、「戦争は本気ではなく、絵を描くことは本気だ」ということばを彼自身

の口から聞けたことは、とても意義深く感じた。彼が実際に描いた映画の看板の絵

を、現存している映画館で、関係者たちと一緒に見て、当時のことを思い出させる

ようなシーンも、力がこもっていて見応えがあった。 

 女優でエッセイストでもある美村里江さんが、インタビューをしていた。やはり、

100 歳になると、ことばが出にくかったり、間が開いたりするが、それを変に編集せ

ず、皆が耳を澄まして、その方のことばとして受け取ろうとする姿勢がとてもよかっ

た。全国的には知名度のない、市井に生きる人だが、高齢になっても、好きなこと

をずっと続けている幸せな姿を見ることが出来、希望を持つことが出来た。すばら

しい番組だった。 

 

○  ２月８日(金)の佐賀イズム「なぜ、佐賀の人身事故は減らないのか？」を見た。

佐賀は人口１０万人当たりの人身事故の件数が何年も全国最悪で、なぜ事故が減ら

ないのか、どうやったら事故が減るのかを考える番組だった。まずこのことをテー

マとした点がよかったと思う。前半は、なぜ事故が減らないのかという観点から、

警察が行ったアンケートや、九州大学の教授の解説を聞くことで、運転マナーの悪

さ、意識の低さが事故につながっているという実情がよく分かった。次に、どうやっ

たら事故が減るかということで、香川県の事例が紹介されており、なるほどと思っ

たものの、その事例を取り入れた佐賀県では必ずしもいい方向には向いていないと

紹介されていた。取材したディレクターも、大学の教授も、当たり前だと思うよう

なコメントが多く、あまり参考にならないまとめ方だったのが気になった。香川県

の事例があり、佐賀も取り入れ始めているがそのすべてがうまくいっているわけで

はない。そして県と警察と大学の連携が必要だと、そこまで番組の中で導いてきた

のであれば、最後は県と警察と大学の三者が、連携することに関してそれぞれどの

ように考えているのかというインタビューを入れて締めくくると、まとまったので

はないかと思う。問題を取り上げたところまではとてもよかったが、最終的に話を

どこに導いていくかが中途半端な印象を受けた。 

 

○  ２月１１日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「この一貫に、心を尽くす～

すし職人・天野功～」を見た。もともとこの番組は、主人公を大げさに取り上げ、

持ち上げる番組だという印象があったため敬遠していたが、今回は福岡局が制作と

のことで見てみた。内容はとてもおもしろく、目が離せなくなり最後まで見た。 

 江戸前寿司が引き算の思想であるのに対し、主人公の天野功さんが作った九州前
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の寿司は足し算の思想であるといった話はなるほどと思いながら聞いていた。

「120％やって頑張ったものが、やっと仕事である」とか「寿司は仕込みが８割」と

いった格言や、さまざまな苦労を経験して今があるというようなこと、お客さんへ

の感謝の気持ち、そして天野さんの生き方が具体的に映像で伝えられることによっ

て、説得力を持って伝わってきた。寿司職人に限らず、視聴者の多くが元気をもら

える番組なっていた。 

 何より良かったのは、番組に出てくる人々の表情で、天野さん本人の満身の笑み

や苦悩の表情、お客さんに対する凛とした顔などがとても印象的だった。また、客

のおいしいという笑顔や、初めて食べる味に驚く顔など、いい表情を捉えていて、

こちらも見ていてうれしくなるほどだった。 

 

○  プロフェッショナル 仕事の流儀「この一貫に、心を尽くす～すし職人・天野功～」

を見た。イカの活き造りの上に、キラキラと輝く宝石のような、宝船のようなイカ

の映像は、おそらく見た人全員が食べたくなるのではないかと思うような、圧倒的

な美しさがあった。同時に、それを作り出すまでに病を乗り越え、何度も試行錯誤

して失敗の連続から生まれたことによる、重たい空気感も出ていて、美しさと重い

空気感の両方を映像で感じることが出来た。 

 番組内で男性と女性の声でナレーションが混在していることに少し違和感があっ

た。特に、試行錯誤しながらサワラをさばく天野さんのシーンは男性のナレーショ

ンだったのに対し、その直前が女性で、しかも声が高いのに無理して声を低くして

ナレーションをすることに違和感があった。 

 寿司の価格について、実際は２～３万円すると思うが、番組の中では全く触れて

いなかったことも少し気になった。経済が冷え込む中で、本当に頑張ったらあの寿

司を食べることが出来るのだという夢や活力を与えられるように、値段のことも触

れてよかったのではないか。特に、自分の中では企業の経営者や富裕層が行くこと

の出来る場所というイメージがあったが、意外と客層が若く、女性も多く、皆とて

もいい表情をしていたのが印象的だった。お金を貯めていつか自分もあの寿司屋に

行きたいと思わせるような、働く女性の応援にもつながる番組だと感じた。 

 天野さんが英会話教室に行き、外国人客とのやり取りについて相談しているシー

ンがあったが、天野さんがあまりにもまじめでプロフェッショナルであるため、外

国人にジョークが通じないというエピソードは、見ていてとても微笑ましかった。 

 全体的にとてもすばらしい番組で、特に地元・小倉の人たちにとっては自慢の番

組になっている。紹介された寿司屋だけがすばらしいのではなく、九州の魚を使っ

た、田舎の寿司屋がヒットしていて、全国に発信されたという意味において、地域

の人たちが誇りをもてるような番組となっていた。 
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○  ２月１５日(金)の実感ドドド！「ドうなっているの！？特集」(総合 後 7:30～

8:15)を見た。３つのテーマに対して、それぞれ取材してきたディレクターが実際に

スタジオに出演し番組を進めていたが、皆とても若いディレクターで、今まさに旬

のテーマについて、当事者に寄り添い、懸命に接触し、どうしてもこのテーマを伝

えたいのだという熱い気持ちがストレートに表れていて、大変好感が持てる番組

だった。４５分間のなかで、各コーナー１５分しかなかったものの、コンパクトに

まとめられており、沖縄の辺野古の問題や韓国人の対日感情の問題など、重い問題

を視聴者に考えさせるきっかけとなるような提案型の番組になっていて、とてもよ

かった。 

 特に韓国人の対日感情の深淵に迫った企画では、韓国にゆかりのある二人の若い

女性ディレクターたちが、自分の強みを生かした取材をして、日本で被爆した韓国

人 100 人が入所している福祉施設に出向き、被爆者たちの声を実際に聞き出してい

たことがとても印象的だった。 

 基地移設問題に揺れる沖縄・辺野古の住民の思いに迫った企画では、ディレクター

が地元住民と仲良くなり、バーで一緒にカラオケで歌うシーンがあったが、「今日は

カメラを止めて一緒に歌おうよ」と地元住民に誘われているシーンだけも十分ディ

レクターと住民の距離が近くなっていることが分かるので、わざわざ入れなくても

よかったのではと感じた。また、司会者がスタジオで、「よく考えたら日米安全保障

の問題なんですよね」と言っていたが、当然のことで余計なコメントだと感じた。 

 

○  実感ドドド！「ドうなっているの！？特集」を見た。基地移設問題に揺れる沖縄・

辺野古について、昨年１２月から土砂の投入が始まり、２月２４日(日)に沖縄で県

民投票を控えているという中で、若いディレクターが実際に辺野古に住んで、地元

の住民と心を割って話をしながら取材を進める様子には感心した。 

 地域振興を条件に賛成に転じた商店の店主が、現在の法律では個別補償は出来な

いと、手のひらを返したように政府から言われたとの話があったが、そこには個別

補償について、はっきりと話をしないままに工事を始めてしまったという経緯があ

るのではないかと感じた。工事が進んでいく中で、国と沖縄県、地元の住民が十分

に話し合う場を作っていかないと、いつまでも解決の糸口は見えないのではないか

と思う。これまでは、どちらかというと反対派に立った報道が多かったように感じ

ていたが、今回はやむを得ず賛成派に回ったような人も多くいたことがよく分かり、

賛成・反対両方の意見を聞くことが出来、立派に取材されていると感じた。 

 大分の老舗ホテルが１０日間も休業してまで従業員の満足度向上のために動き出

したことを知り、こうした流れが世の中に広がっていくかもしれない状況に対して、

危機感も覚えている。ホテルの予約が取りにくくなると、宿泊料が吊り上がり、結

局はそのツケが消費者に回ってくる。しかし、このような取り組みを行わないと優
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秀な人材を確保出来ない、中小企業にとっては本当に危機的な状況だと感じた。 

 

○  ２月１７日(日)のＮＨＫスペシャル 平成史スクープドキュメント 第５回

「“ノーベル賞会社員”～科学技術立国の苦闘～」を見た。ノーベル賞を受賞した田

中耕一さんが１６年に渡り苦労してきた事実を知り、自分の同世代の知人の中で共

感する声が多く、感動する内容だった。 

 

○  ２月１９日(火)のクローズアップ現代＋「“スマホ脳過労” 記憶力や意欲が低

下！？」を見た。スマホ依存に警鐘を鳴らしていた。私自身もスマホを使い過ぎて

いることに最近気がついて改善しようと思っていた矢先だったので興味深く視聴し

た。図を使って脳への影響を詳しく紹介していたのがわかりやすかった。 

 面白かったのは武田アナウンサーの「デジタルデトックス」体験。専門の宿泊施

設でスマホを手離し、自然の中で過ごす。ぼーっと焚火を眺める武田アナウンサー

のテレビでは見せないニュートラルな表情が印象的だった。情報をインプットし続

けるだけでなく、ただぼーっとする時間も人間にとってとても大切だと感じた。本、

新聞、テレビ離れが加速しているのもスマホによるもの。脳科学の分野で研究も進

んでいるようなので、ぜひこのテーマは継続して追いかけて欲しい。 

 

（ＮＨＫ側） 

地域の新鮮な情報を、きちんと課題意識を持って発信していく

ことの大切さを改めて感じた。そしてそのコンテンツを発信する

際、地元向けに出すのか、全国放送として出すのか、全世界に向

けて出すのかといった出し口もさまざまある。一方で、隣の県の

情報も知りたいという声もあった。どういう内容のものを、どう

いう範囲で発信するのかということを、精査していかなければと

感じた。 

番組情報に関しても、どうすれば効果的に視聴者に伝わるのか、

いろいろと試行錯誤しながら努めていきたい。 

元気が出るものかどうかという視点も、かなり大事なことだと

痛感した。コンテンツを出していくうえで、そのようなメッセー

ジが伝わるようなものを今後も作っていきたい。 

  

  

  

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 



1 

２０１９年１月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１７日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴した、事件の涙「そして、研究棟の一室で～九州大学 

ある研究者の死～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、２月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長 明石 良 （宮崎大学 副学長） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家) 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

森   重隆  （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

山元 紀子  （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜事件の涙「そして、研究棟の一室で～九州大学 ある研究者の死～」 

(総合 １２月２８日(金) 放送)について＞ 

 

○  「事件の涙」は１２月２７日(木)の「死にたいと言った父へ～西部邁 自殺ほう助

事件～」(総合 後 10:45～11:10)も見ていたため、かなり重たい内容という印象が

あった。インターネットで調べると番組を見て考えさせられたという声が多かった

が、今回の番組は、見る人の立場によって捉え方が違ったのではないかと思う。 

 今回の事件は、Ｋさんが非常勤講師であったがために起きてしまったように語ら

れていた。非常勤講師の立場が現実問題として厳しいものであることは確かだが、

一方で非常勤講師だからこそ、むしろ非常勤講師にしかできないこともあるのでは

ないかと思う。 

 番組冒頭では、Ｋさんから送り返された靴が事件の前日に知り合いの元に届いた
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と言っていたが、番組の最後では、事件の６時間後に届いたと言っており違和感が

あった。私の捉え違いかもしれないが、「事件の涙」というタイトルから、現実に起

きたことを多少無理して事件化しようとしたのではないかと感じた。Ｋさんの本当

の姿をもう少し淡々と捉えてもよかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

Ｋさんが靴を送り出したのが事件の前日の行動で、実際に知り

合いの元に届いたのが事件の６時間後だったと思うが、混乱を招

くような言い方だったかもしれない。番組のフォーマット上、「事

件の陰には涙がある」というキーフレーズを入れることが決まっ

ているので最後に入れたが、そこに違和感を覚える人と、すんな

りと入っていく人とがいて、制作する上で悩んだところでもあっ

た。 

 

○  いわゆる大事件ではなく、時代を象徴する事件であり、それを最後まで丁寧に取

材しているという印象を受けた。Ｋさんが亡くなるまでの足取りを最後まで取材す

ることで、当事者たちの心境の一端に迫ることが出来る、胸を打つ番組になってい

た。事件の背景には、国立大学が独立法人化され、大学の運営も変わり、院生長屋の

ような場所を黙認することが出来ないような状況に置かれていることや、正規雇用

と非正規雇用の問題、雇い止め、非常勤講師、貸与型の奨学金など数多くの根深い問

題があり、これらのことに思いをいたすことが出来る番組だった。 

 ただ、番組の終わり方が情緒的になっており、見た人が「ああ、かわいそうに。な

んとかならなかったのか」といった感想に終始してしまうのではないかと気になっ

た。自殺の問題を一個人の問題と捉えるのではなく、もう一歩視点を広げて、現代の

社会が抱える課題にも目を向けられるような構成になっていればなおよかったと思

う。 

 

○  繰り返し見ても気が重くなるような内容だったが、この事件を取り上げて取材し、

事件の背景に潜んでいる日本の問題を世に問うたことをまずは評価すべきだと思う。

Ｋさんは亡くなっているので、なぜあの場所で自ら命を絶たなければならなかった

のか、真意を問うことはできないが、残された写真や手紙、関係者の証言などからＫ

さんの人物像や境遇が浮かび上がってきた。すべてを説明するのではなく、関係者

たちが語る小さなエピソードを積み重ねて、亡くなるまでの描写を引き出し、視聴

者が考えることに委ねて番組が作られていると感じた。 

 時系列で番組を構成していたが、そこから強く感じたことは、本人は人一倍努力

をしたが、それでも生活が安定せず困窮していく、個人の問題だけではなくそうな
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らざるを得なかったということだ。Ｋさんと同じような境遇の人が、「こういう道を

選んだことを、自己責任といわれるかもしれない」と発言していたのが印象的でと

ても重く感じた。今や教職に限らず、さまざまな分野で非正規雇用が広がっている

が、本人の努力不足という問題ではなく、その選択肢を選ばざるを得なかったとい

う人が増えているのではないかと思った。 

 番組の冒頭で、Ｋさんが通っていた整骨院の人が、Ｋさんに靴をプレゼントする

やりとりが紹介されていたが、客に靴を贈るという行為は、よほど親しくなければ

行わないと思う。いったいどんな気持ちでＫさんと整骨院の人がやりとりをしてい

たのかと思うと胸が苦しくなった。また、このエピソードが番組の冒頭で紹介され

ていたが、視聴者がいろいろと背景を知った後半で紹介したほうが、より視聴者に

伝わったのではないかと思った。 

 社会の格差が広がる中で、弱者が悲鳴をあげても届かず、かき消されることが多

い今、聞こえない声や届かない叫びにきちんと耳をすませて拾い上げ、拡声機とな

り届けるべきところへ届けるという役割がメディアにはあることを感じた番組だっ

た。 

 

○  没頭して番組を見ることができた。亡くなる前の足取りを見ると、なんともいた

たまれない気持ちになった。特に、研究にいそしんだ院生長屋で、目張りなどしっか

りと準備をして亡くなっていったときの心境に思いをはせると、胸に迫るものが

あった。 

 国の方針で院生が増えたが正規の研究者のポストは限定されていて、雇用の受け

皿として非常勤講師が激増していることなどについては、数字やグラフなどがあっ

た方が分かりやすかったのではないかと思った。ただ、あまり説明が多くならない

ほうがこの番組の趣旨にあっているようにも感じた。 

 Ｋさんはとてもまじめで優秀な人だったと思うが、Ｋさんから恩師に送られた

メールの文面から、掛け持ちしていた非常勤の仕事一つが雇い止めになったり、４

０代に入って健康を害したりなど、一つ一つ収入や健康などを損なっていかざるを

得ない現実の厳しさをひしひしと感じた。 

 Ｋさんが作っていた授業のプリントなどを見ると、若い学生たちにも興味を持っ

てもらおうとしている工夫がよく分かった。さまざまな人の話を紹介していたが、

Ｋさんから学んだ学生の声も聞いてみたかった。 

 冒頭のナレーションで「九州で起こった小さな事件でした」の「小さな事件」とい

う表現が適切だったか気になった。火災を指して「小さな」と言っているのか、Ｋさ

んが亡くなったことも含めて「小さな」と言っているのか、見る人によっては違和感

を与える場合もあると感じた。また、遺書は残されていなかったのか、家族との関係

性ややりとりなども知りたかった。 
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 エンディング曲も静かで、悲しい番組ではあるものの、見終わってからしんみり

とした気持ちになれた。特に最後に、京都のＫさんの実家で母親が「お疲れさまでし

た」と声をかけるシーンは心に深く残った。とても見応えのある番組だったと思う。 

 

○  この事件については新聞で報道されていたので知っていたが、番組を見ることで

自殺の背景や国策によって生じている院生の切ない実態がよく分かった。 

 顔を出して話すには難しいテーマだったと思うが、整骨院の人やラーメン屋の店

員、先輩の教授や九大の名誉教授など、顔を隠すことなくインタビューに応じてお

り、院生の実態を知ってほしい、Ｋさんの死を無駄にしたくないという思いの表れ

だったのだと感じた。事件の裏にある問題を我々に問いかけるには十分なものだっ

たと思う。 

 一方で、Ｋさんがなぜ生活の立て直しを考えることが出来ずに亡くなってしまっ

たのか、法律の知識を生かした別の道を歩むことはできなかったのかという疑問が

自然と浮かんできた。また、国策の転換で院生が急増したが受け皿がないことなど

業界では周知の事実だったはずだが、指導者たちはそういうことを踏まえて将来を

見据えた指導をしていなかったのか、自殺する前にあれだけのＳＯＳが出ていたの

にどこまで共有されていたのかということも知りたかった。自殺したＫさんを救う

にはどういう手立てが考えられたのかというところまで追求出来ていればなお視聴

者に伝わったと思う。 

 いずれにしても、こうした問題を世間に知らせることで世論が動いて国策を変え

ていくという流れが理想的だと思うので、数十秒の日々のニュースの中では伝えら

れない事件の裏側をこれからも伝えてほしいと思う。 

 

○  孤独で壮絶な最期だったと思うが、亡くなる直前まで地域の人との温かいつなが

りがあったことを知り少し安どした。学ぶことと生きることは直結しているからこ

そ、人は死ぬまで成長したいと願うのではないかと感じている。しかしこの番組を

見て、学ぶにも生きるにもお金が必要だが、学ぶこととお金は直結していない、そう

いう社会というものを改めて感じた。 

 何が悪かったのか、なぜ亡くなったのかという気持ちになった。九大のキャンパ

ス移転、合法的に研究室を利用していない状況も含め、Ｋさんは心も体も動かして

いくことが難しかったのではないかと番組を見終わって感じた。 

 

○  リアルタイムで番組を視聴したが、見るのがとてもつらく、こんな死に方がある

のかと驚いた。こうした事件がなぜ起きたのか自分なりに考えたとき、よき大人が

そばにいなかったからではないか、よき大人がそばにいれば、今回のような事件は

起きなかったのではないかと思う。 
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 この番組は、年末も押し迫った１２月２８日の夜に放送されたこともあり、とて

も暗い気持ちで見た。正月を迎えるこの時期に放送するにはどうかと感じた。日曜

日の昼ごろの時間帯の方がもう少し見やすいのではないかと思う。 

 

○  移転前の九大のキャンパスで火災があったことは何となく覚えていた。自殺した

方は自分の研究に没頭しすぎて追い詰められ死を選んだのかと思っていたが、実際

には社会的背景に大きな問題があることがわかった。社会的な問題について、具体

的に示すのではなく、複雑に交差している問題が多くあることを視聴者に気づかせ

るような作りになっていたので、逆に重く感じたのかもしれない。 

 会社の同僚たちと一緒に見たが、見終わった後、奨学金制度に問題があるとので

はないか、自分たちの住む自治体には大学を出た後に地元企業に就職すると奨学金

を市が免除する制度があるが、そういう生き方も出来たのではないかと提案する人

もおり、多くの人に考えさせるきっかけを与えるよい番組だと思った。ただ、靴を送

るエピソードの部分は、若干ドラマチックに描きすぎている感じがした。 

 私たちを取り巻く環境は変化しているが、それらが複雑に影響してさまざまな問

題を生み出しているのかと思う。 

 

○  Ｋさんは家庭の事情でやむなく自衛隊の工科学校へ行き、そこでいじめなどにも

遭ったと言われていたが、そこで使われた自衛隊時代の２枚の写真を見ると、自衛

隊が悪者に見えるような印象を持った。 

 しっかりとした夢や目標を持っていても、さまざまな事情でそれがかなわずつら

い思いをすることもある。そんなときに相談できる人が周りにいることの大切さを

改めて感じた。Ｋさんが研究に専念できず、博士論文も出せないままに退学するこ

とになったとき、次なる目標や、別の道をアドバイスしてくれる大学教授はいなかっ

たのか、残念でならない。 

 今の若い人たちには、責任を持った仕事をしたくないという理由で、正規ではな

く自ら望んで非正規雇用として、フリーターの延長のような働き方を希望する人も

いると聞く。一方で非正規雇用では生活も安定しない問題がある。ほかの業界にも

通じるこういった非正規雇用の問題点など、考えさせられることの多い番組だった。 

 

○  事件の真相を追求したいのか、そこにある問題を明らかにしたいのか、制作者の

意図がよく分からなかった。 

 今回の事件には、大学の側面からと本人の側面からの見方があると思う。大学の

側面からすると、指導教員が学生のケアをどのくらいおこなってきたのかという点

は大きいと思う。本人の側面としては、社会人から大学院に進み、年齢も上がり大量

の論文を求められる不安な状況だったということだ。奨学金に関しては以前と比べ
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て改善されてきており、今の学生は十分にやっていける。これらのことを今回の番

組に入れることは難しかったのだと思うが、現在の大学の運営や奨学金の実態に詳

しい人からすると、今回の事件を見たときに実際とのギャップを感じた人もいると

思う。 

 大学に放火する状況にまで追い込まれていた背景、大学側の指導状況や責任など、

すべてをこの番組の中に入れていくことは難しいと思うが、今後、同様の番組を制

作する際には、今の大学の現状も含めて、どういう立場で番組を制作していくかと

いうことを明確にしていくと良いと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

いろいろな角度から指摘を頂いた。自己責任なのか、社会のせ

いなのかということは、取材の中でもかなり議論を重ねたが、一

つのストーリーの中では描き切れない部分もあった。実際には、

Ｋさんは他の仕事を薦められていたことが分かり、不器用ゆえに

選べなかった道があったことや、社会の純粋な犠牲者とも言えな

い部分もあったように感じる。 

情報番組であれば、データも含めて何が問題なのかをもっと

はっきりと情報として描いていくが、今回は人間ドラマに寄せて

いくという番組のスタイルだったため、情緒的に描く部分と、問

題をきちんと取材して描く部分のバランスが難しかった。 

いろいろな問題が凝縮して背景にはあった。これからも多くの

視聴者に考えるべき課題を番組にして伝え続けていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

第一報をニュースで知ったとき、何か背景にありそうだと感じ

ていたが、今回このタイミングでこうして放送が出来るまでに継

続取材することが出来た。こういう問題があるのではないかと議

題を提示するところまでは出来ても、今後どうするかといった解

決策までをこの番組の中で展開するのはなかなか難しく、今後の

課題として残ったように感じる。今回頂いた意見を受けて、引き

続き問題意識を持って番組を制作していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  「チコちゃんに叱られる！」の人気の理由を考えてみると、まず流行語になりそう
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なインパクトのあることばがちりばめられていることがあると思う。子どもが大人

に普通に話しかける際に使いそうだが、ＮＨＫでは使いそうもないことばやフレー

ズで新鮮だと思う。また、解答がないようなことでも、真剣に考えさせていくプロセ

スも非常におもしろいと思っている。 

 １２月７日(金)のチコちゃんに叱られる！「“三本締め”って何？」では、全国の

三本締めについて紹介しており、自分の地元のものも取り上げられてとてもうれし

かった。後日、地元の祭りに参加した際、番組で取り上げられたことを話すと、周り

の人たちも知っていて、その話題で盛り上がった。また、地元の三本締めの後に紹介

された名古屋のナモ締めも大変ユニークな三本締めだった。確かにちょっと変わっ

ているが、地元ではあまりその価値に気づいていない事柄が多くあり、そういった

知らないことを知る楽しさがある番組だと感じた。 

 １月１１日(金)のチコちゃんに叱られる！「なぜお餅は関東が四角で関西が丸な

の？ほか」では、前週１月４日(金)の「大河ドラマ“いだてん”とコラボスペシャル」 

(総合 後 7:30～8:42)の際に宿題として出された内容を取り上げていて、連続ドラマ

のように週をまたいで内容が続いていくところもおもしろいと感じた。 

 「チコちゃんに叱られる！」のもう一つの人気の理由として、祖父母に子どもの面

倒を見てもらいながら働く人が多い中で、子どもたちも祖父母も一緒になって楽し

めるという点も大きいと感じている。いろいろな世代が同じ番組を見て共感して笑

える番組は大事だと思った。 

 

○  １２月１６日(日)の大河ドラマ 西郷どん「敬天愛人」（総合 後 8:00～8:58）を、

パブリックビューイングに参加して見た。会場にいた約 2,000 人が一斉にすすり泣

く様子は圧巻で、来場していた主演の鈴木亮平さんも、クランクアップしたときは

泣かなかったが、さすがに鹿児島に来て泣いてしまったと言っていた。パブリック

ビューイングは、視聴者とのつながりを強くするイベントだと思った。 

 １２月３１日(月)の「第６９回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。ふだんは家族の中で

チャンネルの奪い合いになるが、今回は平成最後の紅白ということで、最初から最

後までじっくりと見ることが出来た。チコちゃんやおげんさんなどの人気キャラク

ターに加え、孫たちが好んで見ているＥテレの「いないいないばあっ」のキャラク

ターが出てきたりと、客層を広く捉えながら、最後にサザンオールスターズが出て

くるという演出で、ハラハラドキドキ感を味わうことが出来た。今回の紅白は、歌と

いうよりも、ダンスやショータイムなど、ステージ性に重きを置いて制作されたこ

とがよく伝わってきた。１点だけ、気になったのは、若い俳優の司会があまりに未熟

で、見ているこちらが心配になったことだ。次からは安心して見られるような司会

者の起用をお願いしたい。 
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○  「ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。サザンオールスターズと松任谷由実さんの掛け合い

はとても珍しい光景で見応えがあった。全体的に若者から年配の人まで楽しめるよ

うな番組構成になっていたと思う。 

 

○  １月２日(水)のブラタモリ×鶴瓶の家族に乾杯 新春ＳＰ「太宰府天満宮」(総合 

後 7:20～8:48)を見た。太宰府天満宮の成り立ちや裏側を、おもしろおかしく、そし

て分かりやすく伝えていた。これまで何度も行ったことがある場所だが、境内にあ

る池や川を渡ることで、身を清める意味があることや、拡張工事の際に樹齢 1,500 年

のくすの木を保護しながら行ったことなど、今回新たに知ったことも多く、また訪

れた際に紹介された場所をじっくりと見てみたいと思った。 

 

○  １月３日(木)の臨時ニュース「熊本県で震度６弱 津波の心配なし」関連 (総合 

後 6:12～6:50)を見た。初動で必要な情報がきちんと伝えられていたと思う。やはり

一番関心があるのは、犠牲者やけが人の有無、家屋の倒壊や大きな災害の有無、そし

て福岡を含めた九州全域の震度だ。これらの情報が過不足なく速やかに伝えられて

おりよかった。やはり災害報道は視聴者がＮＨＫに最も期待するところだと思う。 

 

○  １月６日(日)の大河ドラマ いだてん～東京オリムピック噺（ばなし）～（１）

「夜明け前」(後 8:00～8:58)を見た。オープニングがとても楽しく、大友良英さん

の躍動感のあるテーマ曲と東京オリンピック当時の映像が頻繁に使われており、見

ていてわくわくした。これから毎週日曜日にこの音楽が流れるたびに、2020 年のオ

リンピックに向けての期待が膨らんでいくことだろうと想像している。 

 主人公の金栗四三は、日本初のオリンピアンであり、熊本県の玉名出身だ。熊本地

震から３年経つなかで、熊本に活気を生み出してくれるような、よいタイミングで

の大河ドラマだと感じている。 

 日露戦争後の帝国主義の時代に、日本のオリンピック初参加を巡る議論が難航し

ていたことを初めて知った。宮藤官九郎さんの脚本ということもあってか、ビート

たけしさんや役所広司さんの演技やセリフ、動きにコミカルなものが多くて、とて

も楽しく見ることが出来た。 

 明治と昭和を行ったり来たりしていたので、少々めまぐるしい印象はあったが、

ふだんの大河ドラマとは異なり、日本の近代が舞台なので、古風な言い回しなども

少なく、歴史的知識が浅い人でも見やすいドラマになっているように感じた。 

 

○  １月８日(火)と９日(水)の「いろどりＯＩＴＡ」を見た。「いろどりＯＩＴＡ」は、

番組冒頭でも紹介されているが、国内外を問わず多くの人が行き交う大分県で、住

む人たちの豊かな魅力を引き出す番組というコンセプトがあり、大分らしさを一生
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懸命追求しようとしていると思う。８日の放送では、イノシシが年間 7,500 頭捕獲

されるうち、ジビエとして食べられるのはたったの３％だと紹介し、「里の駅かんな

わ」から生中継でイノシシの蒸し料理を披露していた。ただ、その会場には誰も客が

おらず、中継のアナウンサーと店長しかいなかったことがとても不思議だった。料

理が出来るまでの１５分間、足湯につかって待っている間もとても寂しく感じられ

た。これが現実なのかとも思ったが、正月明けの番組としては少し寂しく感じた。 

 ９日の放送では、二宮圭一さんの「小さな肖像」という長寿コーナーが放送され

た。半年前にもこの審議会で話をしたことがあり、そのときは 677 回目だったが、

今回で 702 回目の放送だった。この６か月間の間にも常に一人で市井の人にインタ

ビューを行い、編集し、肖像画を描いて、毎回大変な努力をしていると感じた。「い

ろどりＯＩＴＡ」はニュースや中継などさまざまなコーナーで構成されているが、

常に本当の大分の姿を映し出すコーナーとして「小さな肖像」が存在してくれてほっ

とした。今後もこのコーナーで一生懸命大分の本当の姿を見せていってほしいと

思った。 

 

○  １月１１日(金)の実感ドドド！「２０１９年 あなたはドう生きる？」を見た。

「新時代の幕開け」や「生き抜くヒントを探る」など、とても大げさな文字が画面に

次々と示されるものの、出てくる方々のことばが、心に響かないものばかりで期待

外れだった。「生き抜くヒントを探る」とはあまりに大げさだと感じた。年末年始の

あまり時間がない中で慌てて作ったのかもしれないが、少し残念に感じた。 

 

○  １月１１日(金) 沖縄の歌と踊り「鈴木耕太の組踊入門 仇討ち物語」を見た。こ

としは、国立劇場沖縄の開場１５周年記念と、組踊の初演から 300 年という、琉球

芸能にとっては大切なアニバーサリーイヤーだ。今回は、沖縄県立芸術大学の鈴木

耕太講師の案内で、組踊入門としていくつかのあらすじをダイジェストで紹介しつ

つ、しっかりと見どころを押さえていて、組踊をよく知らない人から詳しい人まで

幅広く楽しめる番組となっていた。「沖縄の歌と踊り」は、ＮＨＫ沖縄放送局の前身

であるＯＨＫ（沖縄放送協会）時代から続く長寿番組で、沖縄県民には大変広く親し

まれている。ことしで番組開始から５０年となることもあり、これまで放送してき

た映像のアーカイブスも貴重で、国立劇場沖縄の伝統芸能の公開講座と併せて記録

映像鑑賞会が企画されている。番組という枠にとどまらず、広く沖縄の社会に貢献

する番組となっている。これからもぜひ、長く続けてほしい番組の一つだ。 

 

○  １月１２日(土)の第５５回全国大学ラグビー選手権 決勝 「天理」対「明治」

(総合 後 2:05～4:10)を見た。ことしはラグビーのワールドカップが日本で開催さ

れ、世間の関心も高まっていくなかで、ＮＨＫで生中継することは非常に意義深く
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思っている。 

 

○  １月１４日(月)のＢリーグ「熊本ヴォルターズ」対「香川ファイブアローズ」 (総

合 後 1:55～4:07 熊本県域)を見た。３年前、リーグ戦の最中に熊本地震が起こり、

リーグ自体が中断となってしまったシーズンもあったし、球団自体も債務超過で球

団の存亡すら危うい時期や、選手が一時期５名になるまで流出してしまったことな

ど、数々の危機を乗り越えてきた。そして今では西地区２位につけて、熊本のファン

が一体となって、今度こそＢ１に昇格という盛り上がりを見せている。今回は生で

試合を観戦したが、中継も録画して見た。ふだん、バスケットボールの中継を見る機

会がないので、どのような実況や解説をするのか気になっていたが、思っていた以

上に実況アナウンサーが、選手についてしっかりと調べており、的確な実況、わかり

やすい解説のおかげで、試合を楽しんで見ることが出来た。熊本には他にもＪ３の

プロサッカーチームがあるが、Ｂ１昇格を狙う熊本ヴォルターズが県民の注目を集

めているところなので、こうした中継の機会を増やして、熊本ヴォルターズのＢ１

昇格を追ってほしいと思った。 

 

○  １月１４日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「皿を割れ、ふるさとのため

に～地方公務員・くまモン～」 (総合 後 10:00～10:44)を見た。行政は守りの姿勢

に入り、仕事を増やさないようにしているというイメージが強かったが、熊本県が

本当に地域を売り出していこうとしている必死さを感じた。特に蒲島郁夫熊本県知

事の「責任は私が取る」というコメントも、まさに理想の上司のことばだと感じた。

海外にも積極的に発信していく戦略で、くまモンのキャラクターを海外でも無料で

使用してよいとしたときは、賛否両論あったようだが、心を広く持って全世界にＰ

Ｒするのだという、熊本県と知事の考え方が見事に的中したことが番組を通してよ

く分かった。行政から学ぶことはあまりないと思っていたが、熊本県の取り組みか

ら学ぶことが多くあった。当時のブランド推進課長は女性だったが、ブランド自体

の確立が難しいなかで、女性ならではの視点を上手に取り入れていったのだと思っ

た。また、化粧品会社とのコラボで商品開発をする話題など、くまモンがトップセー

ルスを行いながら熊本をＰＲする様子が紹介され、全国に元気を与える非常によい

番組だった。 

 

○  １月１６日(水)のクローズアップ現代＋「日本一監督の“イマドキ若者”育成術～

明大ラグビー部 勝者の組織～」を見た。明治大学の監督に密着取材していた。番組

自体はとてもよかったが、スタジオコメンテーターの人選に疑問を持った。タイト

ルが「若者育成術」とあるからかもしれないが、今回のテーマは勝ってみんなで喜ぶ

ことにどれだけの価値があるのかといったテーマで人選をしたほうがよかったと
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思った。 

 

○  プレマップ ドラマＰＲ 「ＮＨＫにゾンビドラマなんて、できるかな」を見た。

子どもの頃夢中になって見た「できるかな」のノッポさんとゴン太くんが登場して

いて、とても感激した。久しぶりに見たノッポさんは、おそらく８０歳を超えている

と思うが、踊りも軽やかでとても元気そうだった。久しぶりにノッポさんが見られ

たことだけでもうれしかったが、大人になり年を取っても、物づくりは楽しいのだ

ということを伝えるような、わくわくする番組を、今度は大人向けに年に１回でも

放送してほしい。 

 

○  １月１６日(水)のハートネットＴＶ シリーズ 闇に埋もれた真実は 第２回

「消された精神障害者～沖縄の私宅監置～」を見た。私宅監置ということばを初め

て知り、その実態にただただ驚くばかりだった。当時の監禁の写真を手がかりに、と

ても丁寧な取材がなされており、何年も隔離されていた障害者の表情や痩せ細った

体など、映像の訴える力はとても強く、1900 年代当時の様子がよく伝わったと思う。 

 担当ディレクターが撮影も行い、関連した写真展の開催にも関わっている様子を

番組のなかで上手に織り込んでいた。ただ番組を作るだけではなく、取材対象と共

に社会へその問題を知らしめる活動が大切なのは分かるが、当事者に長年寄り添う

気持ちがないとなかなか継続することは難しい。この番組のディレクターが 2011 年

に写真の存在を知ってから継続的に取材してきた点に、その思いの強さをかいま見

た気がする。 

 私宅監置が行われていた小屋の保存活動が沖縄で起こっているそうだ。ぜひ、一

棟だけでも残してもらい、二度とこうした人道を無視した隔離が行われないように

伝えていってほしいと感じた。 

 番組では当時のことを伝えるところで終わっていたが、今はどうなっているのか

が気になった。私宅監置から大阪で起きた自宅監禁の事件を思い出した。いまだに

親が精神疾患を患った子どもを監禁したり、病院でも精神疾患の患者を隔離したり

拘束したりする事を聞くので、衛生面は改善されたかもしれないが、そういった隔

離や拘束は続いているのが現状なのではないかと感じた。 

 精神障害者の方とどう接するべきか自分自身も理解できないところが多く、少し

でも理解が広がるような番組が発信されるとよいと思う。国が決めた法律も、内容

を知らないと「おかしい」と思うこともできない。多くの人がそういった学びを深

め、社会を変える力になるような番組制作を今後も期待する。 

 

○  １月２日(水)の「平成万葉集」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 9:00～10:29)を見た。平成という

３０年間を、一般の視聴者による和歌を中心にたどる番組で、映像も凝っていて美
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しくとても見応えがあった。生田斗真さんと吉岡里帆さんという、今をときめく若

い俳優二人が和歌を詠むというところも意外だったが、逆にしっくり来ていて、新

春にふさわしい、みずみずしい番組だった。東日本大震災で家を失った１０代の女

性や、自分の生き方そのものに迷っている男性、オスプレイが飛び交う沖縄のサト

ウキビ畑で汗を流す男性など、市井の人たちの日々の姿を静かに、その背景も映し

ながら、作品をじっくりと味わうことが出来た。正月に時代や自分の生き方を顧み

る上で、日本古来の文学の和歌が持つことばの力を改めて感じるとともに、こうい

う良質な番組をさりげなく編成出来るところがＮＨＫの底力なのだと感銘を受けた。 

 

○  １月８日(火)のアナザーストーリーズ 運命の分岐点・選「ロサンゼルス暴動 そ

の時…～炎上する街に響いた奇跡のスピーチ～」を見た。番組では、ロサンゼルス暴

動がなぜ起きたのかというきっかけと、エスカレートしていく部分、そして終結す

る部分の３点で描かれていたが、当時、ロサンゼルスで暮らしており事件を詳しく

知る者としては、暴動と略奪という２つの側面から描いてほしかった。暴動につい

ては、よくここまで情報を集めたと感心するくらい紹介されていたが、略奪につい

ては、その背景も含めて現在の国際情勢などからさすがにそのまま伝えることは難

しかったようだが、そういった最も激しい部分についても踏み込んでいればもっと

興味深い番組になっていたと思う。暴動だけに限って見ると、うまくまとめられて

いたと思う。 

 ＮＨＫは歴史をうまく伝える生き証人であり、それを組織的に行っている団体だ

と感じている。国民に対して、現在、過去、未来をきっちりと伝えていくことが一つ

の役目だと思う。そのためには過去の歴史をしっかりと検証すること、そしてそれ

を分かりやすく伝えていくことが重要だ。未来に関しては、ＮＨＫが断定的に伝え

ていくことは難しい部分が多いと思うが、ぜひ地域の大学などと情報交換をしなが

ら、今何が起きていてどうなっていくのかを地域から全国に発信できるよう、九州

沖縄一丸となって取り組んでいってほしい。国立大学のあり方など今後もさまざま

なことが変化していく。そういった情報も多角的に取材し、地域と密着した番組を

制作していってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

日頃から我々は「地域に寄り添う」とか、「応援する」というこ

とばを使っているが、生半可な気持ちや、通りいっぺんのやり方

では通用しないことを再認識した。個々の番組で、地元を取り上

げると喜んでいただける反面、取り上げるならきちんと取り上げ

てほしいという意見も頂いた。やはり番組を制作し、放送を出し

ていく側として、どれくらいの気持ちを込めて地域と寄り添って
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いけるのかということを常に検証しながら、これからも取り組ん

でいきたい。 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１８年１２月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、２０日（木）、ＮＨＫ福岡放送局にお

いて、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「ＮＨＫ経営計画（2018-2020 年度）」の修正についての説明があり、

議事に入った。事前に視聴した、「西郷どん 最後の旅路をゆく」を含め、放送番組一般

について活発に意見の交換を行った。 

最後に、１月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長 明石 良 （宮崎大学 副学長） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家) 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「西郷どん 最後の旅路をゆく」(総合 １１月３０日(金) 放送)について＞ 

 

○  旅人として出演していた俳優の迫田孝也さんと、鹿児島県立図書館長秘書の下豊

留佳奈さんのとても明るいキャラクターに好感が持てた。 

 最初、西郷隆盛たちは目的地を定めないまま進み、都度会議を開きながら、最終的

に鹿児島を目的地に決めている。戦略的には最初に明確な目標を定めることが必要

と言われている中で、非常に興味深いと思った。また、４つのルールを決めていたに

も関わらず、いざ敵を見るとルールを破り弾薬を奪ったりしていたという下豊留さ

んの話もおもしろかった。 

 西郷たちがたどった各地で、西郷たちのことが代々伝え残されており、鹿児島の

人たちにとって、西郷は先輩であり神様であると言われているが、その事をさまざ

まな形で見ることができたと思う。 

 宮崎から鹿児島へ向かう道のりについて、番組内で地図がよく表示されていた。
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初めて聞く地名も多かったが、可愛岳や上祝子など、とてもかわいらしく縁起よく

感じる地名が多く、興味深かった。また、西郷が帖佐人形を並べていたエピソードか

らは、西郷が日本の未来を見つめ、子どもたちの未来のことを考えてくれていた様

子が伺え、温かい気持ちになった。 

 

○  大河ドラマ「西郷どん」を前半しか見ていなかったことや、今回の番組が７２分と

長いことから、どこまでこの番組を楽しむことが出来るのか不安だったが、旅人の

２人がとても魅力的で、歴史的な知識も豊富であり、最後まで番組を楽しんで視聴

することが出来た。 

 西郷が通ったルートをトレッキングコースとして整備したという取り組みをはじ

め、地元の人たちの西郷さんへの敬意や、ゆかりの地を守るという責任や誇りが随

所で紹介されていた。そういった点在するゆかりの地のエピソードを網羅的に伝え

たことは大変意義のあることだと思う。途中途中で織り込まれていたドローンによ

る絶景ポイントの映像も、見ていてとても気持ちがよかった。過酷な山道を行くシー

ンが息詰まるものが多かったなかで、ほっと一息つけるような時間となっていた。 

 洋楽をＢＧＭに使っていたことに、初めは少し違和感があったが、ロッククライ

ミングのシーンにクイーンの「Ｗｅ ｗｉｌｌ Ｒｏｃｋ ｙｏｕ」を流していた

ことから、ロックをかけたしゃれだと気づき、そうした遊び心も散りばめられてい

ておもしろいと感じた。 

 西郷が食べたといわれる肉料理を出来るだけ忠実に再現し、見た目はワイルドで

おいしそうだったが、意外とおいしくないという反応も素直でおもしろく、可能な

範囲で道程を再現しようとする番組制作者側の姿勢が伝わってきた。 

 「文献を読んだだけでは分かったことにはならない。戦跡をめぐって思いを寄せ

てほしい」という日本近世・近代史研究科の原口泉さんのことばにはとても深みが

あり、番組終盤にも響いてきて、いい番組だったと改めて感じた。 

 

○  自分も一緒に西郷の最後の旅路を巡っているような気持ちになれる番組で、とて

もよかった。旅人もよく、景色もよく、さまざまなことが勉強できる番組という印象

だった。ただ、番組の冒頭で「400 キロの詳しいルートは謎のまま」と紹介されてい

たが、実際には番組の中でも言われていたとおり、延岡市の香春建一さんが同じルー

トをたどって現地の人に聞き取り調査をし、複数の本にまでまとめている。「謎のま

ま」という表現は若干言い過ぎのように感じた。番組の中でも香春さんの本からの

引用があったので、「西郷の知られざる１６日間を、香春さんが残した文献をもとに

もう一度たどっていく」といった表現のほうが適切だと感じた。 

 また、湾洞越えの際、おすすめスポットの紹介に４分程度の時間を割いていた。全

体の時間からするとわずかな時間だったかもしれないが、あの紹介が入ることで一
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緒に旅をしている感じが途切れてしまったような気がしてならない。また、旅路の

ルートからは外れるが、大河ドラマのオープニング映像の撮影場所を紹介していた。

ドラマを見ていたファンにとってはよかったと思うが、足早に終わってしまった６

日目以降の旅の様子をもっと詳しく紹介するなど、「知られざる１６日間」にとこと

ん迫ってほしかった。 

 

○  西郷にとって最後の旅路は敗走の道であり、略奪や生きるか死ぬかをかけた必死

のものだというイメージがあったため、番組を見始めた際にそのイメージと異なり

違和感があった。しかし視聴していくうちに、鹿児島では西郷が神様のように言わ

れていることや、西郷のことを郷土の先輩として尊敬してやまない迫田さんたちが、

西郷と同じルートをたどるということで、自分とは違った捉え方があることに気づ

き、だんだんと興味が持てるようになっていった。 

 特に原口さんの「西郷は敗走の中で何を伝えたかったのか」ということばが心に

残った。私自身、なぜ西郷はその場で自害せずに敗走の道をたどったのか、腑に落ち

ない部分があったが、多くの人が見守る中、大見得を切る歌舞伎役者のように、鹿児

島に舞い戻ることに決めたという解説を聞いて、なるほどと納得することが出来た。 

 

○  毎週決まった時間に番組を見るということが難しく、大河ドラマ「西郷どん」は一

度も視聴せずに終わっていた。また、この番組の長さから最初は重い気持ちで番組

を視聴し始めたが、思った以上に楽しく視聴した。ドラマを視聴していた人にとっ

ては、歴史的背景の理解を深めるのにとても適した副教材のような番組だったと思

う。奥深い九州の自然や山々の美しい映像などが新鮮で、その歴史や史跡を後世に

伝えようとする登山ガイドや、地元の人たちの取り組みや西郷に対する愛着などが

とても印象的だった。原口さんが言っていた、戦跡をたどることでさまざまな思い

を巡らせるという目的は十分達成されたように思う。下豊留さんの軽やかな足取り

で、明るく楽しく旅をしている様子は見ていてとても心地がよく、視聴者も一緒に

なって旅を楽しめたことだと思う。 

 

○  自分では一生行かないであろう険しい山道を、画面を通じて体験することが出来

てよかった。テーマが、歴史、人物、道、景色、バラエティーと多岐にわたり、さら

に情報も多かったため、一番伝えたいテーマが何なのか伝わりにくかった。もっと

シンプルに、大胆に「知られざる１６日間」にこだわって制作してもよかったのでは

ないかと思う。 

 キャスティングが功を奏していたと感じる。大河ドラマの方言指導をしていた迫

田さんが、番組終盤で鹿児島のイントネーションで歌を読んでいたのは気持ちがこ

もっていてとてもよかったし、下豊留さんもさまざまな隠れたエピソードを紹介し
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ていて「自分の知っていることを伝えたい」という気持ちが画面から伝わってきた。

明るいキャラクターとも合わさり、視聴していてとても気持ちがよかった。 

 洋楽の起用については、その楽曲を知っていたので途中で番組制作者の遊び心だ

と分かったものの、知らない人にはやはり唐突で違和感があったかもしれないと感

じた。 

 

○  山頂での紅葉やドローンからの景色など、あの美しい映像にひかれて番組を見続

けた人も多かったと思う。迫田さんと下豊留さんの起用が成功していてとてもよ

かった。夜１０時すぎに歩いた足取りを紹介する際、下豊留さんの服装が軽装でズ

ボンが短かったのが気になった。紹介された山道も、これからさらに観光地になる

可能性が大いにある。カジュアルな服装で気軽に登れるところだと勘違いする人が

出ないように留意してほしかった。 

 ボランティアを募ってトレッキングコースを整備し、西郷の足取りを後世に残そ

うとする活動は、地域の活性化のためにもすばらしい取り組みであり、西郷の功績

と合わせて後世に語り継いでいってほしいと感じた。また、西郷たちを受け入れた

という集落の人たちの話も随所に入れることで、西郷に対する思いや、歴史を語り

継いでいくことへの使命感などを知ることが出来てよかった。 

 現役のロッククライマーでもある山岳ガイドを紹介する際に、絶壁をよじのぼる

姿の映像が使われていたが、そういった山の達人がガイドするほど険しい山である

ことが鮮明に伝わる演出でよかったと思う。 

 

○  タイトルについて、敗北の旅や敗走路といったものではなく「最後の旅路」とした

ことで、さまざまな要素を含む構成となったのだと思う。一方で、要素を詰め込みす

ぎて、焦点が分かりにくくなってしまったように感じる。 

 平家の落人が流れ着いたような山深い宮崎の土地から、どのようにして最終目的

地の鹿児島の城山にたどりついたのか、もう少し詳しい道のりが知りたかった。ま

た、旅路ということもあり、山を登り下山するということが繰り返されていて少し

単調に感じた。 

 実験考古学という学問分野があるが、今回の番組も実験歴史学としてとらえて、

西郷がどういう思いで山を登り、霧島連山を見て、鹿児島にたどりついたのかとい

う部分をドラマ仕立てに表現していれば、さらに見応えが増して、おもしろくなっ

たのではないかと感じる。 

 

○  2018 年、鹿児島はまた西郷隆盛に救われた。大河ドラマ「西郷どん」のおかげで

多くの方に鹿児島に来てもらい、経済効果をもたらしてもらった。とても感謝して

いる。 
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 1874 年に下野した西郷隆盛は、生きる術を失った鹿児島の士族のために私学校を

設立した。今でも南洲神社の墓地に眠る西郷さんを含む方々の墓参を鹿児島県人は

忘れない。私も小学校で西郷さんの事を学び、よく墓参りに行ったものである。そし

て親たちからも教わったのが、「この西南戦争で、日本国内の戦争はこれで終わりに

する」と西郷隆盛が言ったことばだ。この西南戦争のおかげで目を光らせていた列

強諸国の侵害も受けず、日本は植民地にもならなかった。だから今でも西郷隆盛が

大好きな鹿児島県人なのだと思う。 

 西南戦争は薩摩の親戚や兄弟が敵味方に分かれた激烈な戦争だったため、視聴番

組は食い入るように見た。和田越は西南戦争最後の決戦地であり、北川方面への退

去を余儀なくされた。ここから城山に戻るまでの１６日間、最後の旅路の道中を今

回視聴して、改めて当時の士族達の心境や、賊軍でありながら多くの人々が西郷隆

盛を守り宿陣として家を提供したことがよく分かった。そして、九州南部には多く

の町に西郷隆盛の足跡が残されていると改めて知ることができる番組だった。出演

者もよく歩き、カメラマンはとても大変だったと思う。霧島連山、高千穂の峰、御鉢

ととてもきれいな映像で最高だった。 

 

 

（ＮＨＫ側） 

下豊留さんの起用について、好評意見を多くいただいた。下豊

留さんのよさが前面に出る形となり、われわれの期待どおり、も

しくはそれ以上に番組に貢献してもらえてありがたく思っている。 

いただいた意見をこれからの番組制作に生かしていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月８日(木)の世界はほしいモノにあふれてる～旅するバイヤー 極上リス

ト～「レトロかわいい！ビンテージ絵本を探す旅～チェコ～」を見た。紹介される絵

本や郷土のお菓子はもとより、映像の撮り方や色味、テロップのデザインまで、ガー

リーテイストで大変かわいらしく、かつ品もある見た目で、女性はもちろん、甘いも

のやレトロなものが好きな男性も、ワクワクしながら楽しめるような構成になって

いた。仕掛け絵本が今世界中で大人気だが、チェコが発祥の地である。番組の中で

は、仕掛け絵本や人形劇がチェコで育っていった経緯について、社会主義国家時代

やハプスブルグ家の支配下だったころのチェコの歴史に触れていた。全体的にはか

わいらしさを前面に出しつつも、きちんと歴史的なポイントも押さえており、その

バランスが絶妙だった。かわいいものが好きな女性も楽しめたと思うし、歴史に興
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味がある視聴者にとってもおもしろく、見終わった後に充実感が残るいい番組だっ

たと思う。これからも引き続きこの番組を楽しみに見たいと思う。 

 

○  １１月１６日(金)のかごスピ「少年が神になる」を見た。その後、１２月１日(土)

の「実感ドドド！」でも放送されていた。やぶさめは鎌倉時代から始まると言われて

いる、国家安泰、五穀豊穣、悪疫退散など祈願する年占いとされているが、今回鹿児

島県肝属郡で約 900 年続いているやぶさめの射手が主人公だった。鹿児島県肝属の

高山のやぶさめは、他県の成人射手と違い、中学２年１３歳の男子が選ばれる。しか

も馬に乗ったことも無い、弓矢の経験もない、ましてや神事のハイライトとして大

勢の目の前で披露しなければならないのに全くの素人を育てあげるのである。選ば

れる中学２年生のプレッシャーは計り知れないだろうと思うが、番組では少しこの

プレッシャーが伝わってこなかった。 

 ことし選ばれた大園悠馬君は父親も射手の経験者で、自分の名前も馬がつけられ

たぐらいだから、父親は息子に期待していたのだろう。悠馬君も「父親には負けたく

ない」という思いを言っていた。しかし練習を見ると彼は全然たくましくなく、視聴

している私まで本当に大丈夫だろうかと心配になった。だが、地域の大人たちが悠

馬君をこの７週間で本当にたくましい射手に育てあげ、番組ではこの地域で射手を

育て応援していく地域の姿を映し出してくれた。少し残念だったのは、もう少しハー

ドな練習もあっただろうに、結構さらりとしていたところが物足りなかったことだ。 

 そしてやぶさめの当日、見違えるくらいにやぶさめの射手として成長した悠馬君

の姿は神々しく見え、なぜか私も感激して涙ぐんでいた。地域で長年伝わる行事が

こんなにも奥深いものだったのかと改めて思い知った番組であり、しかも再放送と

して「実感ドドド！」でも見ることが出来、鹿児島に伝わる文化を奥深く披露しても

らえたことに感謝の思いだ。2020 年の東京オリンピックが近づくにつれ、改めて日

本人が日本を見つめ直す、良い機会となるのだなと一人感動した番組だった。 

 

○  １１月２４日(土)の「発達障害って何だろうスペシャル」(総合 後 9:00～9:49)を

見た。発達障害には大きく分けて３種類あるということは知っていたが、その中に

もさらに多くの種類に分けられることは今回の番組を見て初めて知った。学習障害

のことも紹介されていたが、文字を読んで、音読できない人たちの脳の中で何が起

きているのか、検査をしているシーンなどもあり、とても分かりやすく説明されて

いた。私も仕事柄、ダイバーシティについて考える機会が多いが、多様な社会を実現

するためには、どういう障害なのか理解することが非常に重要だとよく分かった。

番組を録画して何度も繰り返し見ており、自分にとって非常に影響を受けた番組と

なった。 
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○  １２月４日(火)と５日(水)の旬感☆ゴトーチ！「時代を体感！長崎・出島～長崎市 

出島町～」、「世界遺産・大浦天主堂界隈（わい）～長崎・南山手～」を見た。出島は

外から見ることはあっても、地元の人はなかなか中まで入らないので、今回整備さ

れた場所をテレビで見ることが出来てよかった。簡単着付け体験なども行っており、

特に海外から来た観光客には興味深いものとなっていることだろうと感じた。キャ

スターが自ら吹きガラスを体験し、作っている様子はインパクトがあり、地域のよ

さや観光地を全国に向けてＰＲするのに適した番組だったと思う。 

 初めは、リポーターに若いアイドルを起用していることに、またかという思いが

あったが、ＨＫＴ４８の森保まどかさんは歴史についてとても勉強しており、軽快

なテンポで進行や解説に携わっていたので感心した。これまでは若い芸能人を歴史

や文化の発信に起用することにはどちらかというと否定的だったが、今回の番組を

見て、若い視聴者に向けて伝える場合は、むしろ若者をゲストにしたほうが、関心を

持ちやすくなるのかもしれないと考えを新たにした。 

 

○  １２月１０日(月)のあさイチ「鈴木亮平 生出演！最終回直前“西郷どん”スペシャ

ル」を見た。最近の「あさイチ」は情報番組というより、司会や出演者の会話や笑い

声が中心となってるように感じることが多く、見る機会が減っていたものの、この

日は大河ドラマ「西郷どん」最終回の宣伝のために鈴木亮平さんが出演しており、気

になって見始めた。軽いインタビューに対しても一つひとつ丁寧に受け答えする姿

が印象的で、１年間の長丁場の撮影をどのような気持ちで乗り切ったのか、特に「西

郷隆盛を演ずるのではなく、西郷を生きることをモットーにしてきた」という話を

聞いて、ぜひ最終回の放送を見たいと思った。 

 

○  １２月１０日(月)のクローズアップ現代＋「“最期の医療”その時 家族は…」を見

た。終末期の延命治療をめぐる家族の葛藤や苦しみ、課題の典型的な実例を分かり

やすく描いていた。気管切開をするか、しないかという選択の悩みや、自宅での看取

りを願いながらも容体が急変して思わず救急車を呼んでしまったこと、人生の最後

をどうするのか、大事なことだが実際は話し合われていないことなど、ゲストの東

尾修さん、理子さん親子を通して、終末医療を考える上での具体的な命題を視聴者

に投げかけ、考えさせるよい番組だった。 

 番組の中で、７５歳以上の人は外来患者も含め全員に必ず最期をどうしたいのか、

延命治療希望の有無を聞いて記録している病院が紹介されていた。それは患者のた

めなのか、医療者のためなのかが気になった。また、一つの病院で医療が完結する時

代ではないので、ほかの病院に転院するときなど、患者の意思をどのように病院間

で共有するのかといった課題が残されているように感じた。 

 また、意識の有無や治る見込みがあるかどうかを、延命治療をするかしないかの
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判断材料として選択を迫っていたが、それでは知らず知らずのうちに意識がない人

たちを排除してしまう危険性をはらんでいると思った。確かに最近は高齢化が進み、

医療費の抑制も喫緊の課題であることは理解できるが、行き過ぎた功利主義によっ

て命の選別が行われることのないように、こうしたテーマを考える際は、同時に生

についての定義も考えていかなくてはならないことを改めて感じた。 

 

○  １２月１４日(金)に沖縄県の辺野古基地に土砂が投入されたことがニュースとし

て伝えられたが、１２日(水)のクローズアップ現代＋「あさって土砂投入へ 緊迫 

辺野古移設問題」でこのことを広く全国に掘り下げて伝えてもらい、感謝している。

一方で、沖縄の声がきちんと届いたのか大変不安になった。沖縄の人たちが発して

いるメッセージはシンプルで、これ以上の基地負担はいやだ、ということだ。番組を

見終わった後で、メッセージが正しく発信されたか不安な気持ちになった理由は、

「辺野古移設問題」ということばにあるのではないかと思う。沖縄の人は移設に反

対しているのではなく、新基地の建設に反対しているのだという単純なメッセージ

を、どうすれば伝わるのかとても歯がゆく感じている。番組の中では、辺野古の基地

建設が遅れているから普天間の返還が遅れているという、沖縄側に責任転嫁するよ

うな政府の声が紹介されていたが、辺野古が唯一の選択肢という政府の一方的な主

張にもとづいたもので、辺野古しかないという前提を、果たしてそうなのかと疑っ

てみる視座が本当は必要なのではないかと思う。 

 政府の強行に対して、「いじめている側が話し合いには応じるがいじめ続けると

言っているのと同じ」と発言した若者のコメントは、辺野古の新基地の反対派では

なく、容認派のコメントであり、とても重いと思う。また、普天間基地の近くで暮ら

す母親たちが上京し、沖縄だけの問題にしないでと訴えかけている横を、多くの人々

が急ぎ足で通り過ぎていくシーンは、胸が痛むと同時にこれが現実だと感じた。こ

のシーンを全国に向けて放送したことは大変意義深かったと思う。沖縄の中で負担

をたらい回しにしたくないというシンプルな声をぜひわかりやすく伝えて欲しい。

これからもＮＨＫの報道が果たすべき役割は大きく、期待している。 

 

○  １２月１３日(木) クローズアップ現代＋「カレーにヒントあり！倒産相次ぐ外食

に活路」を見た。外食産業が苦境に立たされているいま、カレーからヒントを得よう

という番組構成で、スパイスカレーがブームになっていることや、バーを間借りし

て昼の時間にカレー屋を営むシェアリングエコノミーなど、さまざまな事例が紹介

されていたが、はっきり言って私はカレーにヒントはないと考える。外食産業に光

を見出すのであれば、栄養価も高く、家庭の味、日本の伝統を引き継ぐ昭和の食堂が

一番だと思う。「ドキュメント７２時間」のような番組で昔ながらの昭和の食堂を取

り上げてほしい。 
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○  １２月１４日(金)の実感ドドド！＠福岡「あったか！うまか～！福岡ぽかぽか肉

鍋＆魚鍋」を見た。福岡で食べられている鍋の由来や歴史が紹介され、地元の人たち

と一緒に地元の食材を使って「ドドド鍋」を作っていた。とても楽しそうな様子が画

面をとおして伝わってきたが、そのほかには特にポイントもなく、毎週見るという

感じではない。一方で、九州沖縄地方向けに放送している「実感ドドド！」は、海外

で活躍する人々の姿や、外国人就労者や沖縄の米軍基地の問題などの社会問題を取

り上げており、毎週見たいと思っている。 

 １２月１６日(日)に佐賀県知事選挙の投開票があった。原発の問題や、オスプレ

イの配備計画など、国策にかかわる話題が多いものの、なかなか現職から意見を聞

くことが出来ず、テレビや新聞で見るしかなかった。ＮＨＫでも平日夕方６時台の

番組で取り上げていたようだが、リアルタイムで見ることが出来ず、結局自分の空

いた時間にチェックできる新聞で情報を得ていた。すでに始めているかもしれない

が、選挙の企画などは期間限定でインターネット上で見られるようにしてもらえれ

ば、リアルタイムでテレビを見られない人にも情報が届きやすくなり、投票に生か

せるようになると思う。結局、県知事選は過去最低の 35．26％という投票率に終わっ

た。さまざまな理由があって選挙に行かなかった人もいるとは思うが、１票がなぜ

大切なのかという点も含めて、ＮＨＫから広く伝えてもらいたい。 

 

○  １２月１６日(日)の大河ドラマ「西郷どん」の最終回「敬天愛人」（総合 後 8:00～

8:58）を見た。こうした連続する大河ドラマの最終回を見るのは初めてだったし、も

ともと、歴史上の人物を実在する俳優が演じることに対しては、俳優のイメージの

ほうが強すぎて見るのが苦手だったが、前週の「あさイチ」での鈴木亮平さんの話を

聞いて、最終回まで真剣に役と向き合っている彼の姿が見たいという一心で視聴し

た。西郷が死んでいくシーンはとても有名で、別府晋介が介添えをしたという知識

や先入観があったので、あまり見たくないと思っていたが、今回は原作も脚本も女

性が手掛けたからか、妻の糸が子どもたちに語って聞かせるシーンや、大久保利通

が妻の手を握って泣くシーンなど、とても新鮮な最後となっていてよかった。 

 

○  大河ドラマ「西郷どん」の最終回を見た。毎回泣きながら見ていて、最終回の日も

放送までに仕事をすべて終わらせ、準備を整えてから見た。そして見終わった後は

しみじみとこういう歴史の上に今の日本が成り立っているのだと感動をかみしめた。

特に西郷の妻が、父を助けてほしいと願う息子に対して「西郷家の恥になる。命より

も恥を知れ」ということばや、西郷と大久保の最後のことば「これでいい」、「俺には

まだやることがある」などセリフの選び方、シナリオの描き方がとてもよかった。大

河ドラマとは全然関係がないように思える事柄でも、どうしても「西郷どん」と重ね
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合わせて見てしまうくらい、大河ドラマに影響された一年だった。 

 

○  １２月１７日(月)のノーナレ「“勝利”を売る男」を見た。ナレーションがない分、

本人の話とインタビューだけで進行し、とても迫力があった。特に競馬の予想士が

競馬場のブースの中で人生を語りながら最後に自分の予想を言う様子は見ていてと

てもおもしろく、さらにそこにＡＩと競わせるという番組の構成が興味を引いた。

ＡＩは今後いろいろな分野で活用されていくことになるが、その一つの形としてＮ

ＨＫがＡＩを取り上げたことはとてもよかったと思う。 

 

○  １２月１７日(月)と１８日(火)の「ロクいち！福岡」を見た。「福ビル最後の師走」

というコーナーが放送されていたが、着眼点がおもしろく楽しく見た。職場ではテ

レビがついているが、このコーナーになると同僚たちも手を止めてテレビを見てい

る。それだけ地元の人にとっては興味のある話題で、知らないことも意外と多いと

いうことだと思う。これからもこうした地域の話題を伝えてほしい。 

 

○  来年の１月１５日(火)から、中国語のニュースやＮＨＫワールドＪＡＰＡＮの番

組を中国語の吹き替えや字幕をつけてインターネットで配信する新しいサービスが

始まるというニュースを見た。すばらしい取り組みだと思う。これまでは英語を中

心に情報発信をしてきたと思うが、これからは中国語でニュース、文化、情報などさ

まざまなことが発信されることで、中国語圏の人たちと市民レベルの交流が出来る

ようになればと大いに期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

「西郷どん 最後の旅路をゆく」について数多くの意見をい

ただき、九州各県、西郷さんに対する見方がそれぞれ違うことが

よく分かった。この番組を見て思うのは、戦争は大変だというこ

とだ。険しい山道を、少ない人数で、食料もない中で敵の鉄砲に

追われながら進んでいくことの大変さが、画面を通じて伝えられ

たと思う。俳優の迫田さんは活躍の幅を広げている役者だ。そう

いう旬な人をキャスティングできたこともよかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

放送に携わる人間にとって着眼点が大切であることを改めて感

じることが出来た。「西郷どん 最後の旅路をゆく」は、大河ド

ラマ「西郷どん」の最終回の前に全国でも放送した。このタイミ

ングで今回の番組を制作し、地域の視聴者にはもちろん、全国の
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視聴者にも届けることが出来たことは意義があったと思う。 

また、長年地域の人たちに愛されてきたビルが取り壊されるこ

とにスポットを当てた企画に対して好評の意見をいただいたが、

着眼点が重要だったと思う。沖縄の問題にも意見をいただいたが、

九州沖縄には沖縄の問題に限らず、重要課題が数多くある。これ

らの課題に目をそらすことなく、これからも挑んでいきたいと考

えている。 

リアルタイムで番組を見ることが難しいという意見もいただい

た。時間の縛りという、テレビが長年抱えてきた課題があるが、

その時々の条件の下で、ＮＨＫが視聴者に対して出来る最善の策

を取っていきたい。 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１８年１１月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１５日（木）、ＮＨＫ福岡放送局にお

いて、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴した、実感ドドド！「カンボジアに医療の灯を ～沖縄

の医師の挑戦～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、１２月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行わ

れ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長 明石 良 （宮崎大学 副学長） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家) 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

森   重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜実感ドドド！「カンボジアに医療の灯を ～沖縄の医師の挑戦～」 

(総合 １０月５日(金) 放送)について＞ 

 

○  すばらしい番組だった。嘉数真理子さんの生き方に感銘を受けた。彼女の発する

ひと言ひと言が志高く、すばらしい精神の持ち主であることを感じられた。今後も

九州沖縄から世界に羽ばたき活躍している人たちを取り上げてほしい。 

 

○  嘉数医師は１年前にカンボジアに赴任したとは思えないくらい、自信にあふれて

おり、現地の人のようなしぐさや振る舞いをしていたのが印象的で、とても興味を

持って見た。一人ひとりの医師があらゆる患者を診ることが、発展途上国の医療に

貢献するということばを聞いたとき、どうしても自分の住む町と比べずにはいられ

なかった。私の住む町では、ものづくりやアートの町として移住を促進しているが、

移住者にとっての一番の問題は近くに大きな病院がない点だ。カンボジアにはこん

なにすばらしい医師がいるのに、自分の町にはそういう医師が近くにいない現実を
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突きつけられ、何とも言えない気持ちになった。 

 番組の構成がとても丁寧で、分かりやすく入ってきた。「自分で考え探り続ける知

識は必ず血肉となる」ということばにも胸を打たれた。嘉数さんが教えるフィリッ

プ医師の最初の不安そうな表情と、何回も点滴を繰り返し上達したことで自信にあ

ふれた笑顔で後輩たちに話をする姿、そしてそれを少し遠くから見守っている嘉数

さんの姿がとても印象的だった。 

 

○  沖縄の人にとっては、地元の人が国際貢献を続けている姿が詳しく紹介されてお

り、とても元気をもらえる番組だったと思う。また、沖縄県立中部病院での研修医

制度が、途上国でも生かされていることも地元の人にはよく分かっただろうと思う。

一方で、沖縄出身ではない人からすると、なぜ嘉数さんを取り上げているのだろう

と疑問に思った。最初の数分を見たときは、医師の中村哲さんのように、先駆的な

取り組みをしている人なのかと思ったが、ＮＧＯによって作られた取り組みである

ことが分かり、そのＮＧＯの背景をより深く知りたいと感じた。 

 日本から遠く 4,000 キロも離れた東南アジアのカンボジア、首都のプノンペンか

ら車で１時間の場所に病院があるということだが、すぐに頭に浮かばない人もいる

と思うので、地図があれば理解が促せたと思う。 

 

○  カンボジアの医療の実態がよく分かり、また沖縄も十数年前までは医療技術が本

土に遠く及んでいなかったということが意外で、驚きを持って見た。効果的なカッ

トだと思った箇所が２つあった。一つ目は、川で溺れた子どもが息を吹き返して、

父親の手をギュッと握り、父親も握り返すシーンだ。彼らの手のアップを映すこと

で、医療が救うのは患者だけではなく、その家族も同時に救うのだということが、

あのシーンの中で訴えかけられており、胸に迫るものがあった。もう一つは、フィ

リップ医師が後輩たちに向けて行った講義の後、嘉数さんが目を細めるシーンだ。

それまで眉間にしわを寄せた厳しい表情が多かった嘉数さんだったが、自分の指導

が着実に実を結んでいるということを実感しているようなカットでとてもよかった。

こうした映像は、ことばがなくても見ている人に訴えかけて心に響くものがある。

まさに映像は文字に勝ると感じる瞬間で、こうした映像が撮れていた分、最後のナ

レーションの「嘉数の思いが今、形になり始めている」というまとめのコメントは

不要ではなかったかと感じた。嘉数さんの満足げな表情の後、翌日の「そこには学

生たちに教えるフィリップ医師の姿があった」というコメント、そして嘉数さんの

「上から下へ、上から下へ」というインタビューで終わったほうが、嘉数さんの笑

顔が効果的に生かせたのではないかと思った。映像が語れる部分は映像に任せて、

ナレーションは省くといったことも場合によっては必要だと感じた。全体的にはと

てもよい番組で、感銘を受けた。 
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○  とてもよい番組だった。よかった点は２つ。１点目は具体的な数字が番組の早い

段階で紹介されたことだ。ポルポト政権下の弾圧で医師がおよそ４０人しか残らな

かったと知り、衝撃を受けたと同時に、そこまで医療が崩壊して、残った医師や住

民の生活がどれほど困難を極めたのかということを思わずにはいられなかった。ま

た、その後に沖縄戦の終戦時の医師の数がおよそ６０人という具体的な数字を初め

て知り、そこから今日に続く医療体制を立て直したことや、カンボジアへ渡った嘉

数さんの「医療の格差、場所の違い、経済的な理由で子どもたちが死なないように

したい」ということばがとても胸にしみた。２点目は編集の面で、大部分がインタ

ビューに割かれていたが、インタビューの中で重要なことばは本人の顔の映像を使

い、説得力をしっかりと持たせて、説明的な部分は現場の取材の映像を使うという

バランスが絶妙だった。せっかく現地に取材に行っているので、個人的には病院の

中だけではなく、現地の風景が見たいという思いがあるが、導入部での市場の様子

や、そこで売られている野菜、話が展開するところでは道路を走るバイクやのんび

り歩いている牛など、短いカットをちょうどよく織り込んでいて、自然に話題を変

えると同時に現地の香りを少し織り込むことが出来ており、とてもいい編集だと

思った。 

 もったいないと感じたことは、タイトルにあった「灯（ともしび）」ということば

だ。とてもいいことばではあるが、番組の中で、人材育成のシーンでは「屋根瓦」

ということばが重要なキーワードとして何度も登場していたのが印象的だったので、

「屋根瓦」ということばを使って、視聴者に引っかかりを持たせてみてもよかった

かもしれない。２点目は、嘉数さんの名前のアクセントだ。沖縄の地元だとカカズ

さんのズの部分にアクセントが来て、標準語読みだとふつうは平板となると思うが、

番組では頭高のアクセントとなっていたのが気になった。ただ、全体としては本当

に丁寧な取材と構成によって作られており、編集もすばらしかった。沖縄の医師の

活動として、同じ東南アジアのラオスで 1990 年代から口腔外科のチャリティーオペ

や指導を行い、長年活動しているチームもいるので、機会があればぜひ彼らのこと

も取り上げてもらえたらうれしい。 

 

○  私も初めに嘉数さんを見たとき、目の力や表情を見てすごい人だと直感で思った。

気になったことは２点あり、一つ目はＮＧＯがどういう経緯で活動を始めたのか、

どこが運営しているのかという点だ。嘉数さんのようにリーダーシップを取ってい

る人が何人かいるうえで、嘉数さんに引き継がれているのだろうと思うが、活動母

体そのものにとても興味を持った。もう一点は「屋根瓦式」について、もう少し詳

しく説明してほしかった。図で説明はしていたが、屋根瓦と聞くと雨風から建物を

守るものというイメージが強く、構造的なチーム体制や継承していく仕組みである
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ということが分かりにくかった。 

 これからの時代は知識だけではなく、知識と実務能力のかけ合わせが必要となっ

てくると常々感じている。注射針を患者に刺すことさえできない医師もいるカンボ

ジアの医療において、知識と実務をしっかりと教え込む人たちがいるということ、

その素晴らしさがこれからも広がっていってほしいと感じた。 

 

○  カンボジアに一時期医師がおよそ４０人しかいない時期があったという衝撃的な

話があったが、当時の人口はどのくらいだったのか気になった。当時の人口も分か

れば、その４０人という医師の少なさがより分かりやすく伝わると思う。屋根瓦方

式の指導法や「すぐに答えを教えずに考えさせる」ことについては、理想的ではあ

るが、日本国内の一般社会でも成り立っていないところもあると思う。自分への反

省の意味も込めて、番組の映像から学ぶことが多くあった。 

 全体的に、嘉数さん本人の思いをもう少し本人のことばで伝えてほしいと感じる

部分があった。また、日本のＮＧＯが設立した病院で、嘉数さんの後輩たちがどれ

くらい日本から来ているのかということや、日本の技術者とカンボジアの医師たち

とのつながり、嘉数さんに続く医療スタッフは育っているのかという点も気になっ

た。海外の医療事情については詳しくなかったが、今回の番組を見て、嘉数さんの

取り組みはカンボジア全体の医療を救うすばらしいもので、感銘を受けると同時に、

同じ日本人として大変誇らしく思った。 

 

○  嘉数さんの活動は敬服に値するものだ。ただ、番組が捉えたかったのは、嘉数さ

んの活動そのものなのか、日本式の人材育成についてなのか、似たような状況の中

で沖縄は乗り越えられたのだから沖縄式を使えばいいということなのか、いまひと

つ焦点が分からなかった。また、屋根瓦式については、本当に沖縄で言われている

ものなのか疑問に思った。先輩が後輩に教えていく人材育成は常にどこにでもある

一般的なことなので、「屋根瓦式」という名称の取り組みとして実際に行われている

ものなのか知りたい部分だった。 

 カンボジアの医療事情について、ポルポト政権下の弾圧で医師が虐殺されたこと

ももちろん一因としてあるのは分かるが、地雷が除去されていない地域に人が住ん

でおり、医療が行き届かないという側面も見逃してはいけないと思う。また、カン

ボジアが隣国からの支援を受けていることも少しは紹介したほうがよかった。「医療

の灯」ということばをタイトルに使っていたが、灯とはとてもはかなく切ないもの

だ。未来に向けた明るい話であれば、灯よりも適切なことばを使ったほうがよかっ

たと思う。 

 国際的医療援助と地域医療とは、とても似通ったところがあると感じている。国

立大学の医学部などは地域医療を目指すよう指導されるものの、格好いいイメージ
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のある国際的な医療援助に携わる道を目指す人も多い。国際医療でも医師が行き届

いていない地域もあるし、国内の地域医療でも圧倒的に医師が足りない地域がある。

こうした現状を伝える番組も必要だと感じた。特に九州は昔から発展途上国に対し

医療援助を行ってきた歴史があるので、今後も何か番組を作る際に参考にしてほし

い。 

 

○  先の沖縄戦で医療が崩壊した沖縄。生き延びた医師が沖縄の医療の復興を支えて

きた沖縄県立中部病院。その経験を活かし内戦やポルポト政権下の大虐殺でおよそ

４０人の医師しか残らず医療を失ったカンボジアで、嘉数医師のカンボジアでの小

児外科医としての活躍を追った番組だった。海外で生かされる沖縄復興の医療で、

現地の若い医師の育成に励んでいる様子が手に取るように分かったが、やはり気に

なったのはなぜ嘉数医師はカンボジアに行ったのかということだ。調べると「ジャ

パンハートこども医療センター」に行き着いた。貧困や医師不足にあえぐ海外での

国際医療組織の活動が見えてきた。九州・沖縄の番組であり、センターの活動内容

まで触れると時間も内容も焦点がぶれてしまうかもしれないが、嘉数医師の活動も

少し触れてもよかったのではと思った。 

 

○  見始めてからしばらくは「なぜカンボジア医療と九州？」と疑問からスタートし

たが、カンボジアと沖縄の共通項の説明に、なるほど、と納得を深めた。戦争によっ

て深刻な医師不足に陥った沖縄医療を立て直してきた先人たちの知恵と情熱が「屋

根瓦方式」と呼ばれる育成システムを生み出し、その仕組みと心をカンボジアに根

付かせようと奮闘する嘉数医師の姿に、感銘を受けた。技術・設備の充実とともに、

患者への向き合い方、その精神の重要性がいかに大切なことか。女性患者の治療を

めぐる若きフィリップ医師とのやり取りから、そしてラストの研修医たちへのプレ

ゼンテーションを通して、まさに「人間の成長」を目の当たりにしたように思う。

ただし、カンボジア医療の向上の端緒が垣間見えたとはいえ、当地の医療レベルの

実際が極めて困難な状況にあることには変わりなく、途方もない気持ちになると同

時に、日本の恵まれた環境もあらためて感じた。今回の番組は、限られた時間で「実

感ドドド！」の番組コンセプトがしっかりとまとまっていたように思う。 

 

 

（ＮＨＫ側） 

貴重な意見を頂き感謝している。さまざまな方から質問のあっ

た、嘉数さんが参加しているこのＮＧＯは、ジャパンハートこど

も医療センターというＮＧＯで、母体は日本で基本的には寄付金

で成り立っており、カンボジアを中心に医療施設を整えていると
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ころだ。 

番組最後のコメントについては、いつもわれわれ制作者側が言

いすぎてしまっていないかということを気にしながら作っている。

今後も出来るだけ登場人物のことばを生かしつつ、分かりやすく

作るよう心がけていきたい。 

タイトルの「灯」ということばを選んだ背景には、沖縄県の平

和祈念公園内にある「平和の火」が念頭にあったと思う。そこの

灯はずっとともされており、消えることがなく、そうしたイメー

ジをこめた。 

屋根瓦式のように先輩が後輩を指導するのは、日本では一般的

ではないかという指摘について、多くの病院では先生が研修医を

教えているが、沖縄の場合はそもそも教えられる医師の数が限ら

れていたので、研修医同士や学生同士で教えあうところから始

まったのだと考えられる。また、研修医としてはふつう２年間で

終わるところを、中部病院では５年間研修医としてみなしており、

病院の現場だけでなく、寮に帰った後も先輩が後輩を個人的に指

導するなど、密度濃く指導していると聞いている。 

地域医療の話に関して、沖縄も離島を多く抱えており、過疎地

も多いので、基本的に医師の数が圧倒的に足りず、専門医であり

つつも、すべての科をきちんと診られるようにすることが最も重

要視されている。そういう状況ということもあり、あのように先

輩が手取り足取り厳しく教えているのだと思う。いろいろとご意

見や指摘を頂き、とても参考になった。今後の番組制作に生かし

ていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

「実感ドドド！」は取材や制作、コメントにおいて物足りない

部分や甘さがあったと思うが、若いディレクターたちがこれから

経験を積む中で成長していくと思うので、今後にぜひ期待してほ

しい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １０月１９日(金)の実感ドドド！「あなたのアイデアが社会を変える！？～ソー

シャルビジネス最前線～」を見た。ソーシャルビジネスについて、さまざまな事例
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が紹介され、お金を稼ぎながら社会問題を解決する事業だということや、九州沖縄

でのソーシャルビジネスの成功の可能性についてよく理解できる番組に仕上がって

いた。ただ、バングラデシュで作られている財布が紹介されていたとき、その財布

が日本でいくらで売られていて、労働者への対価がいくらで、全体の売り上げがい

くらなのかといったことや、障害者の絵をデザイン化して売っているアパレル業者

が、売り上げの何％を障害者に支払っているのかということ、昨年の年商が４３億

円だった会社の経営の仕組みなど、具体的なビジネスの収支や金額の情報が全くな

かったことが大変気になった。 

 １１月３日(土)の佐賀イズム「峠ん郷スペシャル 三瀬小・子どもたちの秋」を

見た。豊かな山里の暮らしを伝えるシリーズのスペシャル版で、福祉をテーマに学

習に取り組む小学３年生の男の子たちにスポットを当てた番組だったが、中途半端

な印象を受けた。小学生と老人との交流が伝えられたが、特段山里とは関係なくど

この学校でも行われているような行事が紹介されていたり、小学３年生の男の子に

密着というほど密着取材をしていたわけでもなく、そもそもなぜこの男の子に密着

することにしたのかもよく分からなかった。２５分という短い番組の割に、男の子

以外の子どもの様子も多用されており、伝えたいことが散漫になっている印象だっ

た。三瀬という地域は、本当に山里という感じの場所だと思うので、例えば街中と

は異なる山里ならではの暮らしや、子どもたち同士の遊び、お年寄りから子どもた

ちに伝える遊びなど、そこから生まれる地域とのかかわりに特化して伝えれば、三

瀬を取材対象に選んで伝える意味があったのではないかと感じた。 

 

○  １１月４日(日)のＮＨＫスペシャル「メジャーリーガー 大谷翔平～自ら語る 

挑戦の１年～」を見た。世界に羽ばたく最近の若いアスリートたちは本当に考え方

がしっかりしていて尊敬する。一つ残念だったのが、ナレーションに若い女優を起

用していて、どことなく軽い番組のような印象になってしまっていた点だ。大谷翔

平選手のことを解説できるような、もう少し落ち着いた年齢の人がナレーションを

した方がよかったと思う。 

 

○  １１月５日(月)のクローズアップ現代＋「シリーズ アメリカ中間選挙（１）知

られざる トランプ流ＳＮＳ戦略」を見た。本来人と人とをつなぐインターネット

やＳＮＳが、人と人との分断をもたらしており、実際にアメリカの中間選挙という

具体的な事例を挙げ、権力者が意図的かつ積極的に行っていることを生々しく説得

力を持って描いていた。中間選挙自体の分析では、新聞記事や一般のテレビニュー

スの分析ではなかなか分からない世論のうねりの背景に思いを巡らすことが出来た。

１億 8,000 万人の思想、宗教、趣味、収入などの個人情報が把握されており、個々

人に合った広告が発信されている。また、政治に限らずさまざまな身近なところで
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ＳＮＳによる分断は起きており、恐ろしいと思うと同時に、どのようにインターネッ

トやＳＮＳと付き合っていけばいいのか、どのように考えればいいのかということ

にまで思いを広げることが出来るよい番組だったと思う。 

 

○  １１月５日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「傷ついた親子に、幸せを～

小児神経科医・友田明美」を見た。虐待が脳に与える影響を世界で初めて実証し、

研究の分野でも最先端をいき、しかも１０年以上にわたって親子の観察を続けてい

る友田医師の番組で、もっと早く私が見ておけば良かったと痛感し反省させられた

番組だった。成長過程の脳は変形するという怖い研究や、子どもの心が落ち着くと

良い方向に脳は改善されていく報告もあり、最近ＡＤＨＤ、自閉症の子どもだけで

はなく引きこもりの子どもたちが増加している中で、子どもに対する大人のかかわ

り全般、日常の中に潜んでいる行動を問う番組であった。ただ、この番組が午後１

０時２５分ではなく遅くても９時頃の放送であれば視聴者が増えたのではないか。

再放送が日曜日の午後１時５分からあるのは救いだと思った。 

 

○  １１月７日(水)のあさイチ「大人のパンツ！体型カバーの最強コーデ」を見た。「大

人体型」というふだん聞きなれないがとても関心を引くことばで、ついテレビに見

入ってしまった。いわゆるおばさん体型をいかに美しく着こなすかということが

テーマだったが、あまり参考になる話がなく、冗長な印象を受けた。朝は忙しくし

ている女性も多いので、必要な情報をコンパクトかつスピーディーに整理してまと

めて伝えてほしい。 

 

○  １１月１３日(火)のニュース「日米共同記者発表」を見た。アメリカのペンス副

大統領と安倍総理の会見が始まる前から会見場の映像が流れていたが、会見が始ま

るときに現場の映像が急に引きの映像になり、物々しく緊迫感があり、これから何

かものすごいことが発表されるような印象を受けた。その割には、実際に発表され

た内容は、予想されたとおりのことで、拍子抜けだった。また会見中や記者の解説

のなかで、貿易協定について「ＦＴＡ・自由貿易協定」としていたが、午後１時の

ニュースで「２国間による貿易協定」の誤りだったと訂正していた。会見中、副大

統領は確かにＦＴＡということば自体は使っていなかったが、自身のツイッターで、

ＦＴＡの交渉について協議するとはっきり書いている。また、日本側は物品に限っ

た貿易協定と位置付けているが、アメリカ側はサービスや投資も含めて要求してい

るので、実質的にはＦＴＡのことだと思う。そのような状況の中で、多少訂正があっ

たとしても、時間を割いて大々的に訂正する必要があったのかは疑問に感じた。特

にそのあとの地元局からの昼のニュースが、玉城デニー知事が国連の事務次長と面

会し、沖縄を平和の緩衝地帯にということを訴えたというニュースを淡々と伝えて
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いたこともあり、東京からのニュースとの温度差がとても印象的だった。 

 

○  １１月１４日(水)のあさイチ「そうだ！北海道へ行こう」を見た。北海道の地震

を受けて、減ってしまった観光客を取り戻し、地域を元気にしようと取り組んでい

る事例が紹介されていた。復興割などもあり、少しずつ客足は戻ってきているよう

だが、それでも震災前には遠く及ばない。被災しながらも、復興に向けて頑張って

いる人たちの姿を、ぜひこのように全国の放送で伝え、被災地の後押しが出来れば

と感じている。 

 １１月１４日(水)のクローズアップ現代＋「孤独死サバイバル ５０代までに備

える」を見た。これまで終活というと、７０代や８０代の人たちが行うものという

イメージがあったが、番組では４０代や５０代くらいの若い女性の活動が紹介され

ていた。シングルマザーや女性の孤独死などにもスポットを当てており、家族の在

り方が多様化した現代ならではの話題だと考えさせられた。 

 

○  平日の午前７時４５分から放送している「おはよう九州沖縄」の天気予報が、最

近とてもよいと感じている。九州沖縄全体で雨雲がどちらの方向に進んでいるのか

など、とても分かりやすく解説されており、気象に関心のない人でも興味を持てる

ような表現の仕方をしていると思う。季節の花々が途中で織り込まれ紹介されるな

どテンポもよく、これだけでも一つの番組として見応えがあり、毎朝楽しみに番組

を視聴している。 

 

（ＮＨＫ側） 

朝の天気予報については、年度当初は多くの問い合わせや意見

をいただいたが、９月末の段階ではほとんど無くなってきている。

現場が改善努力を続けている効果もあると思うが、改善に終わり

はなく、これからも視聴者の声に耳を傾け改善を続けていきたい

と考えている。 

 

○  ことしの紅白歌合戦の出演者について、１１月１４日(水)に発表されたが、出演

者を選ぶには大変な苦労があったと思う。ＮＨＫの番組をよく見ているせいか、出

演者は、何かしらＮＨＫと関係がある方や主題歌を歌っている方などが多いように

思われ、出演理由やＮＨＫの番組との関係などをイメージしながら楽しませても

らった。本番のパフォーマンスも大いに期待している。 

 「ＮＨＫニュース おはよう日本」の朝５時台に「ストップ詐欺被害」というコー

ナーがある。最近では“オレオレ詐欺”の派生形が多く存在し、それらの注意喚起

を主に高齢者に向けて発信するため、朝早い時間帯に放送しているのだと思うが、
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孫や娘・息子世代など幅広い世代の人に見てもらえるよう、もう少し後ろの時間帯

にも放送してみてはどうだろうか。 

 

○  １１月１３日(火)の趣味どきっ！おひさまライフ 第７回「山里の“もったいな

い”くず野菜七変化」を見た。全８回の放送だが、とてもよい番組で、８回で終わっ

てしまうのがもったいないくらいだ。太陽の力を利用したソーラークッキングが紹

介されており、日常生活の中で私たちにできることや、エネルギーとは何か、自然

と共生するとはどういうことかについて、堅苦しくなく、とてもおしゃれに構成さ

れており、気持ちよく見ることが出来た。毎回とても濃い内容で見応えがあったの

で、ぜひ８回といわず続編を期待したい。 

 

○  １１月２日(金)のＢＳ世界のドキュメンタリー「ミシュラン 星をめぐる物語」

（後編）を見た。ミシュランの星を一つ獲得するためのすさまじい努力、そして獲

得したことによる重圧などがかいま見え、ミシュランガイドの背景にはさまざまな

ドラマがあり、人の人生を変えていくこともあるということを初めて知った。また、

番組で紹介されたシェフの話が自分にとって大変参考になった。自身の料理に対し

「マイルス・デイビスのような要素が必要」だと評価され、一見関係のなさそうな

その助言が、自分の店や料理、経営には必要であることに気づき、三つ星レストラ

ンになっていったというものだ。自分の専門分野や専門領域だけにとらわれるので

はなく、音楽や料理、アートの分野など、さまざまな世界から学ぶことがあるのだ

と感じた。また、ミシュランガイドに載るレストランには、昔ながらに長時間働き、

ひたすらに努力を重ねるようなところもあれば、最近は自然の中で自由にのびのび

しているレストランもある。コンセプトも含めて二つの大きな流れができてきてい

ることが分かり、大変興味深かった。 

 

○  １１月３日(土)の世界わんわんドキュ☆「ハンガリー・ドナウ河畔」（ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 

後 10:30～11:29）を見た。ドナウ川のそばで犬を育てている人と飼い犬との関係を、

現地の映像を映しながら紹介しており、これだけで旅番組にしてもいいと思えるほ

ど美しい映像だった。ハンガリーではおよそ半数の人が大型犬を飼っていると紹介

され大変驚いた。犬を飼う際のルールなどもきちんと説明されていたが、それに対

してタレントや俳優が会話風におもしろおかしく感想を言う演出に違和感があった。

せっかくの美しい映像や、愛情をもって犬を育てている人たちの会話が軽く見られ

ているような気がした。ナレーションだけで十分ではなかったか。 

 これからＢＳ４Ｋ・８Ｋの本放送が始まるが、こうしたヨーロッパの小さな町も、

美しいモチーフになると思うので、今後の番組制作に期待している。 
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（ＮＨＫ側） 

いただいた数々の意見は本部の制作部局にも伝えて、今後の参

考にさせてもらいたい。「あさイチ」は多くの意見をいただく番組

で、今回指摘いただいた件についても意見を多数承っていると思

う。いただいた意見を生かしながら、さまざまな企画を考えてい

るので、今後も楽しみにしていてほしい。 

１２月１日からはＢＳ４Ｋ・８Ｋの本放送が始まる。ぜひ放送

初日は最寄りの放送局に立ち寄っていただき、番組をご覧いただ

ければと思う。ＢＳ４Ｋでは南極からの生中継を、ＢＳ８Ｋでは

イタリア、ローマからの生中継を予定している。このほかにも興

味を引くようなコンテンツをご用意しているので、ご覧いただけ

ればと思う。 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１８年１０月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１８日（木）、ＮＨＫ福岡放送局にお

いて、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴した、実感ドドド！「ペリリュー戦を描く ～戦争の記

憶を次の世代へ～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、１１月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行わ

れ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長 明石 良 （宮崎大学 副学長） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家) 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

森   重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

山元 紀子 （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜実感ドドド！「ペリリュー戦を描く ～戦争の記憶を次の世代へ～」 

(総合 ９月２８日(金) 放送)について＞ 

 

○  なぜ熊本局がこの番組を制作したのか疑問に思っていたが、熊本で開催された漫

画の原画展が番組作りのきっかけになっていることなど、説明を受けて理解できた。

番組の中でインタビューを受けていた土田喜代一さんがつい先日亡くなられたが、

ペリリュー島からの帰還者の方の証言を残せたことはよかったと思う。ただ、作者

の武田一義さんが、ペリリュー島の狭い壕（ごう）に入るときの格好が、あまりに

カジュアルだったので違和感があった。土田さんから直接お話を聞いていたのだか

ら、もう少し戦地ということを意識し、服装にも気を遣うべきだったと思う。 

 水筒や缶詰などがごうの中に残っていて、当時の様子がよく分かった。また、風

通しが悪く過酷な環境のなかで、土田さんが経験したことを必死に追体験しようと

する姿勢はとてもよかった。特に、ごうの中でライトを消したシーンでは、暗くて
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何も見えない当時の様子が伝わり非常によかったと思う。漫画の中で、暗闇の中で

人が近づいてくるシーンがあったが、暗い中で歩くと草や枯葉の音がしたと思う。

そのような音についても臨場感をもって再現すれば、当時の様子がより具体的に伝

わったのではないかと思う。 

 日本兵たちがアメリカ軍の施設から、危険を冒して食料や薬、軍服まで盗んでい

たということだったが、軍服を盗んだことの意味をもう少し詳しく説明してほし

かった。単なる着替えということではなく、軍服を着ることで日本軍だと分からな

いようにするという意味合いもあったのではないだろうか。 

 また、終戦したことを 1 年半も知らされずに過ごしたことが驚きで、現代の感覚

だととても信じられない。身を潜めて外の様子におびえながら過ごしていたであろ

う当時のことを考えると、武田さんがそれらを自ら体験し、漫画を通して今の若者

たちに伝えていこうとする姿勢に感銘を受けた。１人でも多くの若い世代に教訓と

して伝わってほしい。 

 

○  私も初めに感じたのはなぜ熊本局が制作したのかということだった。終戦の日に

こうした戦争関連の番組を多数放送しているが、戦争体験者の高齢化が進む中で、

継続的に放送していかなければ忘れ去られてしまうのではないかと危惧している。

また、この番組は小学生や中高生に向けた平和学習の教材にもなりえると感じた。

番組を通じて、戦争の辛さ、悲惨さを教えることが出来ればと思う。 

 

○  武田さんが漫画を通じて戦争の悲惨さを描き伝えていることは分かったが、なぜ

戦争というテーマでなければならなかったのか、武田さんの思いや生い立ち、背景

が今ひとつ分からず終始気になった。戦争を知らない世代で、戦争のことを描いて

いる文筆家や漫画家はほかにもおり、もちろん皆体験したことのない戦争を伝える

ために努力をしている。武田さんだけが特別というわけでないのではという気持ち

があった。戦争を描きたいという武田さんの思いの原点となる部分がもう少し表現

されていれば、自分の中で納得できたのかもしれない。 

 土田さんがアメリカ軍に投降する重要な場面で、「これ以上仲間を傷つけ合い、仲

間をなくしてはならない」ということばがあったが、土田さん自身の言葉ではなく

ナレーションで処理されていたのが気になった。せっかく本人のインタビューを収

録したのだから、本人の声でこの部分を聞きたかった。 

 また、土田さんや武田さんの思いやペリリュー島での実情を表現するには２５分

という時間では短すぎると思う。カットした部分も多かったのではないかと感じた。

戦争に関する文献はたくさんあり、ペリリュー島の戦いに関する文献もたくさん残

されているとは思うが、一番大切なのはそれをいかに多くの人に見てもらうか、読

んでもらうかだ。そういう意味では、今回の番組をきっかけに武田さんの漫画を手
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に取り、関心を持つ人が増えたのではないかと感じており、番組としては成功だっ

たと言えるのではないか。 

 

○  私が小学生だった時代は、漫画に対して、読んではいけないものというイメージ

が強かったので、初めは戦争漫画というものの位置づけがよく分からずに見始めた。

特に冒頭のスタジオ部分でお笑い芸人がゲストとして出演していたこともあり、な

おさらこの番組がどういう方向に向かっていくのか分からなかった。 

 １０月１７日(水)に土田さんがお亡くなりになったというニュースを見たが、「誰

も伝えてくれないことを次の世代に伝えていくことが重要」というこの番組のテー

マが強く感じられ、土田さんの最後の言葉を残すことができたという意味で時宜を

得た番組だった。 

 漫画家が現場に出向き、その場で経験したことを伝えるということは、見る者に

とって大変印象的で説得力が増したと思う。私も戦後生まれで戦争の経験はないま

まに育ってきたが、戦争と平和について考え直すいい機会となったし、今はまさに

想像を共有する時代に入ったことを実感した。初めは戦争漫画ということばにすら

抵抗があったが、伝えていくために真摯（しんし）に向き合う武田さんの姿が心に

響き、戦争を経験したことのない自分にも伝わってきた。土田さんの「非人間的で、

これ以上仲間を傷つけ命を落としてはいけない」と元気そうな姿で語っていた様子

がとても胸に残り、先日の訃報を伝えるニュースでも、土田さんの姿が目に焼き付

いて、この番組が伝えることは多かったと感じた。 

 

○  高柳秀平アナウンサーが熊本でこの漫画の原画展を見たことが番組作りのきっか

けになったということだが、自分が関心のある分野を深く掘り下げることが出来て、

それを番組へ結実させるという挑戦が出来る環境はとてもよいと思った。 

 この番組は土田さんが亡くなる前に出演された映像であるし、武田さんの漫画を

手に取ってみようと思う人もいるだろうと思った。ただ、番組全体としては、中途

半端な感じがあり、見終わったときに結局何が言いたかったのかが伝わってこな

かった。そもそも、武田さんがなぜ戦争の漫画を描きたいと思ったのかが分からな

いままだったので、なぜこんなに戦争にこだわって描いているのか、ペリリュー島

に行くのは初めてなのか、土田さんに会うのは初めてなのかなど、いろいろな疑問

が積み重なりながら番組が進行し、消化不良な印象を受けた。ペリリュー戦の実相

を描くには中途半端で、武田さんという人物を描くのにも今一つ踏み込み不足だっ

た。現地を訪れたことで描き方が変わったという漫画のシーンも説得力に欠けてい

たように感じた。 

 

○  武田さんがごうに入っていくシーンは、非常に息が詰まる思いで、私自身もとて



4 

も険しい表情をしながら見た。土田さんがとてもやさしい表情で、「あなた方の想像

以上ですよ」と言った、その「想像以上」ということばが今もずっと胸に刺さった

ままだ。どれだけ私たちが想像力を働かせても、想像出来ないくらいのことだった

のだと土田さんは言っているのだろうと思う。冒頭で戦争を描くことに対して、武

田さんが「不遜」とか「気おくれ」という発言をしていたが、この番組を通して私

自身の中に最後に残ったことばがまさにこの二つのことばだった。「投降」というこ

とばを自分で調べて重くつらい気持ちになったと同時に、投降した後、土田さんが

どのようになったのか知りたくなった。 

 この番組はただ単に戦争のことを伝えるものではないと私も感じており、現代の

何に置き換えて考えたらいいのかと思った。漫画のキャラクターである田丸仁一等

兵がとてもかわいらしい一方で、彼のすぐそばで衝撃的なことが起こる。現代を生

きる普通の若者の世界でも似たような現象が起きているのか、番組を見終わった後

も余韻に浸りながらずっと考えていた。 

 

○  番組を見終わって最初に感じた率直な感想は、極端だということだった。ＶＴＲ

の部分はとても丁寧な取材をしており、時間をかけて編集していると感じたが、一

方でスタジオ展開がゆるく、とても対照的に感じた。ＶＴＲ部分とスタジオ部分は

別のディレクターが担当したのではないかと思うほど、温度差を感じた。 

 ＶＴＲの部分に関して、土田さんご自身が生のことばで語ってくれたことをあり

がたく感じた。こうした戦争の体験者は、自身の記憶から消し去りたいはずだが、

さまざまなところで取材を受けてくれている。カメラの前で語るたびにその記憶が

よみがえってきてつらいだろうに、こうして後世に伝えるために話してくれたこと

に感謝の意を表したい。武田さんがペリリュー島のごうの中に入り、当時の人たち

がどのようなことを感じていたのか、暗闇の中で感じたことを話すシーンで、汗が

したたり落ちて眼鏡が曇っても話し続ける姿にとても説得力があった。そうした武

田さんのことばを聞いていると、漫画を描くときに本当に真摯に向き合い、一つの

コマを描くときに苦悩する様子や、時間の長さや深さを想像することが出来た。実

際のごうの中の映像は、温度や湿度、暗闇、静けさを感覚に訴えるものとなってい

た。そしてまたその映像を生かしながら、ナレーションと現場の声のバランスが取

れていたように思う。 

 スタジオの部分は、ＶＴＲの深さと比較すると、特にゲストがお笑い芸人だった

こともあり、軽い印象を受けた。お笑い芸人特有の明るさとともに、自身で向き合っ

て感じたコメントがあればよかったが、他人事のような上滑りなコメントだったの

で残念だった。土田さんのことばをもう少し聞きたかったし、他にも知りたいと思

う情報があったので、今回のようなテーマのときは、スタジオ部分を多少減らして

でもＶＴＲの方に時間をかけたらよかったではないかと感じた。そしてスタジオ部
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分で最も違和感があったのは、キャスターが結びのあいさつでお笑い芸人に向かっ

て「ありがとうございました」と礼を言って番組が終わったことだ。つらい体験を

話してくださった土田さんや、島まで足を運んで感じたことを番組に伝えてくれた

武田さんへのお礼なら十分に理解できたが、大して思い入れもなさそうなゲストへ

の礼で結んでしまうと、番組の意図やメッセージは冷めて届いてしまうのではない

かと感じた。 

 ペリリュー戦に限らず、沖縄戦でも同様に、戦争を体験された人のお話はだんだ

ん聞けなくなっていくので、今後私たちがどのようにして伝えていくかということ

はとても重要なテーマだ。今回のような優れたＶＴＲがあったときほど、そこだけ

で終わらず、そのテーマに関して詳しくない視聴者が、受け止める手助けになるよ

うなスタジオ展開にするべきだと思う。亡くなる直前の最晩年の土田さんの尊いこ

とばをＮＨＫのカメラに収めることができたことは本当によかったと思う。 

 

○  若い世代に戦争を伝えるという意味では一石を投じた番組だったと思う。番組を

視聴したあと、いろいろと気になって調べた。番組自体はとても示唆に富むもので

はあったが、ところどころ消化不良の部分があり、ペリリュー戦について調べてみ

たいというきっかけになった。私のような人がきっと他にもたくさんいたことだろ

うと思う。知人がパラオ諸島で仕事をしており、パラオがもともと日本の統治下に

あったことや、スキューバダイビングの聖地と言われていること、とても綺麗な海

のイメージがあるが、潜ってみると戦車がたくさんあるという話を見聞きしたこと

がある。そうした意外な部分や身近な切り口も番組中に織り込めれば、なおよかっ

たのではないかと思った。 

 自分で調べてみてもまず驚いたのは、東洋一の飛行場がペリリュー島にあったと

いうことと、日米間で戦力の差が歴然としており、私たちの想像を絶する厳しい戦

いだったということだ。また、武田さんが戦争をテーマに漫画を描くことになった

きっかけとして、2015 年に天皇皇后両陛下がペリリュー島を訪問されたことも少な

からず影響しているのではないかと感じた。私たちの知らないところで、いろいろ

な戦いがあったのだという事実を知る一つのきっかけになる、とてもいい番組だっ

たと思う。 

 武田さんの自宅には多くの戦争関連書籍があり、ペリリュー戦のことは相当把握

しているようだったが、土田さんから話を聞くだけでなく、実際に現地に行くこと

は、とても不安や恐怖が伴い、勇気のあることだと感心した。そうした武田さんの

不安な心情の描写もあれば、さらに見ごたえがあったと思う。漫画で表現されるこ

とにより、逆にリアリティが増し、田丸一等兵が見ていた景色や突然戦場に送り込

まれる恐怖などが伝わってきたように感じる。この番組を通してペリリュー島の凄

惨（せいさん）な戦場を多くの人が知り、平和の意味を改めて考えることになった
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のではないか。土田さんも戦地で経験したことをメッセンジャーとして後世に残し

ていくことが一つの生きる糧になっていたのだと思う。 

 

○  番組の中で最終的に訴えたかったことがはっきりしなかったのは、漫画家と取材

する側の間で、少し考え方が違ったからではないかと思った。想像の中で漫画を描

き、その想像を共有したいと考えた漫画家と、戦争の悲惨さを実録で伝えようとす

るＮＨＫ、そこにはギャップがあるように感じた。戦争漫画とはいったい何なのか、

ある戦争漫画では、自身が被爆しながらも必死に生き抜いていくというストーリー

の中で明確に戦争を否定しているが、一方で武田さんの漫画では、主人公はとても

穏やかな顔をしている。それらの漫画を通して、戦争に対して一つの明確な立場を

示すことは難しいのではないかと感じている。 

 古くから戦争とは人類の存続と滅亡にかかわる大きな要因の一つだったと思うが、

戦争を漫画で伝えるのであれば、戦争の一部分のみを切り取って伝えるのではなく、

人類の長い歴史の中における戦争の位置づけを意識して伝えてほしい。 

 また、戦争の形が今と昔で異なるため、過去の戦争の体験を現代の子どもたちに

伝えて行くことは難しいことだと感じている。今は一発のミサイルで戦争が終結し

たり、ロボットが戦地に行くような時代であり、昔の戦争とは全く違うものになっ

てる。その中で子どもたちに戦争を伝えていくには、歴史を伝えるしかないと考え

ている。そのような視点も、今回の番組の中にあればよかったと思う。ＮＨＫの戦

争関連の番組では、戦争が起きた歴史的背景と、その中でどのようにして戦争に至っ

たのかという視点を持ち続けてもらいたい。 

 

○  戦争を知らない世代、その表現者が、事実と向き合う姿勢と豊かな想像力・表現

力で発信していく取り組みがコンパクトにまとめられていたように思う。 

 武田さんが述べていた「戦争を知らない自分が戦争を描くことへの気後れ、不遜

ではないか」という思いは、おそらく同じ世代、それより若い世代の多くの人が直

面することになる感情ではないかと感じた。 

実際にペリリュー戦で使用されたごうの中の環境はまさに過酷という言葉がぴっ

たりだった。明かりを消し、アメリカ兵の気配におびえながらの日常の恐怖と辛苦

は想像するに余りあった。 

今回は熊本放送局が制作を担当し、高柳アナウンサーが出演していたが、熊本で

武田さんの漫画原画展が開催されたという事以外に、漫画家本人が扱うテーマが熊

本と何らかの関連があるのかが最後まで分からなかった。 

2017 年１１月３０日(木)のＮＨＫニュース おはよう日本「けさのクローズアッ

プ」でもほぼ同じ内容が放送されていたようだが、その重複も気になった。素材を

含めて、まったく新しい番組として制作しているのでなければ、過去の放送のこと
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にも触れたほうが適切であるように感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

武田さんがなぜ戦争漫画を描くことにしたのかという質問が多

かったが、そこにはさまざまな要素があったと思う。武田さんは

九州とは関係のないところで生まれ育ち、今も関東に住んでいる。

がんを患い、死生観が大きく変わったころに、天皇皇后両陛下が

ペリリュー島を訪問され、そのときの印象が鮮烈に残っていて、

戦争についての関心が高まっていったようだ。また、子どものこ

ろから見聞きしていた戦争のイメージが、典型的・一面的で、本

当にそうなのかという疑問も持っていて、自分も知らないペリ

リュー戦についてしっかり調べてみたいというという意欲が湧い

てきたそうだ。研究者を通じて調べていくうちに、現代の感覚も

取り込んだ形で描いていくべきだと考えたと聞いている。 

熊本県域向けで１１月に放送する「くまもとの風」では、真っ

暗な中で動く様子など、現場のリアリティを再現することに取り

組んだ。土田さんの言っていた「想像以上のことが起きていた」

という部分を今後も引き続き取材し、もっと深く掘り下げていき

たい。 

 

（ＮＨＫ側） 

放送の役割の一つに記録性が挙げられるが、土田さんの訃報を

聞き、少なくともその記録性と、後世に継承していくという役割

は果たせたのではないかと感じている。今後も取材を継続すると

いうことで、若いディレクターたちの力と情熱に期待したい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ９月２５日(火)のクローズアップ現代＋「秘話・樹木希林さん 直筆の手紙」を

見た。樹木さんが直筆でいろいろな人に送った手紙を紹介していた。いじめをなく

す取り組みをしている人や、ハンセン病の元患者、夢を模索している若者、介護の

現場で働く若者など、それぞれのメッセージは、樹木さんの直筆で練り上げられた

文章によって書かれており、手紙を受け取った本人だけではなく、番組を通してそ

のことばに接することで、特に同じ境遇にある人や悩みを抱えている人が、自分へ

のメッセージとして受け取ることが出来たのではないかと思う。また、美術館の館

長との話で、「死ぬということは人の中に生きること」という会話をされたことの紹
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介があり、樹木さんという人物の一端に触れることが出来、番組を見てよかったと

思った。 

 ９月２６日(水)のＮＨＫスペシャル「“樹木希林”を生きる」を見たが、全体的に

中途半端な印象を受けた。樹木さんのいろいろなことばを中心に、亡くなるまでの

１年間を密着取材していた番組だった。病気との向き合い方や、夫婦の話、映画の

撮影が終わった翌日にはもう台本を処分してしまうといった話など、場面によって

は共感できる人もいたと思うが、全体をとおして、１年間密着した割には、樹木さ

んとの距離感が遠いままで、番組冒頭にある、なぜ自らの姿を記録させようとした

のか、ディレクターに何を託そうとしたのかという問いには、番組終了後も答えが

出ず、もどかしさが残った。おそらく、撮影しているときから、樹木さんが亡くなっ

てから仕上げるつもりだったのだろうが、淡々と撮るという手法は、取材対象によ

ほど肉薄していないと、遠慮がある感じがした。樹木さんの生き方に関心がある人

にとって、自分のこととして受け止めることが出来るような内容ではなく、あくま

でも樹木さんの日常を撮影した映像に過ぎないのではないかという気持ちがぬぐえ

ず、視聴後も取り残された感じがあった。 

 

○  ＮＨＫスペシャル「“樹木希林”を生きる」を見た。先日亡くなられた女優の樹木

さんを長期間にわたり密着取材しており、担当ディレクターは来る日も来る日もカ

メラを構えて、さぞかし大変だっただろうと思う。９月３０日(日)の樹木希林さん

をしのんで ドラマアンコール「いとの森の家 ～福岡発地域ドラマ～」前後編(Ｂ

Ｓﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 1:30～2:56)も見た。前述の「ＮＨＫスペシャル」の中でも、同じディ

レクターが担当した番組として紹介されていたが、こういうタイミングで再放送さ

れたことはすばらしいと思う。生と死や、人生の晩年をどのようにして過ごすのか

といった、生きていくうえで避けられないテーマについて考える機会となり、最後

までじっくりと見入ってしまった。 

 

○  ９月２９日(土)の「もうひとつのたからのとき ～福岡県東峰村 それぞれの１

年～」(総合 前 10:10～10:55 九州沖縄ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。昨年７月の北部九州豪雨発生

からの５か月間を追い、2017 年１２月８日(金)に放送された「もうひとつの たか

らのとき」(総合 後 8:00～8:43 九州沖縄ﾌﾞﾛｯｸ)を見たときも、もっとこの続きが見

たいという気持ちになった。ディレクターは月に一度のペースで取材に通い、その

時々の東峰村の様子や人間模様をしっかりと描いており、取材相手とつかず離れず

の距離で寄り添っていた。そうした取材の中から切り取った住民の一言ひとことが

とても胸にしみて、見進めるほどに、じわりじわりと涙が出てきた。特に印象に残っ

たのは、「小さくても帰る家があるからふるさとだ」という住民のことばだ。住んで

いた家が流されてなくなり、日常の営みが出来なくなるということが、いかに人の
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心をむしばんでいくのかということを感じた。 

 一般的には、被災して日が経つにつれて少しずつ立ち直っていく姿が描かれるこ

とが多いが、今回の番組では、住民とのつながりで立ち直ろうとする一方で、どう

してもやりきれない気持ちや、日が経つにつれて辛くなっていく気持ち、心に抱え

る闇が深くなっていく姿も描かれており、決して前に進んでいるばかりではないと

いうことが伝わってきた。ずっと寄り添っているディレクターだからこそ、時間と

ともに立ち直っていく人ばかりではないという部分を描けていたのではないかと思

う。 

 編集の細かい点に関して、豪雨で妻を亡くした男性を、命日の前日と当日に取材

していたが、どちらも手を合わせるシーンで終わっていたのが気になった。前日は

顔のアップにし、当日は手を合わせる長めのシーンにするなどして、変化をつける

ことで、合掌のシーンをより際立たせることが出来たのではないだろうか。 

 昨年放送した「もうひとつの たからのとき」では、その前の年に放送した福岡

発地域ドラマ「たからのとき」に出演していた俳優をゲストに呼んでいたが、今回

はゲストを使わず、取材者だけが見守るという形をとっていたのもよかったと思う。

画面上には出てこなくても、作り手の顔や気持ちが想像できるような番組で、非常

に心を打たれる上に、伝わってくるものがあった。今後もまた継続して取材をして、

被災地のことを伝えてほしい。 

 

○  ９月３０日(日)の沖縄県知事選挙に関する報道や開票速報を見た。選挙の直前に

非常に大きな台風２４号が直撃し、投開票日の前日の土曜日は丸一日暴風雨だった

が、当日になると晴れて、投票率も心配されていたほど低くなかったようだった。

開票速報は、ふだんは家族で見ることが多いが、今回は自宅が停電したこともあり、

車内のラジオで聞いたり、携帯電話のワンセグサービスなどを利用して視聴した。

結果的には大差で決着がついたが、接戦になるのではないかと言われていたことも

あり、一部の民放が早々に当確を出したことにかなり驚いた。ただ、候補者の陣営

は、ＮＨＫの当確が出てから万歳三唱をしていたので、やはりＮＨＫが信頼されて

いるメディアなのだと実感した。各社で行う出口調査など、事前の取材に基づいて

独自に判断していると思うが、今回のように当確が出るタイミングに差がでること

もあるのだなと思った。 

 選挙が終わってからも、ＮＨＫではさまざまな視点や角度で選挙を振り返り、

ニュースのコーナーで取り上げていた。その中で特に印象に残っているのは、若者

がどのように選挙に向き合ったかを取り上げたリポートだった。今回の選挙では、

インターネット上で誹謗中傷が並び、ネガティブキャンペーンのようなものであふ

れ、中にはフェイクニュースのようなものも混在していた。沖縄の新聞２紙が、そ

うしたフェイクニュースに対して事実かどうかを確かめるファクトチェックをする
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コーナーを選挙前に掲載し、誤った情報に対して正しい情報を載せていた。この先、

何が本当か誰も分からないような情報があふれる状態になったとき、マスメディア

が担う役割とは何だろうかと感じた。沖縄ではたまたま新聞が担っていたが、マス

メディア全体の責任として新聞とテレビで連携して取り組むべき問題なのではない

かと感じた。 

 

○  １０月５日(金)の実感ドドド！「カンボジアに医療の灯を ～沖縄の医師の挑

戦～」を見た。医療の世界では育成の方針や派閥など、いろいろな制限がありそう

なものだが、それらをすり抜け、どのようにして沖縄独自の屋根瓦方式を広めていっ

たのか知りたかった。また、なぜ彼女の選んだ場所がカンボジアだったのかという

点の掘り下げも足りなかったように感じた。 

 

○  １０月７日(日)のＮＨＫスペシャル マネー・ワールド～資本主義の未来～ 第

２集「仕事がなくなる！？」を見た。経営者の孫正義さんを前に、爆笑問題や研究

所教授の新井紀子さんが質問したり、突っ込みを入れたりするのは見ていてとても

小気味よかった。アナウンサーや経済学者にはできない部分を彼らが担っていて、

全体を通してとても分かりやすく、勉強になる番組だった。 

 

○  １０月１２日(金)の豪華絢爛 長崎くんち ２０１８(総合 後 7:30～8:42 長崎

県域)を見た。アナウンサーとゲストの麻生祐未さんが、軽快でやわらかな口調で、

踊りの特徴や歴史を紹介し、祭りが盛り上がっていく様子を伝えていた。地元の人

でもあまり知らないような情報がたくさん盛り込まれており、長崎の街の繁栄の歴

史や踊りの由来が分かり、また、カメラアングルもすばらしく、見ごたえのある番

組だった。 

 １０月１７日(水)のガッテン！「生存率が２倍に！すい臓がん超早期発見ＳＰ」

を見た。すい臓がんはなぜ見つかりにくいのかということについて、図解を用いな

がら分かりやすく表現していた。特に、全国平均の７倍以上の早期発見率を誇る地

域が広島の尾道市であり、紹介されたのが小規模の病院であったことが意外だった。

いわゆる名医とは、高額な医療機器をそろえた、大学病院のように大きな組織にい

るものとばかり思っていたが、大切なのは最新の医療機器ではなく、最新の発見技

術なのだということが分かった。全国どこでも、どの医者からでも同じように医療

行為が受けられるような技術の発展に寄与した人がノーベル賞をとれるような世の

中になってほしいと感じた。 

 

○  連続テレビ小説「まんぷく」を見ている。最近の連続テレビ小説は前半の展開が

とても早いことが多く、見逃せない展開が続くが、毎朝楽しく視聴している。私の
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好きな俳優も劇中で早々に亡くなってしまったが、夢に出るという形で出演してい

るのでとても嬉しく思っている。 

 「チコちゃんに叱られる！」を見ているが、いい意味でＮＨＫらしくなく、「ボーッ

と生きてんじゃねーよ！」ということばはもはや社会現象になりつつあるのではな

いかと実感している。日常生活で使うと、若い人たちも知っており、広く世間に認

知されているように感じる。ＮＨＫは昔からぬいぐるみやキャラクターを作る技術

に長けていると感じる。これからもキャラクターのよさを生かした番組を作り続け

てほしい。 

 

○  １０月６日(土)のいじめをノックアウト「いじめの“空気”変えるには？」を見

た。先日、いじめを真剣になくしたいと考えている中学生や高校生の人たちの話を

聞く機会があったため、関心を持って視聴した。いじめの中心となっている子ども

よりも、周りで同調していく子どもたちが怖いという話から、人と同じであること

が一番安心安全で、一番いじめられないのだということが番組の中での一つの軸と

して扱われていていた。私自身はそこに疑問を感じたが、それに対して専門家が何

も言わなかったことが気になった。 

 この番組はスマートフォンを使ったＳＮＳと連動していて、若者たちが自分の意

見を言いやすい仕組みが作られていることに感心した。特に番組の時間が短いので、

「続きはスマホで」といった誘導は、若者には届きやすいのだと思う。 

 また、ふだんから出来ることは何かをみんなで考えるという前向きで建設的な取

り組みはとてもいいと思う。ただ、違和感があったのは、登場人物が全員女子高校

生と女性の先生で、ＭＣも含めて男性が一人もいなかったことだ。特に女子高校生

のための回というわけではなかったので、女性ばかりではなく男性の出演者もいた

ほうがよかったのではないかと感じた。 

 

○  １０月１３日(土)の桃源紀行「大分県・由布院温泉」（ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 前 6：00～6：

29）を見た。大分県の別府温泉と比べて無名だった由布院で旅館を経営していた男

性２人が、ドイツの小さな温泉を訪れ、そこから今の由布院温泉のコンセプトであ

る静けさと緑と空間を大事にする発想が生まれたという話を紹介していた。巨大観

光地の別府温泉と由布院との違いがよく分かり納得した。とてもためになる、趣深

い番組だった。 

 

○  １０月８日(月)、９日(火)、１１日(木)に放送された「ザ・ベストラジオ２０１

８」(ラジオ第１ 後 4:05～4:55 )を聞いた。ＮＨＫと民放の垣根を越えて、秀作ラ

ジオ番組が８日(月)から４日間放送されると知り、「テレビではない、ラジオだから

こそ伝わるものがある。想像力を働かせて聞いてほしい」という案内もあって、非
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常に興味をもって聞いた。３日間番組を聞いていて、この番組はいずれも問題提起

をしていることに気が付いた。聴取者に考えてほしいテーマを扱っており、ぜひ学

校教育の教材としても使ってほしいと感じた。 

 

○  先日仕事でブラジルとペルーに行くことがあったが、そこで大勢の日系の人たち

に会った際、一日中ＮＨＫの国際放送を見ていると話していたのが印象的だった。

彼らが購読している日系の新聞にも１週間分のＮＨＫの番組表が掲載されており、

それをもとにＮＨＫの番組を大変楽しみにしているようだった。日系１世、２世の

人にとってＮＨＫは、日本との関わりを持ち続けるための重要なメディアであり、

もう日本語が話すことが出来なくなってしまった４世や５世の人にとっては、家族

と一緒にＮＨＫを見ることで少しでも日本の文化を身につけることができる貴重な

メディアになっているのだと感じた。 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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平成３０年９月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、２０日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「平成３０年度後半期の国内放送番組の編成」について説明があり、

「平成３１年度の番組改定」について意見交換を行った。そして、「平成３０年度後半期

の九州沖縄地方の番組」について説明があった後、放送番組一般について活発に意見の

交換を行った。 

最後に、１０月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行わ

れ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長 明石 良 （宮崎大学 副学長） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家) 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

森   重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

山元 紀子 （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「平成３０年度後半期の国内放送番組の編成」および 

  「平成３１年度の番組改定」について＞ 

 

 

○  ４Ｋ放送は、２Ｋ制作の番組を高画質にアップコンバートして放送するのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

４Ｋ映像で制作することを基本としている。一部番組の素材と

して２Ｋの過去の映像をアップコンバートして使うことはあるか

もしれないが、基本は４Ｋ制作の番組が中心となる。 
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○  ４Ｋカメラで撮影したものと２Ｋの映像を高画質にアップコンバートしたものを

見比べてみたい。どの程度映像に差が出るのか気になった。８Ｋ放送はどのように

したら視聴できるのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

２Ｋの映像を４Ｋにアップコンバートすると、２Ｋの映像より

きれいに見えるという人もいる。８Ｋが視聴できるチューナー内

蔵のテレビはまだ市販されていないが、１２月１日に向けて発売

されると聞いている。受信方法も従来のＢＳとは技術的に異なり、

直接パラボラアンテナで受信する場合、ケーブルテレビを介して

受信する場合など、受信環境によっても対策方法が異なってくる。 

 

（ＮＨＫ側） 

直接アンテナで受信されている方は、アンテナそのものを変更

する必要がある。ケーブルテレビを介して受信されている方は、

いろいろなケースがあるが、ケーブルテレビ会社側で専用のセッ

トボックスを置くなどの対応が必要となる場合がある。 

 

（ＮＨＫ側） 

４Ｋについても、現在発売されている４Ｋ対応テレビだけでは

視聴できず、新しく専用のチューナーが必要だ。４Ｋ、８Ｋにつ

いては、受信方法が受信環境によって複雑に異なってくるため、

周知をしっかりしていきたい。 

 

○  ＢＳ４Ｋの放送は、ジャンルごとに設定して編成するとあるが、こうした考え方

はＢＳ４Ｋ以外のチャンネルでも適用される可能性はあるのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＢＳ４Ｋ以外のチャンネルでジャンルごとの編成をおこなって

いくかどうかは、現時点ではわからない。ＢＳ４Ｋ放送を始める

上で、どのように編成すれば見てもらえるかという議論を重ね、

平日はジャンルごとに編成し、週末は幅広い視聴者に向けて特集

番組を編成することにした。もちろん一度決めて終わりではなく、

放送開始後も常に視聴者の声に耳を傾け、必要に応じて対応を検

討していきたい。 
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○  ジャンルごとの編成は分かりやすくてよいが、一方で番組が偏ってしまう気もす

る。また、４Ｋ８Ｋでの「ＮＨＫ紅白歌合戦」を放送する予定はあるのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

紅白は、これまでも８Ｋで放送し、パブリックビューイングな

ども実施してきている。現段階では決まってはいないが、今後も

考えられると思う。 

 

○  オリンピックが近づいている。メジャーなスポーツは目にする機会が多いが、オ

リンピック種目の中には、ふだん触れることが少なくても、競技そのものに歴史が

あり、世界に多くの愛好家がいるようなマイナーな競技もある。そういう競技にも

目を向けてもらえるようにしてほしい。また、空手がオリンピックの種目になった

が、競技空手の歴史をたどっていくと沖縄の文化としての伝統空手にたどり着く。

スポーツだけではなく、伝統文化など、競技の背景を幅広く取り上げ、魅力の発信

につなげてほしい。 

 

○  ＮＨＫの番組全体に言えることだが、過去と現在と未来という視点で全体の番組

構成を常に考えてほしい。ニュースやスポーツの報道など、現在進行形の話や、現

状についてはしっかりと伝えられているし、過去についても歴史的な背景を伝える

とともに検証も行われている。一方で未来の視点がやや薄いように感じる。ＣＧや

グラフなどさまざまな映像を駆使しながら、この先に起こりうる事柄を視聴者に見

せてほしい。当然、現在について取り上げる比率が高くなると思うが、その中でも

歴史を検証し積み上げていくことができるのはＮＨＫだけだと思う。９月２０日

(木)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」でノーベル賞予想について伝えていたが、

そこから見えてくる未来についてもう少し触れてくれると、子どもたちにとっても

よいと思う。 

 スポーツについては、東京オリンピック・パラリンピックを見据えて、４Ｋや８

Ｋでスポーツを見せていく必要性を感じている。当然オリンピック以降も４Ｋ・８

Ｋで伝えていくことになると思うが、そこに向けたインフラ整備などどのようにし

ていくのかなど、今後の課題についてもさまざまな番組で伝えていってほしい。 

 

○  さまざまなスポーツの各協会で不祥事が相次いでいる。ワイドショーのように興

味本位でおもしろおかしく取り上げるのではなく、歴史も含めてその協会や業界の

ことを正しく理解しているコメンテーターを選び、「日曜討論」のように議論する

番組があってもよいと感じた。 
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○  総合、Ｅテレ、ＢＳ１、ＢＳプレミアム、そしてＢＳ４Ｋ、ＢＳ８Ｋとチャンネ

ル数が増えていて、見たい番組がたくさんあるものの、番組情報を整理するのが難

しくなってきている。もう少し見やすくできないものか。 

 

（ＮＨＫ側） 

情報を整理して伝えるために、ホームページ上でもジャンルご

とに紹介するなど工夫をしているものの、すべてを分かりやすく

伝えることは難しく、我々にとっても大きな課題だ。新たに４Ｋ・

８Ｋの放送がスタートするが、新しい技術も含めて、引き続き分

かりやすく伝える努力をしていきたい。 

 

○  今後もチャンネルは増え続けるのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

増え続けることはなく、４Ｋについても既存の番組を４Ｋ化し

て２Ｋと共有するなど、限りある経営資源を効果的に活用し、新

たなチャンネルに対応していく。ロボティクスやＡＩなど新たな

技術も活用しながら仕事の効率性向上にも取り組んでいく。番組

の制作手法や働き方も含めて、大きな見直しが求められている時

期でもあり、無駄のないより効率的な形で進めていくことになる。 

 

○  ＮＨＫオンデマンドのサービスをもっと有効活用してほしい。受信料を払ってい

れば月に何本かは追加料金なしで見られるようにするなどすれば、多様な番組がと

ても見やすくなるのではないか。 

 

○  ３０年度になり、ニュースについては、九州沖縄ブロック向けの割合が増えた印

象がある。次年度以降もそうした傾向は強まるのか。また、視聴者からの反応もあ

れば知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

今年度については大幅な改定を行い、平日朝や土日祝日の

ニュースを中心に九州沖縄ブロック向けの放送に変更した。一方

で今年度は、金曜夜間の編成で各県域の放送を増やすなどして、

選択と集中を図っている。視聴者からの反応は、年度当初は気象

情報を中心に地域の細かい情報が知りたいという声が寄せられた

が、一方でブロック向け放送となったことで、各県の情報をより
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多く見ることができるようになったとの意見もいただいており、

全体として厳しいご意見は少なくなっている。今後も視聴者から

いただいたご意見を分析し、新年度に向けて内容の充実を図って

いきたいと考えている。 

 

○  防災に関して、災害発生のメカニズムを伝える番組は多いが、もっと身近な、わ

れわれが日ごろからしておくべきこと、心がけておくべきことについて紹介する番

組があってもいいのではないかと感じている。北海道胆振東部地震の際に大規模な

停電が起きたが、電力供給が厳しい状況の中で、携帯電話の電力を長持ちさせるた

めに家族でできる工夫や、火山が噴火した際にどこに逃げるべきかなどといった、

被災経験にもとづくノウハウを紹介する番組を放送してもらえるといいと思う。ま

た、今回の北海道地震で特によかったと思うのは、２次元コードを表示してインター

ネットで発信している情報に誘導していたことだ。テレビの放送では伝えられるこ

とに限りがあるため、インターネットで必要な情報を手に入れることや、ラジオを

手元に置いておくことの大切さなどを感じた。 

 南海トラフ地震による被害想定も行われているが、宮崎など九州の東側は、特に

電車に乗っているときに災害にあった場合、どうやって逃げたらいいのか考えてお

く必要があると思う。ＪＲ日豊線では避難経路が示されているが、電車が止まった

ときにどうやって逃げればよいのかまでは示されていない。最悪の事態に備えた準

備が必要だと思う。 

 

○  災害に関して危機感を感じている。災害が起こると、建築士が被災した家屋等の

応急危険度判定を行わなくてはならないが、仕事が集中しすぎて体調を崩してしま

う建築士も少なくない。災害時とりわけ災害復興時における２次災害に関して、長

い目で見たマネジメントシステムが今の日本では必要なことだと思う。今回の北海

道胆振東部地震で、被災地ではテレビやパソコンではなくスマートフォンで情報を

手に入れていたようで、これから情報源や情報のシステムも変わっていくのだろう

と感じた。 

 最近のＮＨＫの番組は、「チコちゃんに叱られる！」にしても、連続テレビ小説

「半分、青い。」にしても本当に面白く、変化を感じている。私の知り合いの間で

も「チコちゃんに叱られる！」のスタンプをＳＮＳで使用したり、「半分、青い。」

の中で出てくる五平餅はどこのものがおいしいのかといった話題が出ていて、そう

した視聴者の興味関心が市場を作っていくのだということを実感している。ＮＨＫ

をふだん見ないような層にも届くような番組作りをこれからも期待している。 

 

○  いまや災害はどこでもあり得る話になっている。大きな災害が起きてから、専門
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家が議論をすることも多いが、早めに避難をしていて災害を未然に防げた地域など

の事例や取り組みなどもぜひ取材して、次に生かしてほしいと思う。また、警察官

や自衛官など、災害時の捜索に尽力していただいている人たちの間でも働き方改革

の影響があり、課題となっていると聞いたことがある。このような側面も事実とし

てあると思われ、法整備の必要性を伝えていく必要もあると思う。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ８月３１日(金)の「まるごと体感！奄美・沖縄 奇跡の島々」(総合 後 7:57～8:42 

九州沖縄ﾌﾞﾛｯｸ)は、被写体がすばらしく、見ているだけで好奇心が満たされるよう

な番組だった。特に海底にミステリーサークルのような模様を作るフグの愛のプレ

ゼントには感動した。 

 ただ、最後の司会のコメントが台本を読んだだけのような薄いコメントに聞こえ

てしまい、せっかくの映像の美しさが生かされなかったように感じて残念だった。

また、ＮＨＫは普通メーカーのロゴや商品名は分からないようにしていると思うが、

商品名が分かる形でカップ麺が映り込んでいた映像があったのが気になった。 

 

○  「まるごと体感！奄美・沖縄 奇跡の島々」について。実際にその場所に行って

みなければ、映像だけでどのような場所なのか理解するのは難しいと思うが、私は

ことし沖縄に行き、熱帯林の暑さを体感していたので、映像を見ながら引き込まれ、

自分が実際にそこにいるような気持ちになることができた。同じように、行ってみ

たくても年齢や時間的な理由などで行くことができず、映像を楽しみにしている視

聴者も多くいるのだろうと思った。 

 実際に沖縄を訪ねた際に、大宜味村で芭蕉布を織っている方の工場を見学したが、

あまり脚光を浴びていないために伝統工芸が廃れてしまうことへの危機感を強くし

た。この番組ですばらしい自然の姿を見ることができたが、できたら沖縄の伝統工

芸の世界にも光を当ててほしいと感じた。 

 番組の最後で今後世界遺産登録を目指すための問題提起もされていたが、クイズ

番組のように全体的に軽くて楽しげなトーンにすることで、より多くの人の興味を

引いていたと感じた。 

 

○  「まるごと体感！奄美・沖縄 奇跡の島々」は、遺産登録を目指しながらも関心

があまり広まっていなかった地域の豊かな自然や、多くの人々が知らないところを

克明に描いており学ぶことが多かった。多様性に富んだ本当に豊かな地域だという

ことを知ることが出来た。ただ、なかなか番組表を見ただけでは視聴にはつながら

なかったと思うので、こうした勉強になる、優れた番組をどうすればたくさんの人
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に見てもらえるかという点は課題なのだと思った。 

 

○  「まるごと体感！奄美・沖縄 奇跡の島々」は、とても見応えがあった。自分の

目では一生見ることが出来ないような希少動物や植物の映像を、しかも 1 年に１回

しか見られないサガリバナの開花やサンゴの産卵など時期も限られた映像もたくさ

ん見ることができて、「テレビがあってよかった」「ＮＨＫがあってよかった」と感

じた。 

 番組の中で「島というのは一つの地球のようなもの」という言葉が印象に残り、

人間と自然が共生していくために学ぶべきことがあると感じた。番組を見ている途

中で、この番組は企画段階では世界自然遺産に登録される前提で立案され、めでた

く決まった後に記念の番組として準備されていたのではないかと思う。そういう意

味では、なぜ今回のユネスコの諮問機関から登録の延期が勧告されたかということ

や、その課題についてもじっくり触れてもよかったのではないか。最大の課題は日

本政府が推薦した地域の設定そのものに大きな見直しが必要ということだと思うが、

今後も生態系として成り立つ十分な広さが必要だとか、返還されたばかりの沖縄北

部の訓練場の返還地も加えるのかとか、ほかにも観光客の対応、外来種の対策など

考えるべきことはたくさんあり、延期の勧告は残念だが、一方でこうしたことを検

討する時間が与えられたのだと前向きにとらえることもできると思う。楽しいクイ

ズ形式の番組で、貴重な映像、きれいな映像がふんだんに盛り込まれたところにわ

ざわざ水を差さなくてもと思われるかもしれないが、こんなに豊かですばらしい自

然があっても、人間の側には課題がたくさんあるということを多くの人が知ること

で、世界遺産に登録されることがゴールなのではなく、自然との共生のための大き

な問いかけになればよいと思う。最近はどうしても見やすさや分かりやすさを優先

した番組が好まれるが、その中に視聴者の心に引っかかるものを提供し、その引っ

かかりについて考えるきっかけを与えるのもＮＨＫの大切な役割だと思う。 

 

○  「まるごと体感！奄美・沖縄 奇跡の島々」は、年に一度しか見られないサガリ

バナの、水辺に浮かぶ花のすばらしさに感銘を受けた。サンゴの大産卵は初夏と言

われていたが、サガリバナはいつなのか知りたかった。また、意識して設定したと

思うが、ガラス張りで雰囲気のよいスタジオだった。 

 この番組を視聴する前に何気なく見ていた民放の番組で、沖縄では虫類を捕まえ

て、海外のペットショップに売ると高く売れるということを紹介していたのを見た。

アオガエルが減っていっているのも、もしかしたらそうしたは虫類のペットブーム

に便乗して捕獲している人がいるからなのではと感じた。そういう背景があった上

で、「ルールを守って豊かな自然を楽しんでほしい」というコメントがあったのかと

思った。 
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 全体的にクイズ形式にして幅広い視聴者に興味を持ってもらうような形で番組が

作られていることにも感銘を受けた。また、この番組を４Ｋや８Ｋの映像で見たら

どれだけ美しいのだろうかと期待が膨らんだ。今回は世界遺産に登録されず残念

だったが、ぜひ登録されたときには、さらに取材に力を入れて、地域の活性化にも

つなげてほしい。 

 

○  「まるごと体感！奄美・沖縄 奇跡の島々」について、私は他の委員とは全く異

なる視点で番組を見た。奄美・沖縄が世界遺産登録されるのはとても難しいと思っ

ている。小笠原諸島に行ったことがあるが、島に入るだけで丸１日講習を受け、そ

の先も入る道すべてに講習があり、非常に制約の厳しい島だ。また、小笠原の場合

は、カタツムリが遺伝的に固有の色と形をして進化を遂げたことがあり、それだけ

で世界自然遺産になった。 

 日本列島が接続と分断を繰り返しながらできてきたなかで、奄美・沖縄だけが特

別とは言えない。日本列島全体と大陸との関係性まで説明することは難しいかもし

れないが、番組の意図するところと構成にずれがあったように感じた。果たして何

をもって世界自然遺産になるかといった部分の全体としてのコンセプトが難しかっ

たように感じた。 

 

○  北海道地震の際、２次元コードがＬ字画面で表示されており、初めて目にしたの

で自分のスマートフォンで読み取り情報を見ていたが、テレビのＬ字で流れてくる

情報よりもはるかに見やすく、北海道の細かい情報が分かるのでとてもよいと思っ

た。ただ、停電してテレビも映らず、スマートフォンの充電もできない状況になっ

た際には、やはりラジオが必要なのだとも感じた。災害情報については、さまざま

な手段を駆使して伝えているという話があったが、今後も多種多様な方法で発信し

ていってほしい。 

 

○  災害報道に関して気づいたことだが、最近の台風報道では、現場からのリポート

でも「車の中からお伝えしています」とか「安全な建物の中から中継しています」

といったコメントをしており、よい方向に変わってきていると思う。これまでは、

逃げろ、避難しろと呼びかけながら、危険な海岸から風に飛ばされそうになりなが

ら中継していたのが、中継する記者自身も安全な場所から伝えているというのは説

得力があると感じた。 

 ７月２０日(金)の世界遺産スペシャル「潜伏キリシタン 250 年の祈り」(総合 後

7:57～8:42 九州沖縄ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。どうしても教会群や建物そのものに目が向きが

ちだが、その建物を生んできた 250 年の文化や歴史について、とても分かりやすく

読み解いていて、その人たちが守ってきた祈りとは何なのかということにも真摯（し
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んし）に迫っていた。担当していたアナウンサーや出演者も嫌らしさがなく敬意を

持ってその文化や歴史に接していて好感が持てた。この番組を見れば、この世界遺

産については分かるというくらいすぐれた番組だった。 

 

○  ７月２１日(土)の佐賀イズム「イノシシから暮らしを守れ！～九州発 新たな取

り組み～」を見た。佐賀県でも１億円以上の農業被害が出ており、その対策を若い

人たちが取り組むということでとても興味深く見た。番組の構成については、被害

の現状、対策、まとめと、バランスよく２５分というコンパクトな尺で構成され、

とても見やすかった。ディレクターが２年前にイノシシ被害の状況を取材した離島

に行き、その後を取材しているところもよかった。専門家が、離島でイノシシが増

えている現状について、離島の人たちが講じている策のことを、逆に「イノシシを

訓練している」といった説明をしていたのはとても説得力があったと思う。ディレ

クターが番組の最後に、どこを守るべきなのか、逆を言えばどこは放置しても構わ

ないのか判断することが大切だと言っており、示唆に富むコメントだったと思う。

人口減少が進むなかで、どのようにまちづくりを進めていくのかというメッセージ

にも聞こえ、とても考えさせられた。さまざまな対策のアイデアや開発者の熱意な

ども伝わり見たかいがあった。イノシシ被害は全国で５０億円にも上るそうなので、

ぜひ全国でも放送してほしいと思った。 

 ７月２２日(日)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。福島県南相馬市で

８年ぶりに開催された海開きをテーマにした２分程度の中継だったが、話を聞いて

いた地域の若者のマイクの音声が全く聞こえず、インタビューの半分以上が聞こえ

ないまま終わってしまった。中継が終わりスタジオに戻っても、特に音声が聞こえ

なかったことには触れなかったので、話が聞けなかったことに対するストレスが

残った。スタジオで受ける時間を短くするなど尺を調整し、聞こえなかった部分を

もう一度聞きなおすなどの対応が必要ではなかったか。 

 

○  ７月２６日(木)のクローズアップ現代＋「オウム死刑囚“最期の手紙”」にも感銘

を受けた。死刑を執行された死刑囚との長期間にわたる手紙のやり取りの記録を丁

寧に読み解くことで、ゲストの江川紹子さんも人間の心はもろいものだと語ってい

たが、どうしてこれだけのエリートたちがオウム真理教というカルトにひかれてマ

インドコントロールにかかり、大量殺人という犯罪にまで至ったのか、そのことを

考える一端に迫れたように思う。あの地下鉄サリン事件の背景に思いをいたすこと

が出来る番組だった。 

 また、その直前に放送された「ニュースウオッチ９」でも、相模原事件について、

植松聖被告との接見の記録を長く丁寧に報じており、やはり長期にわたって丁寧に

対象に迫っているＮＨＫの報道姿勢が伝わってきて、感銘を受けた。 
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○  ８月は戦争を考えずにはいられない月だったので、８月１５日(水)のＮＨＫスペ

シャル「ノモンハン 責任なき戦い」(総合 後 7:30～8:43)を興味深く見た。これか

らもきっと新事実と言われるような文書やテープが次々と発見されて、そのたびに

解明していく必要があるのだろうと考えさせられた。昭和１４年の５月から９月ま

での満州国との国境での戦いで犯した過ちを、太平洋戦争でも繰り返していたこと

が描かれていた。150 時間を超える陸軍幹部の肉声のテープを聞いたであろう制作担

当者のことや、いろいろな背景を考えると、これから日本は絶対に戦争をしてはい

けないと思った。自衛隊の問題や現在のアジアとアメリカの経済戦争のことなど、

いろいろと考えるうちに現代社会の方につながってきて感心するとともに、こう

いった、過去の歴史的な話から現代のことを感じさせる番組の大切さを感じた。 

 

○  ９月１９日(水)のガッテン！「早い！うまい！“ひき肉”を絶品に変身させる超

ワザＳＰ」を見た。この番組を見るのは何年かぶりだったが、スタジオセットやＶ

ＴＲが昔ながらのカラーリングで、昔のまま変わっていないなという印象だった。

ゲストのリアクションもわざとらしくて違和感があり、また見たいとはあまり思え

なかった。カラーリングやデザインを一新してみてはどうか。 

 

○  大河ドラマ「西郷どん」をよく見ているが、音量が小さいのか音声が聞き取りづ

らく大河ドラマのときだけボリュームを上げていると、次の番組になるとさらに音

量が大きくなってしまい、びっくりすることがよくある。我が家のテレビの設定に

よるものなのか、大河ドラマの撮影で特殊なことをしているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

番組を制作する際には基準を設けてその範囲内になるようにし

ているが、演出の意向で音を少し控えめにしたり、逆に大きめに

するということはあるとは思う。 

 

○  土曜ドラマ「不惑のスクラム」を見ている。初回こそ古くさいドラマだと思って

いたが、継続して見ていくとおもしろい。自分と同年代の中年男性が一生懸命ラグ

ビーに置き換えてがんばっている、その姿を見ていると熱くなるものがあった。今

まで３話見たが、これからも期待している。 

 

○  連続テレビ小説「半分、青い。」に関して、主人公たちと同世代というわけではな

いが、とても楽しく見ている。キャラクターの作りこみがしっかりとしていて、登

場人物一人ひとりに主人公並みの魅力を持たせていて、それがとてもよいハーモ
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ニーを生み出していると思う。一部で恋愛ドラマのように言われているが、私にとっ

ては若い人たちの起業家精神、とくに社会への問題解決、家族に対する優しい思い

や思いやりがビジネスにつながっていることを感じさせてくれるドラマだ。さらに

そこには仲間が必要で、仲間との共創活動のおもしろさがあるし、今の若い人たち

にも感じてほしいと思うところだ。 

 ナレーションの語尾が聞き取りづらい部分があった。聞こえないと内容が分から

ず後味の悪さがあるので気を付けてほしい。また、主人公たちが使う方言を聞いて

いると、今地方の魅力を発信する際に、方言は有効に作用するのだと感じる。自己

肯定感を上げるとき、自分の言語や自分の持っている背景を、他人に分かるように

伝えるとき、方言を使うことも手段の一つになるのだと感じた。 

 

○  「ＮＨＫニュース おはよう日本」で放送している「朝ごはんの現場」について。

とてもおもしろくてよく見ているが、なぜか出てくる家族は加工業者や伝統芸能の

人たちばかりだ。先日はそうめん屋さんで、夏は暑いので塩気のあるものを家族で

とると話していて、確かにおもしろいのだが、なぜ家族で事業をしている人ばかり

にフォーカスして、ふつうのサラリーマンの家庭が出てこないのか。どういうコン

セプトでこのコーナーを作っているのか気になった。 

 

○  大坂なおみ選手の活躍で、そのコーチの指導方法がいいとさまざまなところで話

題になっている。ただ、それは指導する相手が彼女のように実力の伴った人だから

成り立つのであって、誰でもとにかくほめて伸ばすというやり方はどうなのかと心

配に思う。大坂選手をはじめ、大谷翔平選手や錦織圭選手、水泳の池江璃花子選手

など、若くて可能性のあるアスリートは日本の宝だ。メディアも含めて彼らをどう

やって伸ばしていくか考えていく必要があるのではないかと感じた。 

 

○  ８月１１日(土)のＥＴＶ特集 シリーズ アメリカと被爆者 第２回「“赤い背中”

が残したもの」を見た。アメリカ人作家のスーザン・サザードさんが執筆した本が、

2016 年のデートン文化平和賞を受賞したということで、それを追いかけた番組だっ

た。原爆で背中が真っ赤に焼けただれた写真で有名な谷口稜曄さんのカラー写真が

アメリカで見つかったことや、その谷口さんにサザードさんがインタビューした様

子なども詳しく描かれており、ほかにも後世に自らの被爆体験を伝えていきたいと

必死にがんばっている人たちの姿を詳しく報じていた。これらを見ていて感じたこ

とは、ほとんどの被爆者が７、８年前に亡くなっているということだ。戦争体験や

被爆体験が自らの言葉で伝えることが出来なくなった今、こうした貴重な映像が、

後世に原爆の悲惨さを伝える唯一の手段になりつつあることに考えさせられた。ま

た、太平洋戦争や原爆投下に対して日米間で歴史認識に大きなギャップがあるなか
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で、サザードさんの本によって、二度とこのような悲惨な戦争が起こってはならな

いという教育につながっていることを克明にまとめていたのはよかったと思う。ト

ランプ大統領がさらなる核兵器の開発に乗り出しているという現在の情勢も番組の

中に組み込みながら、それでもやはり二度と戦争をしてはいけないということを再

認識できる、すばらしい番組だったと思う。 

 

○  ８月３１日(金)のにっぽんの芸能「いのち輝く歌舞の島～沖縄～」を見た。出演

者が若手から人間国宝まで、演目も古典から創作まで、とてもバランスのよい構成

だった。要所要所に芸能の歴史やジャンルの説明をはさみ、最後は人間国宝の古典

で締めるという、まさに琉球芸能の魅力を１時間の中でギュッと詰め込んだ内容

だった。時間も限られているので、やや唐突に始まった琉球料理の紹介や、ＭＣが

三線に挑戦するといったコーナーはまた別の機会でもよかったかもしれない。琉球

の国劇である組踊についても、古典演目の中から見どころをきっちりとダイジェス

トで紹介していたのはとてもよかった。また、国立劇場沖縄の組踊研修生の稽古の

様子や若き芸術監督の思い、そして琉球芸能を子どもたちに親しんでもらうための

取り組みの様子など、琉球芸能がこれまで伝えられてきたように、現代もこれから

も大切に次世代に伝えられていくという過程を入れ込んだのはすばらしかった。出

演者の選定も見事で、実力も人気もある若手から、中堅、人間国宝と、全国の人た

ちに見てほしいという旬なキャスティングで、バランスもよかった。カメラワーク

に関しても、沖縄局制作の「沖縄の歌と踊り」では、芸能をしっかりと見ることが

出来るように、演者の顔や手足の表情をアップでとらえるカットが多いのに対して、

今回は踊り手だけではなく、衣装や赤瓦の建物や空、緑いっぱいの庭といった背景

も含めた引きの映像が多くて、全体の映像美を優先しているように感じた。こうし

たカメラワークでも沖縄文化の美を、芸能をとおして全体的に表現することが出来

るのだと大変新鮮に感じた。芸能の愛好家から琉球芸能を初めて見る人まで、全国

の幅広い視聴者に向けて丁寧に作られたすばらしい作品だった。 

 

○  ラジオに関して、私が住む地域では地形的な理由で地元の放送局が聞こえづらい。

災害時こそ地域の情報が知りたいが、それもかなわないので仕方なくテレビを見て

いる。ただ、今回の北海道胆振東部地震で困ったときはやはりラジオだという声を

聞いて、ますます歯がゆく感じている。 

 毎年恒例の「夏休み子ども科学電話相談」(ラジオ第１ 8 月 23 日(木)、24 日(金)、

27 日(月)～31 日(金) 前 8:05～8:55、9:05～9:55、10:05～10:55、11:05～11:50)

をよく聞いているが、８月２７日(月)から２９日(水)の３日間は、「きこえタマゴ！」

の司会をしているＪＯＹさんとアンジーこと安治美穂さんが司会を担当していた。

ふだんの「夏休み子ども科学電話相談」は、子どもたちが専門家の先生に質問をし



13 

て、答えてもらい、あっさりと終わることが多いが、この３日間は子どもたちが自

分からいろいろと先生に質問をしたり、先生との会話が広がったりして、子どもた

ちの本当の姿が垣間見えたような気がしてよかった。 

 そして９月１日(土)、８日(土)、１５日(土)と３週にわたって「きこえタマゴ！」

を聞いた。この番組は「子どもたちが参加できる企画や、親子で『なるほど！』と

楽しく学べる、家族向けバラエティー番組」と掲げており、親も参加できる番組に

なっている。そうした子ども番組の中で、司会の大人たちが「僕も知らなかったよ」

とか「へぇ、そうなんだ」と子どもたちと一緒に感動しながら進めていく番組は、

子どもたちに限らず不思議と多くの人を引き付ける魅力があるのだと実感した。特

に司会のＪＯＹさんは、テレビでもよくバラエティー番組に出演しており知っては

いたが、子どもたちによく「がんばれば夢は実現する」といったアドバイスをして

いるのを聞いていてすてきだなあと思う。私もこの年齢になっても夢を持ってがん

ばろうと思えるくらい聞き入っている。さまざまな自然災害が続くなかで、この番

組が休止にならず、これからも長く続いていくことを願っている。 

 

（ＮＨＫ側） 

災害報道についての意見が多かったが、自分ごととして受け止

めてもらえるように、放送を通じてどれだけのことが出来るかが

われわれの大きな課題だと思っている。また、後半期は、４Ｋ・

８Ｋ放送という大きなプロジェクトが始まる。どうすれば放送を

受信することが出来るのかといった問いもあったように、視聴者

に向けてきちんとＰＲしていくことが必要だと感じた。 

 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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平成３０年７月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１９日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴した、ＢＳ１スペシャル「新しく 日本らしく～和太鼓

エンタメ集団 ＤＲＵＭ ＴＡＯ」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を

行った。 

最後に、８月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長 明石 良 （宮崎大学 副学長） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家) 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

長﨑  健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

山元 紀子 （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ＢＳ１スペシャル 

「新しく 日本らしく～和太鼓エンタメ集団 ＤＲＵＭ ＴＡＯ」 

(ＢＳ１ ６月３０日(土) 後9：00～9：44放送)について＞ 

 

○  制作担当者の話を聞いて、番組のよさや裏方の事情がよく分かった。ＤＲＵＭ Ｔ

ＡＯは日本の格好良さを世界に発信し続けているとのことだったが、伝統的な和太

鼓とは少し異なる彼らが、どのように日本の食文化などとコラボレーションしたり、

どういう経緯で安倍首相とプーチン大統領の首脳会談の席に登場することになった

のかなど、詳しいストーリーを見てみたかった。 

番組内容はよかったが、タイトルの「新しく 日本らしく」だけではあまり伝わ

らなかったように思った。「和太鼓と意外な融合を目指した先には何があるのか」と

思わせ、ワクワクするような引っかかりのあるタイトルにしてはどうかと思った。 
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ナレーションも、重厚さを出したかったのかもしれないが、やや気負いすぎたよ

うなところが気になった。もう少し親しみが持てるナレーションのほうがよかった

のではないかと感じた。 

 

○  制作の裏側に迫るということで、とても期待して見た。ドキュメンタリー番組で、

舞台のプロデューサーや演出家が取り上げられる際、それぞれが自分のことばを

持っていて、人を導いていく立場の人のことばには、やはり力があるのだと感動す

ることが多い。そういうことを期待しすぎていたためか、今回のＤＲＵＭ ＴＡＯ

の代表者のことばを聞いていて、とても軽い感じがした。それでも団員たちに崇拝

され、尊敬されていることは、画面から伝わってきたので、きっとことば以上の魅

力やカリスマ性があり、番組の中で掘り下げて見せてもらえるのだろうと期待して

いたが、結局最後までそうした部分が分からなかった。恐らく彼は少し引いた形で

作品を立ち上げ、キャスト個々の力で集団を運営していることは感じ取ることがで

きた。実際に舞台を作り上げる過程で課題が起きても、代表者から具体的な指示は

なく、出演者本人たちの力で解決策を見いだしていた。代表者を中心に据えるより

も、若い人たちの個々の力が自由に発揮できる土壌があって、その中で世界に出て

行くだけの集団の力が作られているという部分にフォーカスしたほうが、ＤＲＵＭ 

ＴＡＯの魅力はより伝えられたのではないかと感じた。 

 

○  ＤＲＵＭ ＴＡＯのことを全く知らずに番組を見たので、最初は地方の地域おこ

しで太鼓を演奏する集団かと思ってしまい、予算はどう工面しているのか、どうい

う集団生活をしているのかなど、そちらが気になって番組本編に入り込むことがで

きなかった。途中でホームページを確認し、公演の券を買うのも難しいぐらい活躍

している集団だと分かったが、番組の冒頭でもう少しＤＲＵＭ ＴＡＯの紹介があ

ると分かりやすかったのではないか。 

 話が予定調和的で意外性が全くなかった。団員が代表から演出について指摘を受

けたシーンでも、次に許諾が出るのだろうなと思ったら、そのとおりだった。最後

のボリショイバレエ団との共演も、プロならそれぐらいやるだろうと思ったし、バ

レエダンサーとの舞台にも意外性を感じなかった。全体を通して、そつなくまとまっ

ている印象だった。しかし、実はもっと番組に出せない苦労や葛藤、悩みがあった

はずで、その辺りをうまく捉えきれておらず、消化不良な印象を受けた 

 

○  もともと伝統的な和太鼓の演奏が好きで、ＤＲＵＭ ＴＡＯのことにも興味を

持っていた。ただ、和太鼓のイメージを覆し、飽きさせない斬新な演出をするとい

う藤高邦夫さんのことばを聞いて、伝統的な和太鼓のよさに感動した自分としては、

イメージを覆す必要があるのだろうかと、初めから違和感を持って番組を見た。藤
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高さんの演出や舞台のスケッチなどを見ると、元営業マンということもあり演出家

というよりプロデューサーとして、ＤＲＵＭ ＴＡＯを世界に売り出していくこと

にたけていると感じた。また昔見た、伝統的和太鼓グループのドキュメンタリーと

今回の番組を比べてしまい、ＤＲＵＭ ＴＡＯのメンバーがトレーニングをしてい

る様子なども、作られているような演出に思えて、なかなか番組に入り込むことが

できなかった。また、日本とロシアのコラボレーションでも、太鼓を打つ人間とバ

レリーナのぶつかり合いなど、新しいものが生まれるまでの過程がもう少し伝わっ

てきたらよかったように思う。 

 

○  全体的に楽しく番組を視聴した。ロシアでの公演の際、ＤＲＵＭ ＴＡＯの中田

勝平さんが非常に苦しんでいる中で、ロシアのバレリーナの男性が、恋人の女性と

手をつないで会場に現れたシーンはとても印象的だった。私自身も海外に行ったと

きに経験した、アウェーな状態で日本文化を受け入れてもらうことの難しさを思い

出した。ＤＲＵＭ ＴＡＯは国内ではとても有名で、調子が上がってきているとこ

ろで海外に進出していったが、そこで否定され、最終的に中田さんがひとりで葛藤

しながら提案し、バレリーナとの共演を実現する、新しい芸術を生み出していくと

ころは、とても興味深く見ることができた。 

また、組織やチームという視点で番組を見たとき、ＤＲＵＭ ＴＡＯの人たちが

演出内容を議論する場面で、皆が黙っている状態を見て、とても日本らしい会議だ

と感じた。自分の思ったことを表現すること自体の難しさに加え、自分自身もそう

いう雰囲気を会議中に作り出してしまっていないかと反省した。しかし彼らの場合

は、ただ黙っているだけではなく、演舞を見ながら自分と向き合っている時間でも

あるので、そういう空気感を作り出せる藤高さんがどれだけすごい人なのかを感じ

ることができた。あの空気感を番組で表現できたことはよかったと思う。藤高さん

と中田さんの芸術における師弟関係を見て、日本の守破離の考え方というものを感

じた。若い人たちが藤高さんを超えて成長していくために藤高さんがいるのだと

思った。 

 

○  私も制作担当者の話を聞いて納得した部分があったが、率直な感想としては、Ｄ

ＲＵＭ ＴＡＯのことがよく分かったというよりも、大分の広大な自然の中に拠点

施設があることや、藤高さんを中心とした組織であること、演出の生み出し方など

の一部分が分かったという印象だ。 

 取材に制限があったのだと思うが、取り上げ方が中途半端にも感じた。演出に関

して、笑いのテーマを担当していたチームを、それなりに時間をかけて取り上げて

いたものの、最終的にセグウェイを使って回転するシーンが本番では割愛されてお

り、結局あのアイデアが採用されたのかも分からず、消化不良な印象を受けた。ロ
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シアのボリショイバレエ団との共演に至る経緯もよく分からず、またその練習の様

子も淡々と描かれており、実力あるエンタメ集団として、我々の想像を超えるよう

なものではなく、最後までよい意味で裏切られることのない番組だった。感動や共

感を呼ぶということがあまりなかったのが残念だった。 

 

○  私の住む街でも、公演のポスターを見かけたことはあったものの、どういった集

団なのかあまり知らず、若い男性たちが派手な衣装を着て太鼓を叩いているぐらい

にしか思っていなかった。しかし、番組を見て見方が変わった。トレーニングの風

景や集団生活の様子は、プロのアスリートと遜色ないストイックな生活で、ステー

ジでのパフォーマンスを見ると、実際に見に行ってみたいという気持ちになった。 

 タイトルにあるように、「新しく」という部分は、藤高さんが何度も言及してい

て、100％オリジナルの、全く新しい表現を作っていきたいという意味だと分かった

が、「日本らしく」については、どのように追求していったのか、具体的には番組

の中で見えにくかったように感じる。 

 「時空旅行記」に出演していた清田慎也さんと、ボリショイバレエ団と共演した

中田さんは、今どきの若者らしさが漂っていたが、和太鼓に対する両者のひたむき

さには心を打たれた。 

 ＤＲＵＭ ＴＡＯに対する予備知識がない人のためにも、これまでの歩みや、結

成当時のエピソードや思いなどに触れられていると、より深く番組を楽しめたので

はないか。 

 題字が毛筆調で書かれて、画面の隅に小さくずっと映っていたが、「エンタメ」

の文字が漢字のように見えて、何と書いてあるかよく分からなかった。番組を途中

から見た人でも分かるように、もう少し見やすい字体にしたほうがよかったように

思う。 

 

○  冒頭で久住高原の映像が紹介されて、自然の中のすばらしい環境で練習をしてい

ることを知り、とても期待が高まった。しかし、人間の喜怒哀楽の表現や演出の提

案などを、身動きがとりづらいような狭い空間で行なっていたのが期待外れに感じ

た。若い方々なので、広々とした雄大な自然の中で自由な表現を提案するほうが、

見る者にも訴えるものがあったのではないか。 

  セグウェイを使った演出は、まさに斬新なアイデアで、とてもおもしろそうだと

思ったが、本番での映像には出てこなかったため、結局どうなったのかが気になり、

物足りなさを感じた。また、共同生活のなかでチームワークができていくことは見

て分かったが、そこに女性がいたものの、舞台での役割が見えづらかった。取材の

制限があったのかもしれないが、もう少し深く知りたかった。 

 ボリショイバレエ団との共演については、すばらしい演出だったと思う。日本と
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ロシアの文化交流が、両国の関係改善の橋渡しになるということは非常にすばらし

いことで、この公演を見た観客のコメントからも、すばらしい公演だったことは感

じとれた。一方で、ボリショイバレエ団と共演することになった経緯や、成功を収

めるまでの様子をもっと深掘りできていれば、さらによかったと思う。 

 

○  ＤＲＵＭ ＴＡＯの活動や考え方に対して、なぜバレリーナと共演する必要があ

るのか、ふつうに日本の伝統舞踊とコラボレーションした方がいいのではないかと

感じてしまった。本来、番組として伝えたかった芯の部分が見えず、何を伝えたかっ

たのかよく理解できなかった。取材を進める上では、ある程度の制限がかかるのは

仕方ないことだと思うが、どのように番組を作っていくのか、何を訴えたいのかと

いう芯の部分がしっかりしていたら、もう少し視聴者に伝わったのではないかと思

う。 

 

（ＮＨＫ側） 

今回の番組では藤高さんにスポットを当てて制作したが、７月

に放送する「目撃！にっぽん」では、一から編集し直し、若い人

を中心に据えたストーリーとなっているので、こちらもぜひ見て

いただきたい。伝統の和太鼓を守るべきだという人からすると、

確かに邪道に映るし、逆に、伝統の和太鼓を打ち続けていれば若

い人にも関心を持ってもらえるというわけでもないと思う。さま

ざまな考え方があるなかで、伝統を引き継いでいくためにどうす

べきかということは、大事なテーマだと思うので、引き続き取材

を続けていきたい。 

セグウェイを使った演出については、舞台上危ないということ

から、直前で取りやめることになった。「セグウェイは取り入れな

かったものの、こういう演出にした」という一言を入れるべきだっ

たと感じている。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＤＲＵＭ ＴＡＯ自体が自然発生的に大分で生まれたわけでは

ないところに多少の違和感はあったのかもしれない。ただ、文化

というものは少なくとも３０年くらい続けば、その土地を代表す

る文化になっていくと思う。ＤＲＵＭ ＴＡＯについては、大分

を代表する文化集団として、世界に発信していける可能性のある

重要な取材テーマとして、これからも番組やニュースの制作にあ

たりたい。 
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○  ＤＲＵＭ ＴＡＯを率いる藤高氏の熱情と、その熱情に付いていこうとする若者

たちの生き生きとした生の躍動に感銘を受けた。チームが目指すところは一つ。自

分たちのパフォーマンスが観る人に感動を与えること。その喜びを目指して日々、

厳しい鍛錬と工夫で自己を磨いていく仲間との共同生活に、本来人間が持つ幸せの

原点を見た。自分の日々の工夫と鍛錬の積み重ねが、仲間への信頼に応える。仲間

からの信頼を得ることで、また自分に喜びを感じる。チームはその喜びと相互信頼

をエネルギーとしてどんどん強く、美しく輝いてゆく。 

 藤高氏が久住の自然の中を毎朝、散歩されているシーンがあった。大自然の中で

身心を楽に、リセット再生することが、人間にはとても大事なことだと私も共感す

る。自分を追い詰め、自分を楽にすることのサイクルを上手く操れるようになれる

と、精神も肉体も、仲良く上を目指して歩んでいけるのではないか。 

 番組後半では、新しい感動の創造というＤＲＵＭ ＴＡＯのテーマに沿うカタチ

で、日露交流のイベントの模様が紹介されたが、本番前のリハーサルで日本の和太

鼓のエースとロシアのバレエのエースが、自分たちに何を求められているかという

ことをお互いの発する「氣」と短い会話でまたたく間に共有してしまう。本番では、

今まで調合したことのない和太鼓とバレエの化学反応やいかに！との観客の息を呑

むような緊張感が「静」。化学反応が見事調和して新しいものが出現した瞬間が「動」。

新しい「静」と「動」のコラボを観た、魅せた、観客と演者との一体感！ＤＲＵＭ 

ＴＡＯの幸せの瞬間がここにあった。 

 「我々はこの時代の最も新しい表現をしていきたい」、「自分だったら、というオ

リジナリティ 100％のものを創っていきたい」。ＤＲＵＭ ＴＡＯは、感動の共感に

よる幸せを目指して、日々新しく生きている。和太鼓という日本の伝統と文化に感

謝しつつ、工夫を凝らして革新していくＤＲＵＭ ＴＡＯを、日本の先人も空から

きっと頼もしく見ていると思う。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  一連の西日本豪雨の報道について。公共放送の役割として一番大きいのは、命を

守る災害報道だと思い、いつも期待している。今回の報道も、ますます充実して分

かりやすかったと思う。今どこで何が起きているのか、どこが危険なのか、気象状

況はどうか、これからどうなるのか、避難指示、避難勧告はどこに出ているのか、

私はどうすればいいのか。こうしたことは、やはりテレビ、ラジオでしか得られな

い情報であり、気象庁の会見が始まると、その模様に切り替えるなどして、柔軟で

臨機応変な対応が出来ていた。信頼できる公共放送として最大限の情報を提供して

おり、非常に頼もしく思って見た。きょうの午前中は「高温注意情報」が常に表示
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されていたが、ここ数日、千人単位で熱中症になったり、中には亡くなる人が出て

いるので、公共放送として注意を呼びかけることは必要であり、これもＮＨＫなら

ではだと思った。 

 今回の報道で際立って変わってきたと感じたのは、「スクープＢＯＸ」を利用し

た視聴者からの映像がかなり増えたことだ。昨年の九州北部豪雨や、一昨年の熊本

地震よりも、圧倒的に視聴者の映像がたくさん使われているという印象を持った。

視聴者が撮影しただけあって、スーパーの様子や学校の崖が崩れそうなどといった、

とても身近で、特にそのエリアに住む人にとっては分かりやすい情報だったのでは

ないか。一方で、限られた時間の中で、フェイク映像を見分けることも大事になっ

てくると感じた。 

 

○  西日本豪雨の報道を見ていて、今後、災害が発生した時の報道のあり方を考えて

いくことは、公共放送の中でとても大切だと感じている。自分も大雨の際に避難す

るかを迷った際は、テレビやラジオで状況を確認するが、緊急性の高い状況の場合

はブザーを鳴らすなど、災害報道を見ている人にひと事としてとらえられない工夫

も必要だと感じている。鹿児島県でも過去に「８・６水害」という大規模の水害に

遭っており、その経験から様々な防災対策が進み、災害を防いでいる。災害報道に

おいても緊急性をいかに伝えていくか、難しい問題ではあるが、今後必要になって

くる課題であると痛感した。また、７月１８日(水)の 「あさイチ」の中で、西日本

豪雨に関するボランティアの活動について触れていた。ボランティアに参加した際

に注意すべきことなどを具体的に紹介しており、常々私たちが訓練しておかなけれ

ばならない部分でもあると感じ、とても分かりやすくすばらしい企画だったと思う。 

 

○  西日本豪雨の際にも強く感じたことだが、災害時はＮＨＫという意識があり、皆

期待しているので、今後も迅速な報道を継続してほしい。 

 

○  ６月２２日(金) ドキュメント７２時間「秋田“いのちの温泉”に集う人々」を見

た。皆、病を癒やしたい、治りたいと思ってやって来るが、実は病気が治る保証が

あるわけではなく、それぞれが自分を見つめ、命について思い巡らしている。また、

これまでの生き方について悔いている。そうした、命を見つめる言葉と表情がとて

も自然で、胸を打つ映像に仕上がっていた。特に温泉を去るときに「来年また会い

ましょう」と言って、温泉で時を過ごした仲間と握手をして別れるシーンがあった

が、実は皆、来年命があるかどうか分からないし、かつそれを実感している。その

ことが見る側にもずっしりと伝わってきて、命の重みに思いを致すことができる、

視野が広がる番組だった。 

 



8 

○  ６月２３日(土) 「平成３０年沖縄全戦没者追悼式」（総合 前 11:45～11:54、後

0:15～0:46）を見た。多くの沖縄県民が亡くなり、戦後の混乱の中で、遺骨が見つ

からない遺族もいる中、今に続く基地負担の原点になった沖縄戦を考えるという意

味で、全国放送されたのはありがたいことだと感じた。特に印象的だった場面が３

つあった。１点目は、すい臓がんの手術を受けて治療中の翁長雄志沖縄県知事の姿

だ。治療で頭髪も抜け、やせた姿は痛々しかったが、語っている言葉、そして知事

を真正面から捉えたテレビの映像は大変力強く感じられた。２点目は、沖縄本島中

部の戦跡が地元の少年たちによって荒らされた事件をことしのトピックという形で

取り上げていた点だ。少年たちをただ非難するだけではなく、地元の大人たちが粘

り強く時間をかけて沖縄戦について少年たちに語り、結果少年たちがアーティスト

と一緒に野仏を制作したという取り組みが紹介された。戦争を体験した世代が少な

くなる今、どう後世に語り継いでいくのか、難しい問題だが、逃げてはいけないと

考えさせられた。３点目は、平和の詩の朗読だ。詩自体も大変すばらしかったが、

ことしはその詩のよさを生かすカメラワークと映像の持つ力に感動した。詩の内容

にもとづいて、戦時中のモノクロの映像や、今なお続く遺骨収集の様子、追悼式に

参加している人々の表情、政治家の顔のアップなどが映し出された。事前に相当詩

を読み込んで準備をしたのだろうと思う。エンディングのカットに少し疑問を感じ

たが、それ以外は本当にすばらしかった。 

 ６月２３日(土) ＥＴＶ特集「基地で働き 基地と闘う～沖縄 上原康助の苦悩～」

を見た。基地労働者を経て、その後沖縄県の選出議員として初めて大臣になり、基

地問題の解決に取り組むものの、外務省、防衛施設庁、そして米軍との関係という、

多くの壁を感じて、自身の日記に「蟷螂（とうろう）の斧」という言葉を残してい

たのがとても印象的だった。沖縄返還の際も、「基地のない平和の島としての復帰を

望む」という彼の言葉もむなしく、基地が残る形で本土復帰することになった。は

たして彼はどんな思いで復帰を迎えたのだろうかと感じた。 

 両番組をとおして、基地があるがゆえに生まれた沖縄の苦悩、そしてそれが今も

続いているということを全国に知らしめたという意味で、本当に意義があったと感

じている。今後も機会があるときにはさまざまなニュースや番組で取り上げてもら

いたい。 

 

○  ６月２７日(水)「いろどりＯＩＴＡ」の中の「小さな肖像」という、2000 年から

１８年続いているコーナーを見た。「小さな肖像」は、画家の二宮圭一さんが取材相

手を見つけ、自ら大分弁で話しかけてインタビューをし、撮影も一人で行い、取材

相手の肖像画を描くというのが基本だが、慌ただしくいろいろな事が起こる現在に

おいて、どこかほっとさせてくれるコーナーでよく見ている。この時はたまたまカ

メラマンが同行しており、二宮さんがインタビューをしながら肖像画を描いている
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様子が撮られていた。きれいだと評判の寺のトイレを掃除している老夫婦が取材相

手で、毎回二宮さんは肖像画を描きながら、取材相手に「人生で一番うれしかった

ことは何か」を聞くが、老夫婦のこれまでの悲喜こもごもの人生が語られるうちに、

涙をこらえながら肖像画を描く二宮さんの姿が映されていて、ほっとしながらも何

か訴えてくるようで、いつもとは違う何かがあり、心に残った。また、７月４日(水)

の回では、８９歳の老人へのインタビューだったが、戦争体験を語りながら「うれ

しかったことはなかった」という老人に対し、二宮さんが上手に聞き出すことで、

「平和であることが一番幸せだ」という重い言葉を引き出しており印象的だった。

毎週水曜日のコーナーだが、災害等が発生すると放送されない。逆に、水曜日にこ

の「小さな肖像画」が放送されれば、きょうは何事もなく平和な幸せな一日だった

と感じることができる。そう感じさせてくれるコーナーであり、これからも長く続

いていくのではないかと思う。 

 

○  ７月８日(日) 西郷どんスペシャル（２）「いざ革命へ！西郷と４人の男たち」(総

合 後 8:00～8:43)を見た。大河ドラマの本編ではなく、西郷どんに関連したスペシャ

ル番組だったが、ふだんからこの時間にドラマを見ている人からすると、日曜日を

すごく楽しみにしていた中で全く違う番組が始まったことに対し、唐突で受け入れ

がたいところがあったようだ。 

 

○  ７月９日(月) プロフェッショナル 仕事の流儀「“わからない”が、たのしい～

左官 久住有生～」を見た。京都御所の外壁の修復を二十歳で担当したという久住

さんの仕事ぶりに、非常に興味を持って食い入るように見た。本当にすばらしいと

思ったことは、職人の世界には答えがないということだ。そういう意味で、番組の

中で「優柔不断」というキーワードが出てきて納得した。行動してみないと分から

ないし、それが正解とは限らない、「そんな職人の世界が楽しい」という空気感を作

り出していている久住さんがさすがだと思った。また、神戸の震災を経験した際、

安価に作られた壁が壊れていないことに気づいた久住さんが、研究を重ね、今の新

しい技術と地域の土を生かした左官を育てていることにも感心した。こうした職人

が広がっていってほしいと思う。 

 ７月１６日(月) プロフェッショナル 仕事の流儀「宇多田ヒカル スペシャル」

を見た。人間活動に専念したいと言って活動休止したときのことが自分自身の人生

とも重なり、とても印象的だったためこの番組を見た。一人で狭いところで創作活

動をすると同時に、チームでも創作しているところを見て、仕事師は愛を持った人

間でないとできないのだということを、２週連続で「プロッフェショナル 仕事の

流儀」を見て感じた。 

○  ７月１３日(金) くまもとの風「熊本 レジェンドと聖火リレーが生んだレガシー」
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を見た。1964 年当時聖火リレーを走った７０代の方４人と、熊本出身で北京オリン

ピックのメダリストである末續慎吾さんが、当時走った区間を歩きながら、話を聞

くという内容だった。日本が国際社会に復帰し、一員として認められるというタイ

ミングの重大なイベントだったので、責任感を持って臨んだというエピソードや、

2020 年の東京オリンピック・パラリンピックの際には熊本城に向かうコースがある

が、その頃には威容を取り戻した熊本城の天守閣に向かって若者に突き進んでほし

いというコメントなど、聞いていて胸が熱くなった。ただ、番組内で「聖火のキセ

キ」とスーパーされており、「軌跡」と「奇跡」を掛け合わせているのだと思うが、

どのようにして当時聖火をつないでいったのかという「軌跡」の部分はよくわかっ

たが、「奇跡」の部分については、来年の大河ドラマでも取り上げられる玉名市出身

の金栗四三さんと当時聖火ランナーを務めた方とのエピソードが紹介されたが、「奇

跡」というほどのエピソードとは言えず、若干の違和感を覚えた。 

 

○  ７月１３日(金) 「もしも、長崎が日本の中心だったなら 祝！世界遺産登録 長

崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産 「ロザリオの記憶」スペシャル」(総合 後

7:33～8:45 長崎県域)を見た。若い世代で、世界遺産にあまり関心がない人にも伝

わるよう、長崎出身で若者に人気のアーティストをゲストに起用していた。コメン

トとしては若干淡々としてはいたが、若い世代に伝えたいという努力は感じられた。

大浦天主堂など、これまでのキリシタンの歴史について、短時間の紙芝居形式で伝

えてから本題に深く入っていくやり方は非常に分かりやすくまとまっていたと思う。

特に、禁教のなかで 250 年も信仰が守られ続けてきた歴史について、それぞれの視

点で分かりやすくまとめてくれていたことは、長崎県民も知らないような内容で、

理解が深まったと思う。今回世界遺産に認定され、観光客がたくさん来るであろう

ということはとても喜ばしいことだが、一方で離島など少子化・過疎化がどんどん

進んでいるなか、神聖な祈りの場に対する、観光客のマナーについても不安を感じ

ていることも事実だ。そういった情報も含めて継続的に、今後の番組等でも紹介し

てもらいたい。 

 

○  ７月１６日(月) 「もてなし家族に福きたる！平野レミの早わざレシピ 第６弾」

(総合 前 8:15～9:24)を見た。番組的にはテンポよく、多彩なゲストとともに、見た

目も豪華で味のよい料理を作る番組だが、切った野菜を投げたり、使ったビニール

手袋を具材の中に入れたりと、見ていて不快な気持ちになった。出演者とはいえど、

そうした行いはしないよう、ＮＨＫから伝えるべきだと思う。 

 

○  ７月１８日(水)の「ニュースチェック１１」の気象情報のコーナーを見た。最近

特に猛暑が続いており、「危険な暑さ」という表現がよく使われている。ここ最近
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よく言われるような気がしているが、時間帯別の暑さをグラフで表現したり、具体

的に何をしてはいけないかを伝えおり、工夫しながら入念に注意喚起をして事故を

防ぐという姿勢を強く感じた。 

 

○  ７月１２日(木) ハートネットＴＶ「人間を撮る 自分を見つめる～元町プロダク

ションの人々～」を見た。番組の冒頭で、人はなぜ、何のために、どう撮影するの

かという、番組のテーマをはっきりとナレーションしている点も、番組をより分か

りやすくしていたと思う。プロダクションに集う人々は、全くの素人だが、皆撮影

したい理由は「年老いた母の最期を撮影したい」「長年勤めた養護学校の日常を撮影

したい」などさまざまではあるがはっきりしている。中でも、阪神淡路大震災で家

が全壊、１４歳だった娘を亡くし、改めて後世に残すために建築家の夫の姿を撮る

という母親がいたが、取材者がその夫婦の辛い体験を自然に聞き出し、登場人物の

思いをきちんと捉えて見せていて心を打った。短いが、構成力がすぐれた番組だっ

た。著作権や人権の関係で、撮影して発信することが昔に比べて難しくなっている

いま、なぜ撮るのか、何のために撮るのか、何を撮りたい・発信したいのかといっ

たことを改めて考えるきっかけになった。ただ、一点、マイクでの音の収録がうま

くいっておらず、せっかくいいコメントをしているのに、何度か巻き戻しして聞か

ないと分からない部分があった。番組の流れを止めないためにも、必要な箇所には

テロップを使うなど工夫したらよいのではないか。 

 

○  ７月８日(日) ＢＳ１スペシャル「ボクらと少年ジャンプの５０年」を見た。「少

年ジャンプ」を読んで育った世代なので、大好きな漫画雑誌の裏側がわかり、また、

私がずっと疑問に思っていたことが解き明かされていたので、大変おもしろく見ご

たえがあった。恐らく、この番組のプロデューサーが感じていた疑問をひとつひと

つ解決していったことで、視聴する側に共感が生まれていたと思うが、この番組の

ように、疑問を持ちながら解決していき、相手に伝えるという一連のプロセスが番

組制作において非常に重要なのだと再認識した。 

 

（ＮＨＫ側） 

災害報道は、公共放送としての生命線でもあり、視聴者の方に

どのようにすれば自分ごととしてとらえてもらえるか、日々模索

しながら伝えている。今後も工夫を重ね、検証・修正しながら引

き続きよりよい災害報道に取り組んでいきたい。また、災害報道

だけでなく、一般番組においても、伝統や文化について放送して

いくことも重要な役目だと思っている。今日いただいた意見を参

考にしながら今後の番組制作に生かしていきたい。 
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ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 



1 

平成３０年６月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、２１日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、事前に視聴した、さがスペシャル「玄海原発避難マニュアル～その

時 あなたはどう動く～」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、７月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  明石 良 （宮崎大学 副学長） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家) 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

森    重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

山元 紀子 （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜さがスペシャル 

「玄海原発避難マニュアル～その時 あなたはどう動く～」 

(総合 ４月２２日(日) 後3:05～3:55(佐賀県域)放送)について＞ 

 

○  とてもいい番組だった。避難ルートについて私が住む県では、一級河川横の県道

が避難経路に指定されている。自然災害の際の課題にもなっているが、こうした原

発で事故が発生したときに、どう行動をおこすべきなのか、公共交通機関はどうな

るのか、突き詰める必要があると感じた。 

またこの番組を見て、自分が住む地域の防災マップだけでなく、内閣府が作成し

たマニュアルについても気になり隅々まで確認した。原発事故が発生した際の避難

方法や、どのように行動するべきかなど、問題提起にもなった番組だったと思う。 
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○  安全衛生に関するビデオを見る機会があるが、それらを見ても具体的にどう行動

すべきか分からないことが多い。今回の番組でも、冒頭に再現ドラマが出てくるが、

唐突でいまひとつ何を示しているのかが分かりにくかった。番組の終盤で福島第一

原子力発電所事故の話が出てくるが、もっと早い段階で福島での事故と比較したほ

うが分かりやくなったのではないか。 

自治体の職員に話を聞いていたが、その人たちの受け答えの態度が淡々としすぎ

ていて心無い返事に映り、最も危機感を感じていないのは自治体ではないのかとも

感じた。番組を視聴して、原発の事故に関しては、本当に危機感を持って、有事の

際の対策に取り組んでいかなければならないということを強く感じた。 

 

○  番組の冒頭から、再現ドラマで老夫婦が食卓で話をしているシーンから始まった

が、静かな日常から、一変して緊急放送が始まっていく様子に不安を感じ、番組を

見る側も強く引き付けられた。今回の番組では、原発事故は自然災害とは異なり、

見た目には何も起きていないような状況の中で避難することになるという不安感を、

再現ドラマを使いながら表しており、とてもよく考えられている構成だと感じた。 

 関西大学の河田惠昭教授が個々人でできる対策について話をしていたが、「窓枠に

ガムテープを張れば放射能が入るのを防げる」、「ゴーグルをかけて逃げるのが一番」

という話については、ほっとした反面、本当にそれで防げるのかという不安も感じ

たし、自分で自分を守る“自助”ということばがとても心に響いた。 

 すでに再稼動している原発がある中で、佐賀県の人たちはこの番組をどう見たの

か気になった。原発から離れた地域に住む人にも、危機感や不安感を抱かせる内容

であったことから、見たものに問題提起するような番組だったと思う。 

 

○  冒頭の再現ドラマが唐突すぎて、アナウンサーの説明を聞くまでよく理解できな

かった。番組が堅苦しくならないように考えた上での演出だったと思うが、先に説

明があったほうが番組を理解しやすかったと思う。 

 また、河田教授が「避難の際はマスクや帽子を着用し、皮膚をできるだけ出さな

いように」と話をしていたが、再現ドラマの中では、夫婦はフードがついた服を着

ていたにもかかわらず、フードをかぶっていなかった。再現ドラマでは教授の話に

沿った内容を見せることで、より効果的にアドバイスの内容を伝えることができた

と思う。 

 「ゴーグルで目を守る」という話もあったが、佐賀や九州のほとんどの人たちは

スキーのゴーグルなど持っていない。大半の家に無いものを使った対策では現実的

ではなく、行政が放射線ヨウ素剤を配布している地域では、ゴーグルの配布も必要

ではないかと思った。 

 避難する際に、定められた避難経路を通らなければならない理由や、場合によっ
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ては屋内にいた方が安全な理由についても、耳で聞く情報だけではなく映像でも示

され、とてもわかりやすかった。他の地域にも原発はあるため、佐賀県以外の人々

にも見てもらいたい番組だった。 

 

○  報道番組としては全く評価できない番組だった。行政の淡々とした、心無い棒読

みの言葉をそのまま番組で放送することに腹立たしさを感じた。番組の最後に、大

学教授が「基本は自助。自分の命は自分で守る。」と話していたが、原子力発電所建

設は国策であり、原発事故は自然災害ではない。私たちの快適な都市生活に対し、

犠牲と危険を強いている。それなのに「自分の命は自分で守れ」と言って終わりで

いいのか。自力で逃げられないお年寄り、入院中の患者、介護が必要な人、小さな

子どもなど、番組の中で社会的弱者の命をいかにして守るかという視点が全くな

かったのが残念だった。 

ただ、冒頭の説明を聞いて、配布されているマニュアルや文書、ホームページで

公開されている情報を可視化することが目的だったと言われれば、広報番組として

は意味があったのかもしれない。 

再現ドラマの中で、原発から５キロ圏内に住む老夫婦が逃げるまでの間も、避難

している車内でも、テレビもラジオも全くつけていなかったことに違和感を覚えた。

こうした災害のときこそ、ＮＨＫは防災のために必要な情報を伝えるのだというこ

とを示してもよかったのではないかと思う。 

 

○  佐賀での視聴率や反響がどれくらいあったのか、また、この番組の放送後の活用

方法を何か考えているのか気になった。 

 原発事故の際には、本当に危機感を持って避難するはずで、フードがあるのにか

ぶっていない点や、夫婦や親子の間で意見が分かれ言うことを聞かない人が出てき

たりする再現ドラマについては、違和感を覚えた。 

 避難マニュアルというのであれば、最悪のシナリオの中でどう安心して逃げる状

態にするのか、その根拠も示しながら、マニュアルの重要性を伝えるべきだと思う。

実際の事故の際にはマニュアルどおりにはいかないと思うが、その中でいかにマ

ニュアル自体の意味を伝えていくかは考えさせられる課題だと思った。 

 ＮＨＫのニュース番組で、日本は移動が容易になるようなインフラ整備を行って

おり、その地域の住民だけではなく、観光客や外国人など、多様な人たちのことを

想定しなければならないということを伝えていた。こういったさまざまなことを想

定して避難マニュアルを作らなければならないとすると、非常に難しい問題だと感

じた。 

 

○  導入部のドラマは、演技にわざとらしさこそあったものの、番組全体をとおして
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見ると、アナウンサーの説明や専門家の解説、記者の取材だけでは伝わってこない

部分があり、ドラマをはさむ構成はよかったと思う。 

 最も気になったのは、前半で「日本は自然災害やテロの脅威があるからこそ、万

が一の原発事故が起こった際に備える必要がある」というコメントの部分で使われ

た映像だ。熊本地震、アメリカの同時多発テロ、その後に北朝鮮のミサイルの映像

が流れたが、この番組の意図を考えたとき、果たして北朝鮮のミサイルの映像は必

要だっただろうかと感じた。情勢は刻々と変化しており、不用意に不安をあおって

いるのではないかと疑問に思った。 

 テレビ番組なので、言葉だけではなくもっとビジュアルで伝えることを意識して

もよかったのではないかと感じた。地震や原発事故が起こったときなど非常時は、

頭で考えるというより、本能で行動するようになると思うので、その際に活用でき

るよう可視化して、イメージとして残ることが大事だと思う。例えば、屋内退避の

とき、テープで目張りすることは単純ではあるが、映像で見ることで鮮明に印象に

残った。一方で、避難をする際の注意点として、「肌を露出しない、首にタオルを巻

く、帽子をかぶる、手袋をする」等の説明があったが、映像が専門家と記者の顔の

アップばかりだった。ここはイラストやモデルが完全に防備した格好をするなどし

て視聴者の目に焼き付けるような工夫が必要ではなかったか。 

 「自助」というキーワードが出てきたが、住民側が行政に対してマニュアルが不

足しているとか、不安だと訴える一方で、行政側は要望を出してくれたら聞きます

というスタンスで、両者の間に大きな溝があると感じた。行政側の具体的な策も、

住民側の努力もどちらも必要だということがこの番組を通じて明らかになったのは

意義があったと思う。行政に対する批判的な視点は明確にあったが、住民側にも自

助を促すという視点は引き続き視聴者に問うていくべきだと思う。 

 

○  原発から３０キロ圏内のＵＰＺ（緊急防護措置を準備する区域）に住んでいる方

は、ＵＰＺに指定された 2013 年から避難訓練を実施している。このマニュアルが昨

年１２月に配布されたとき、この３０キロ圏内の住民は、マニュアル自体の現実味

の無さを感じたと思う。実際に屋内退避をしたときに、それが真夏でエアコンをつ

けないと倒れそうな状態だったときに、どうするのか。換気扇も回せず、窓には目

張りをして、そのような家の中に本当にいられるのか。高齢者や要支援者の避難は

どうするのか。屋内退避しなければならない人たちが一斉に逃げた場合はどうする

のか。海が荒れて、離島の人たちが船に乗られなくなった場合はどうするのか。こ

れらは 2013 年からずっと課題としてその都度上がっていた。そうした流れを知って

いるので、実効性のないこのマニュアルを映像化して流すことに、どれほどの意味

があるのだろうかと感じた。 

  ＮＨＫでは、福島で事故が起こってからさまざまな報道を伝えており、福島を玄
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海原発に置き換えたときにどうしていくのかを踏まえた番組になっていると期待し

ていたので、今回の番組では肩透かしを食らったような気持ちだ。佐賀県が作った

防災の手引きを単に映像化するというのではなく、実際にはその手引きどおりにい

かないことがわかっている現時点での番組を見たかった。 

 今後も「さがスペシャル」の原発シリーズとして、問題提起をしたり、解決策を

考えるような続編に期待したい。 

 

○  制作意図はよく分かったが、なぜこの番組がこの審議会の視聴番組になったのか

がよく分からなかった。おそらく、幅広く意見を聞きたいということで視聴番組に

なったのだと思うが、ＮＨＫがマニュアルを作らなければいけないのかというのが

第一印象だった。マニュアルの可視化については、原発の会社や県や市が行うべき

もので、そのマニュアルの検証をするのがＮＨＫの役割ではないか。 

 原発がない県に住む人にとっては、マニュアルに何が書かれているのかさえ分か

らない。ただ、身近に感じる人たちにとっては切実な問題で、この番組の良さが伝

わると思う。しかし、原発事故に関して自然災害と同じように避難方法をＮＨＫが

伝えることには違和感を覚える。 

 たとえば、今回の番組を検証番組とした場合、その検証の中で、生物学的な観点

から「この程度の被爆量であればレントゲン撮影時と同程度」という説明をするの

は大変分かりやすいと思う。しかし、その後に大学教授が推奨する服装を示すだけ

で終わりでは、全体的にお粗末な印象を受ける。マニュアルそのものを伝えるとい

うよりも、マニュアルを検証して、私たちに正しく理解できる形で改めて解説する

という番組であればよかったと思う。 

 日本では東南アジアなど他の地域に比べると安心で安全なインフラ環境の中で生

活している。その中で、自然災害と同様に原発の問題についても取り組んでもらい

たい。さらに言えばエネルギー自体についても考えていってもらいたい。「さがスペ

シャル」の第２弾、第３弾にも期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

この番組は、報道番組というよりは、原発事故が起こった場合

にどういう対処が必要か、情報を整理して伝えることに主眼を置

いて制作した。 

マニュアルに書かれている内容の意味や背景を理解せずに行動

するのと、理解した上で行動するのとでは違うと思っており、放

射能などの極めてわかりにくいものを、ある程度わかった上で、

原発のある県として基本的な行動のルールを知ってもらうことを

目的に番組を制作した。 
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報道的な視点や、検証という視点からするとどうなのかという

議論はあるため、この点は継続して検討していきたいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

なぜこの番組を審議会での視聴番組にしたのかという質問につ

いて、この番組は佐賀県域で放送した番組だが、原発の立地や電

力会社の所在地などから佐賀県内だけでなく、隣接各県、離島に

も影響が及びかねず、関心が強い内容と考え、番組の意図を他の

地域の方々にもわかっていただくと同時に、できるだけ幅広い意

見を頂きたかった。頂いた意見は、今後の番組制作に生かしてい

きたい。 

 

○  玄海原発から５キロ以内、５～３０キロ、３０キロ以上のそれぞれの地域におい

て、事故発生の際に、住民が示すであろう反応を映像化しつつ、「なぜこのような行

動をとらなければならないのか」という専門家による解説やグラフ等による図示が

大変わかりやすかった。 

 車での避難がスムーズにいくよう、住民ごとにルートを割り当てている対策には

なるほどと感心したものの、肝心の道路の崩落等による通行止めのリスクが高いこ

との実情を考えると、一刻も早い避難が必要なタイミングでは命取りになりかねな

いと、怖い気持ちになった。 

 道路や備蓄品の状況を現地、そして住民のキーマンに丁寧に取材し、行政の担当

責任部署に率直に問いかける取材の姿勢そのものが、行政・住民の意識を変えて身

の安全を守るために不可欠であると感じた。 

 最後の、河田教授の「自助が大切」という言葉は、ズシリとした重みと、説得力

があった。同教授の、自然体での語り口が個人的には好感が持てたし、親近感を感

じて話の理解が進んだように思う。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ５月２０日(日) ＮＨＫスペシャル「縮小ニッポンの衝撃 労働力激減 そのとき

何が」を見た。労働力が足りなくなる未来の予想を描いていたが、問題点を多角的

にとらえており、高齢者や外国人を労働力とした場合の課題を実際の現場の取材の

積み重ねをもとに描いており、説得力のある番組だった。特に、高齢者、会社の経

営者や雇用主、日本人労働者、外国人労働者、それぞれの主張を取り上げていたが、

その主張がかみ合っておらず、また行政も時代に応じた制度改革を行えておらず、

そうしたことが労働者不足を加速させているのではないかと感じた。 
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○  ６月１日(金) 実感ドドド！「福岡空港の半世紀」を見た。軽い気持ちで見始めた

が、福岡空港がかつて米軍板付基地だったことを思い出した。確かに利便性も高く

利用者も多い空港ではあるが、まだまだ政治的な問題が残っていることに驚き、食

い入るように見た。 

 

○  ６月２日(土) 歴史秘話ヒストリア「神と仏のゴチャマゼ千年 謎解き！ニッポン

の信仰心」を見た。私の地元にも 1000 年以上の歴史を誇る寺院群があるが、ことし

ちょうど節目の年にあたり、観光客を呼び込もうとさまざまな企画を催している。

講演会などでもその寺院の歴史については説明されるが、それ以上の興味関心や拡

がりを持たせることが難しく、人を呼び込むことが難しかった。番組では、歴史を

見直しながら日本人の信仰心の謎をとても分かりやすく解き明かしていた。特定の

宗教を信仰していない人が４９％もいるのに、実際には正月には神社で手を合わせ、

葬式は仏式で行っている。そのつながりを丁寧に扱っており、また地元の神宮のス

トーリーも説明されていて、こうした番組があると、興味関心をもってもらえるの

だろうと思った。久々にテレビで心を洗われて、楽しい時間を過ごすことができた。 

 

○  ６月８日(金) 実感ドドド！＠福岡「福岡のかしわ文化にドドドっとせまる！」で

は、かしわ飯をはじめ北九州の話も紹介されるものとばかり思っていたが、違う地

域のものばかりで、福岡の地域放送としては少し残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

今回の番組では、特定の地域のみを紹介したが、今後も全体の

編成の中でさまざまな地域をバランスよく取り上げたいと考えて

いる。 

 

○  ６月８日(金)長崎人（じげもん）「ＥＸＩＬＥ・ＴＡＫＡＨＩＲＯと長崎の原爆 ～

秘められた親族の“被爆死”～」を見た。長崎県佐世保市出身のＴＡＫＡＨＩＲＯ

さんが、被爆して亡くなった大叔母の足跡や知り合いを訪ねるという内容で、当時

の様子を聞いて、黙ってうなずき涙するシーンなど、感動的だった。戦争を知らな

い若い世代に向けて、戦争や原爆の悲惨さを伝えるために彼を起用した番組と意図

はすばらしいと感じた。ただ、最後の彼のコメントで「自分も力強く生きていかな

ければ」といった発言があったが、本当にこの番組で伝えたかったのは、「二度と

こうした悲惨なことを繰り返してはならない」というメッセージではなかったか。

番組の意図と最後にかい離してしまったようで、物足りなさを感じ残念だった。原

爆の悲惨さを語る証言がだんだん少なくなっていくなかで、ＮＨＫには引き続きこ
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うした取材を重ね、若い人たちにも伝わるような番組を制作してほしい。 

 

○  ６月８日(金)の「チコちゃんに叱られる！」を見た。「なぜサッカーでは手を使わ

ないのか」という話が、Ｗ杯サッカーが開幕する前にあったが、この番組で知り得

たことを知人に自慢するのが最近の楽しみとなっている。 

 

○  ６月１７日(日) 明日へ つなげよう ふるさとグングン！「獣害は地域づくりの

原石だ～三重・津市 美里町～」を見た。獣害対策として捕獲したイノシシの肉を

食べるなど、地域活性化につなげているという内容だった。そもそも獣害対策とは

今に始まった問題ではない。野生動物と人間が暮らす場所の境界にあった里山がな

くなり、野生動物が人間のところに入ってきたという話である。地域活性化の話だ

けではなく、野生動物の立場がどう変化してきたかという視点もあればさらにおも

しろくなったと思う。ＮＨＫではよく地域の活性化につながる策を扱った番組を放

送しているが、獣害対策だけでなく、災害対策や介護の問題などの視点からも情報

を発信してほしい。 

 

○  ６月１９日(火)の２０１８ＦＩＦＡワールドカップ １次リーグ・Ｈ組「日本×

コロンビア」(総合 後 8:45～11:30)を見た。ロシアの競技場で満員の観客が観戦し

ている様子を見て、競技こそ違うが来年日本で開催されるラグビーのワールドカッ

プもこのような雰囲気になるかというイメージが湧いた。 

 

○  ６月２０日(水) ごごナマ「ぐるっと四国・軽四キャンピングカーがゆく～高知

県～」を見た。全国各地のサイダーを取り上げていた。まだ商品開発の段階で、試

作品を一生懸命作っているところに、ゲストが水を差すような後ろ向きのコメント

をしており、もう少し配慮してほしいと感じた。アナウンサーは番組進行に徹して

いて、試食や試飲をすることはほとんどないが、ほかのＭＣやゲストのユニークな

コメントの後に、しっかりとしたアナウンサーのフォローがあれば番組として締ま

るのではないかと思う。 

 ６月２日(土) やまと尼寺 精進日記「皐月（さつき） 緑まぶしい 山のごちそ

う」を見た。尼寺を舞台に、住職たちが乙女のように仲良く笑って過ごしている生

活が垣間見える、とても好きな番組の一つだ。何をするにしても本当に楽しそうで、

「山奥に暮らしていても、この花のように綺麗に咲いていたい」といった心に残る

シーンなどもさりげなく挿入されていてすばらしいと思う。四季折々の風景を愛で

たり、自然の恵みに感謝したり、頭では分かっていてもなかなか実行できないこと

を見せてくれる番組で、ぜひ長く続いてほしいと思う。 
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○  ６月１６日(土) ウワサの保護者会「仲良くできる？外国からの子どもたち」を見

た。パネラーたちが経験談を話していたが、あの場に行政や雇用主である企業側の

人間がいなかったのが残念だった。優秀な外国人で長期間いてもらいたいという話

になれば、やはり家族を受け入れる態勢を企業側がとらなければならない。表面的

なアドバイスだけではなく、根本的に官民が一体となって取り組んでいかないとい

けないということを最後に言ってほしかった。 

 

○  ６月１８日(月)ハートネットＴＶ ブレイクスルー２０２０→「障害者雇用 

もっと両思いを増やそう！ＡＣＴＩＯＮ２」を見た。ことしの４月から企業は障害

者の雇用の割合を増やさなければならなくなり、切実な問題となっている。そんな

折、発達障害の人たちのビジネスマッチングの活動が紹介され、とてもタイムリー

な内容で真剣に視聴した。働き方改革のなかで、さまざまな人を雇用することで世

界が変わっていくのだと気づかされた。これからも問題提起を続けて、見るものに

新たな発見や気づきを与えてほしい。 

 

○  ６月１０日(日) ＢＳ１スペシャル「在宅死“死に際の医療”２００日の記録」を

見た。これから自分の老後をどう過ごそうかと考えているときに、たまたま視聴し

た。 これまでは在宅で死ねたら幸せだなどと軽く考えていたが、多死社会を迎え、

病院で死ねない時代になる中で、とても重いテーマで、多くの問題点があることを

考えさせられる番組だった。全盲の娘が肺がんの父親の最後をみとる姿や、５２歳

の娘が子宮頸がんで亡くなっていく様子など、まるで自分がその人たちの身内で本

当にそばにいて見ているような気持ちになるドキュメンタリー番組だった。番組を

視聴した後もずっといろいろと考えさせられた。 

 

○  ６月１６日(土) 「＃新日本いいね！～熊本編～」(ＢＳＰ 後 11:45～17 日(日) 前

0:44) を見た。九州が舞台だったので見たが、期待はずれで物足りなさを感じた。

人気クリエイター３組が、阿蘇を舞台に美しい風景や歴史などを扱い、映像作品、

メロディー、ＣＭを工夫しながら作っていたが、仕上がりが極めて表層的で深みに

欠けると思った。特にＣＭでは、身近な人が失敗している映像の後に、熊本地震の

被災者が「どぎゃんかなる」と繰り返すシーンがあったが、この人たちの失敗と、

地震で家や田畑を失った人たちの苦しみはあまりにかい離があり、被災者の方々に

失礼ではないかと思った。東京や福岡から来て、被災地にしっかりと向き合うこと

なく、パッと作品を作るだけ作って帰っていくという乱暴さや傲慢さも感じた。た

だ、番組終了後にツイッターを見ると、「感動した」とか「前向きになれるようなパ

ワーをもらった」といった好意的な声が多くて意外だった。夜の１１時４５分とい

う時間帯に、こうした番組を編成することで、どういう視聴者がどういうことを期
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待して見ているのか疑問にも思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

表層的ではないかという指摘をいただいたが、多くの視聴者に、

表層的ではない深みのある内容をいかにして示していけるか、い

ま一度制作現場とよく議論しながら番組制作にあたっていきたい。 

 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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平成３０年５月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１７日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「平成２９年度九州沖縄地方向け放送番組の種別ごとの放送時間」に

ついて、報告があった。続いて事前に視聴した、くまもとの風スペシャル「始動！熊本

城復旧プロジェクト」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を

行った。 

最後に、６月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  明石 良 （宮崎大学 副学長） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家) 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

森    重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

山元 紀子 （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜くまもとの風スペシャル「始動！熊本城復旧プロジェクト」 

(総合 ３月２８日 後7:30～8:15(熊本県域))について＞ 

 

○  熊本城の復旧基本計画の全容や課題など、知りたかった情報が多々あり、見応え

のある番組だった。 

番組冒頭スタジオに熊本城の模型が出てきたが、石原良純さんが興奮気味に見て

いる姿が、こちらも見ていて楽しくなり、番組に引き込まれた。この模型はＮＨＫが

製作したものなのか。 

 

 （ＮＨＫ側） 

ＮＨＫが作ったものではない。熊本市の美術館で展示されてい
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たものを借りてきたものだ。 

 

○  立派な模型だったため、製作された経緯や作者の紹介があってもよかったと思う。 

熊本城復旧について、文化的な価値の高いものを損なうことなく、今後の安全性

と利便性を高めるという大変難しい課題に苦心している様子が、熊本市職員、施工

業者、職人それぞれからひしひしと伝わってくる内容だった。同時に、どれだけ多く

の日本全国の城郭がこのような潜在的リスクを抱えているのかと思うと途方もない

気持ちになった。熊本城復旧は、歴史的建造物を復旧する貴重な事例になると思う。

そういった部分を取り上げた番組があると非常に興味を引かれると思った。 

左官職人が若手の職人に技術を伝える部分は、震災は大変つらいものだが、前向

きな側面もあることをうまく描いていた。 

番組終盤でも石原さんや熊本城総合研究所の津曲俊博所長の紹介があり、途中か

ら番組を見た視聴者にも親切な作りになっていた。最後のシーンは熊本城をふかん

的に見た映像になっており、熊本城の美しさが伝わってきたよい終わり方だった。 

石原さんの力強くて明るい人柄が番組全体にエネルギーを生み出しており、城好

きで一定の知識を持っているため、自分の意見をしっかり伝えているところがよ

かった。復旧後に城の一部をバリアフリーにする計画について、「城は軍事施設だか

ら、人に優しいものではないはず。文化財として復旧するのであれば、人に優しい必

要はない。」という個人の見解を述べていた。そういったコメントが入ることで全体

的には番組が締まり、全体的にバランスの取れた番組になっていた。 

 

○  番組の冒頭で熊本城の大きな模型が出てきたが、この模型が何のためにスタジオ

に置かれたのかがわからないまま番組を視聴した。この番組のために作られたもの

だとしたら、どの程度の製作費がかかっているのかなどが気になったが、先ほど番

組担当者より説明があり、ようやく理解できた。番組冒頭で、模型の背景についても

う少し説明があってもよかったと思う。 

 熊本城の復旧工事は２０年かかると知り、途方もない、決して甘くない現実だと

いう言葉が心に残り、左官職人の「前に作った人たちに負けないような仕事をして

いかないと」という言葉が余計に心に響いた。実際に復旧に関わる人々や一般の方々

で、城の復旧に対する情熱には違いが出てくると思う。ＮＨＫのロビーなどで、熊本

城の模型を横に置いて番組を一般に向けて公開すれば、より多くの人が熊本城再建

を身近に感じることができるのではと思う。 

 途中何回か、復旧作業中の建物の周りに桜の木が見えた。自分が昔訪れた時も桜

が大変きれいだった印象がある。自然はそのまま残っているが、人間が作ったもの

を残していくのは大変なことだと、今回の番組を視聴して感じた。 
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○  タイトルの「始動！熊本城復旧プロジェクト」がわかりやすく、インパクトがあっ

た。復旧の工程を見て、昔は今のような機器が無い中、よくこのようなものを作った

ものだと感心した。 

 石原良純さんのキャスティングについては、朝の情報番組等で見慣れているせい

か、やや違和感を覚えた。 

 番組では、大工、左官職人など工事に関わる職人が紹介されていたが、これらの職

人を今後いかに育てていくかが大切だと感じた。 

 

○  熊本城を共に復旧していこうという、制作者側の強い意志を感じた。細部にまで

凝った作りをしている部分はよかったが、一方で全体像がよくわからないと感じた。

熊本城の被災状況や、震災の全容など基本的なことを知っている前提で番組が作ら

れているように感じ、詳しく知らない人にとっては、置いていかれているような気

持ちになったと思う。しかし、熊本局制作の番組で、放送も熊本県向けということも

あり、熊本城を身近に感じている県民と同じ目線で制作したのだろうとも思った。 

番組最後を住民の声で結んだ演出はとてもよかった。熊本城の今の傷ついた姿は

とても痛々しいが、復旧の過程を共有することで、地域の人の心の中にある熊本城

の存在感は増していくのだろうと感じた。 

 

○  被害の全容の紹介が番組終盤にあったが、前半にあればよりわかりやすかった。

詳細に熊本城の説明をしていることは伝わってきたが、自分が熊本に住んでいない

からかもしれないが、具体的な場所を思い浮かべることができず、番組についてい

けなかった。熊本地震から２年の一連の番組は非常にすぐれた番組が多かったが、

今回の番組は若干冗長な番組とも感じた。 

 城内の映像は空撮したものも含めきれいで、記録という意味では非常に貴重な番

組になったと思う。ゲストのキャスティングには違和感があった。少し気合いが入

り過ぎて、発言が上滑りしているように感じた。 

 

○  2018 年から２０年に及ぶ復旧作業で、熊本城の再建は日本の歴史始まって以来の

大プロジェクトになるだろうと感じた。伊勢神宮の式年遷宮の際も同様だったが、

伝統技術を次世代にいかに伝えていくか、日本建築界の課題でもあり、今後もこの

問題と向き合っていかなければならない。また、日本各地で地震が発生しており、耐

震の技術が日々進化している中で、地震などの天災に向き合う画期的な技術が生ま

れるのだと思った。石原さんの言葉に、「戦乱の世だったら、全て壊して新しいもの

を造り直す方が簡単だ」という一言があったが、熊本城が建設された時代と現代の

時代背景の違いを実感し、今後修復していく熊本城は、次世代に引き継いでいかな

ければならないと感じた。 
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○  熊本城復旧の流れが非常によく理解できた。東京オリンピックなどもあり、建築

業界では人件費が上がってきているという話も聞くが、そういった問題を抱えなが

らも工事は進んでいくことを実感した。 

  2019 年の秋には外観が完成するとのことだが、これは予想以上に早いと感じた。

また、ダンパーを使い耐震性を増す作業を紹介する部分では、最先端の技術が素人

にもわかりやすく説明されていた。一方、飯田丸五階櫓は建物の大部分は倒壊して

おらず、最新の技術があれば補修程度で済むのではないかと思っていたが、いった

ん建物を全て解体すると聞いて驚いた。解体工事の指揮を女性の工場長が取ってい

たが、このような大きなプロジェクトで女性が活躍している様子は、もう少し取り

上げてもよかった。 

 技術を伝える左官職人の場面では、６０歳の熟練職人と２１歳の見習い職人の年

齢差に違和感があった。見習い職人が実際に作業をする場面は、そのシーンを撮影

するための作業のように感じ、見習いになって３年目の職人より中堅の職人を取り

上げた方がよかったと思う。その後で若手の職人に技術を伝えている様子を紹介し

た方が、より伝統を引き継ぐ重みを伝えられたのではないか。 

 番組の終わりに、熊本城に対する県民のさまざまな声を紹介していた。県民の皆

さんが復興を待ち望んでいる様子が伝わり、番組の締めとして非常に良かったと思

う。 

 

○  石原さんの活気ある雰囲気が非常によかった。熊本の建築関係者は、熊本城が被

災したことに落ち込んでいると思うが、石原さんの元気なパワーある口調が番組を

盛り上げており、前向きな印象を与えていた。 

 左官職人が取り上げられていたが、職人技術の継承はとても難しく、それだけで

何年にも渡る作業だ。今最も技術を持っているのは６０代の方だと思う。その世代

の人たちの仕事ぶりを映像にしただけで、若い世代の職人に伝える意味があったと

思う。 

 飯田丸五階櫓の建物解体を女性が取り仕切っていたことは、同じ働く女性として

嬉しかった。映像からプロの意識を感じ取ることができ、建築を志す女性に勇気を

与えてくれた。 

 復旧計画として２０年の歳月を用することはわかったが、具体的な改修スケ

ジュールがわからなかった。２０年に及ぶ復旧作業を現在計画していると思うが、

本格的な復旧作業が始まった今、それらを描けていれば、より質の高い改修作業と

して伝わったと思う。また、耐震性を追求しているという場面では、昭和３５年に再

建された時の構造と、それを補強するために今回取り入れる最新技術が紹介されて

いたが、前回と今回の違いが比較されていると、その安全性の高さが視聴者に伝わっ
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たのではないかと思う。 

 石原さんの「城は軍事施設」という発言が気になった。城には軍事的な要素以外に

も、歴史的意味や文化的価値があるため、そのような方向にも話が展開すれば、「軍

事施設」という言葉が強く印象に残ることもなかったのではないか。 

 

○  この番組には３つのテーマがあったと思う。１つ目は熊本城復旧の旗揚げであり、

被災した地域を盛り上げる番組ということ。２つ目は、復旧の過程を追い続けてい

くこと。完成までの年月を映像に記録していくことで、２０年後の熊本城と現在を

比較することができるため、どの程度の違いがあるか今から楽しみだ。３つ目は職

人の技術の継承について見つめていくことだ。 

 しかし、今回の番組では県民が熊本城を好きなことや、美しい外見、被災地を盛り

上げる要素は伝わってきたものの、復旧の過程や技術の伝承についての要素はもの

足りないと感じた。 

 また、これまでの歴史など、地震以外の部分の熊本城の背景が伝わってこなかっ

た。以前ＮＨＫ熊本放送局が制作した他の番組では、熊本城が崩れた様子などが具

体的に取り上げられていた。それを見たことがあったため、今回の内容も理解がで

きたが、地震が発生し、被災していった様子を時系列で追って紹介した方がわかり

やすくなったと思う。また、被災経験のある他の城を紹介しても、熊本城の被災状況

の位置づけがはっきりして、よかったのではないか。 

 

○  「熊本城復旧プロジェクトの全貌に迫る」という趣旨通り、最先端の技術や綿密な

調査、修復のあり方などが余すところなく紹介され、熊本放送局開局９０年の節目

にふさわしい番組だった。広大な被写体も、空中撮影した映像や見取り図を効果的

に取り入れられ、わかりやすく、記録映像として素晴らしい内容だった。 

その分、詳細な説明の積み重ねになっており、構成に強弱が感じられず、やや単調

だったとも感じた。一貫して技術論で進められていたが、終盤の左官職人を取り上

げた部分だけが人間ドキュメントのように描かれていて、若干違和感があった。 

 

（ＮＨＫ側） 

熊本城の模型についての説明は、番組内に組み込むことが難し

かった。また番組で借りる機会があれば、そのときは別の対応を

検討したい。 

熊本城再建の全容を番組序盤に組み込めなかった部分は、苦戦

したところでもあった。番組の中盤以降になってから熊本城の地

図を使用したが、熊本城にあまり詳しくない視聴者に対しても、

最初からわかりやすく見てもらえるような演出を心がけるべき
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だった。 

今後も熊本城関連の番組を制作することがあると思うが、その

際は、復旧完成までのどの時点の話をしているのか、それは全体

の中のどの位置の話なのかを、わかりやすく伝えていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

出演者の起用一つとってもさまざまな意見があり勉強になった。

番組序盤で熊本城に関する基本的な情報がなかったことは、県域

向けに放送された番組ということもあり、視聴者は一定の知識を

持っていることを前提としてしまった結果だと思う。震災後から

ずっと取材をしてきたゆえに制作側が取材対象に近寄り過ぎた部

分もあったかと思うので、今後気をつけていきたい。 

熊本の復興、特にシンボルである熊本城の再建について継続的

に取材を進める理由の一つに、視聴者に番組を通して熊本城に関

心を持ってもらい、復興の過程を自分で足を運んで見てみようと

いう思いを抱いてもらうことがある。引き続きよい番組を制作し

ていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ４月２０日(金)実感ドドド！＠福岡「第１回」は、取り上げられていた地域が自分

の普段の生活エリアと隣接していたため、楽しみに見た。しかし、さまざまな内容が

雑多に詰め込まれているように感じ、番組のコンセプトがよくわからなかった。 

 

○  ４月２２日(日) 「さがスペシャル 玄海原発避難マニュアル ～その時 あなた

はどう動く～」(総合 後 3:05～3:55 佐賀県域)を見た。佐賀県の「原子力防災のて

びき」をなぞったもので、広報番組を見ているようだった。再現映像を織り込むなど

見やすく作ってあったため、県の避難マニュアルとしては良作だった。 

 しかし、県の手引きは去年１２月に県民に全戸配布されたもので、関心のある住

民であれば既にわかっている情報だ。佐賀県としては、「避難計画の実効性」が問わ

れる段階になっている。例えば、風向きによって避難場所が変わった時にスムーズ

に避難できるのか、海が荒れた場合の離島からの避難方法など、高齢者や要支援者

の避難訓練の実態も含め「避難計画は絵に描いた餅」だと、訓練のたびに、住民から

その実効性が問われている。ＵＰＺ（緊急防護措置区域）に入る伊万里市では「避難

指示が出ても家にとどまる」「被ばくしても構わない」と言う人もいる。電気やガス
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などライフラインの寸断が考えられる大地震など、複合災害時の手引きが手薄であ

ることも課題だと思う。 

 このような実態は新聞等でこれまで繰り返し報道されてきており、実際に避難す

る際、手引き通りにならないことは明らかだ。この時期の番組ならばそれらを踏ま

えたものであろうと期待したが、手引きの域から出るものではなく、「避難の要とな

る区長の不安を取り除くために、市としてはどのように計画の策定や業務内容の策

定を進めていきたいですか」という唐津市職員への問いにはあ然とさせられた。 

 再生エネルギー、使用済み核燃料の保管スペースと乾式貯蔵施設、３号機で使用

されるＭＯＸ燃料などの問題も含めて、ＮＨＫ佐賀ならではの次回作に期待したい。 

 

○  ４月２４日(火)クローズアップ現代＋「郵便局が保険を“押し売り”！？～郵便局

員たちの告白～」では、ＳＮＳを使った新しい取材方法が目を引いた。郵便局員の名

前が明らかにならない範囲で、みずからの組織の課題、問題点を赤裸々に訴えてお

り、新しい取材手法が定着していることを実感した。 

 

○  自分はあまりスポーツに詳しくなく、野球中継もあまり見ないが、４月２６日(木)

アスリートの魂「あいつがいるから俺がいる。ソフトバンク 千賀滉大と甲斐拓也」

（総合 後 10:30～11:09 九州沖縄ブロック）は、福岡局制作ということで見た。あ

まり期待せず見たが、内容は極めてよく、感銘を受けた。妙にドラマを作らず、あり

のままの千賀投手と甲斐選手の苦しみや、もがきながらトップの座をにらもうとす

る人間ドラマを静かに追っているところに視聴者の共感を得たと思う。 

 一方で、野球に関心がない人にとっては、例えば「育成出身」が一般的にどういっ

た経緯の入団方式であるかなどが理解できなかったのではないか。２人の選手が過

去努力してきた部分の説明がもう少しあれば、なお理解を深めることができた。 

 井上二郎アナウンサーの終始淡々と穏やかな語り口で貫かれていたナレーション

は、番組内容にも合っており非常によかった。 

 

○  ４月２９日(日)に名護市から中継されていた「ＮＨＫのど自慢」を見た。毎週、番

組冒頭の会場となっている地域の紹介を楽しみにしている。今回は名護の美しい海

が紹介されており、とても印象的だった。小田切千アナウンサーが名物料理として

「ソーキそば」を紹介していたが、沖縄県特有のイントネーションで発音しており

うれしかった。伴奏者の方々もかりゆしを着て、時々三線の音も聞こえ、沖縄らしさ

が感じられた。 

 老夫婦が仲むつまじく歌唱していたり、県外から沖縄に移住してきた人が習って

いる三線を弾き語りしていたり、歌を通してその土地に暮らしている方々の姿、生

きざまが見えることがこの番組のよさだと改めて感じた。 



8 

 前回の沖縄県で中継された「のど自慢」は石垣島からの放送だったが、そのときは

会場が大変盛り上がり、出場者が方言をたくさん使用するなど、小田切アナウンサー

が慌ててしまう場面すらあった。今回はその反省を踏まえてか、全体的におとなし

く、小田切アナウンサーと出場者の掛け合いも用意されたもののように感じた。生

放送ならではのその場限りの雰囲気がもう少しあってもよかった。 

 番組終盤の「今週のチャンピオン」の発表は、毎回残りの放送時間に間に合わない

と心配してしまう。必ず時間内に終わる番組スタッフと小田切アナウンサーの仕切

りには感服する。 

 

○  ５月３日(木)に再放送されたプロフェッショナル 仕事の流儀「銀座、夜の女た

ちスペシャル」(総合 後 11:56～00:41) を興味津々で見た。不況で売り上げが減っ

た際にも、お客さんに対して何千枚もの年賀状を書くなど、努力を怠らない姿に感

銘を受けた。 

 

○  ５月４日(金)「チコちゃんに叱られる！＃４」(総合 後 7:30～8:43)を見た。思わ

ず知り合いに言って回るほど面白く、見始めると目が離せない。「チコちゃん」は５

歳児という設定だが、自分も子育てを経験し、子どもの発想には大人がはっとする

ようなことがたくさんあると感じていたことを思い出した。さまざまな分野で変革

が進む現代においても子どもの純粋な疑問や発想は大切であると感じた。この番組

はどういうジャンルの番組なのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

「チコちゃんに叱られる！」は教養、教育、娯楽の種別要素が

入った番組となっている。 

 

○  ５月６日(日)ＮＨＫスペシャル ブループラネット第１集「大海原 青い砂漠を

生き抜く」は見ていて魅了された。語りの豊川悦司さんの声もとてもすてきだった。

朝の連続テレビ小説にも出演されているが、同じ人とは思えないキャラクターで、

そちらでも楽しませてもらっている。 

 

○  ５月７日(月)プロフェッショナル 仕事の流儀「内村航平、王者の決断」を見た。

内村選手は何度も世界一になっているにもかかわらず、初歩的な基礎練習をはじめ

として厳しく徹底した練習をしており、非常に感動した。大技を練習している場面

は、東京オリンピックを前に公開してしまって大丈夫なのかとも思ったが、競技中

にけがをしたにもかかわらず、難易度の高い技を練習していることがわかり、内村

選手のさらに高みを目指す姿勢が非常によく伝わってきた。超一流の選手が地道な
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努力を積み重ねている姿を取材することで、スポーツのすばらしさも描けていた。 

 

○  ５月１３日(日)ＮＨＫスペシャル 人類誕生 第２集「最強ライバルとの出会い 

そして別れ」を見た。ＮＨＫは最近人類や生物の「進化」というテーマに真っ向から

挑戦していると感じる。人間の進化について、論文など書面上でしか知り得なかっ

たような内容をすばらしい映像と共にドラマチックに描いており、非常にわかりや

すかった。 

 個人的に四足歩行から二足歩行への進化過程に興味があり、日本人の研究者も少

ないため、海外の研究者と共に番組で取り上げてほしい。また、人類が進化していく

上で、いつの時代も男女比が一緒であることについて捉える番組があってもおもし

ろいと思う。 

 

○  「西郷どん」の舞台が奄美大島になった。映像がきれいで毎回楽しみにしている。

博多駅に行った際、大きく広告が出ていたこともうれしかった。オープニングが始

まる時の音楽は雰囲気が軽いと思っていたが、今では聞くと明るい気分になれる。 

 

○  新年度からの「おはよう九州沖縄」の中の気象情報は見づらくなったと感じてい

る。何らかの対応が必要ではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

「おはよう九州沖縄」のニュースは、地域ごとの情報も含めき

め細かく出せていると自負している。気象情報については、現在

もさまざまな工夫をしているが、昨年度まで各県から放送してい

たような細かさには届いていない。気象情報の画面を見直し情報

量も増やすなど工夫を重ねているが、今後も視聴者からの声も踏

まえて、さらに改善を重ねていきたいと考えている。データ放送

の気象情報では、非常に詳細な地域の情報を掲載しているため、

ぜひそちらも見ていただきたい。 

 

○  今週の「クマロク！」で池田達郎アナウンサーの問いかけに、辻田桃子キャスター

が歌で受け答えをしているやりとりがおもしろく、思わず笑ってしまった。「クマロ

ク！」は、もともとアットホームで、フレンドリーな雰囲気があると思っていたが、

今年度からより挑戦的に、キャスターも工夫を凝らして取り組んでいる様子が象徴

的に感じられるワンシーンだった。 

 

○  ５月１２日(土) ＳＷＩＴＣＨインタビュー 達人達（たち）「山田洋次×蒼井優」
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は放送前からとても楽しみにしていた。山田監督の映画はよく見るが、インタビュー

を見たことはあまりなかったので、山田監督の考えを聞くことができた貴重な番組

だった。日本の映画のすばらしさを、後進の制作者の育成をするとともに伝承して

いかなければいけないと語っており、必要な技術を少しでも伝えていきたいという

山田監督の熱い思いが伝わってくるよい番組だった。山田監督と蒼井さんのファン

の年齢層は異なると思うので、広い層の視聴者が興味を持ったと思う。 

 

○  ５月４日(月)ＢＳ１スペシャル「欲望の経済史～ルールが変わる時～特別編」（Ｂ

Ｓ１ 前 7:00～7:50、8:00～8:49）を見た。110 分という長い番組だったが、大型連

休中だったため見ることができた。こういった番組を学生時代に見ていたら、もう

少し経済学が好きになっていたと思う。現代の子どもたちにも見てほしいと感じた

番組だったが、この番組の番組宣伝方法が気になった。家族も「ＢＳって意外といい

番組をやっている」と改めて感じていた。放送と通信のあり方が問われている中、テ

レビ番組だからこそできることがあるとアピールする絶好の番組だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

番組宣伝の方法について、「ＮＨＫは番組宣伝が多過ぎる」とお

叱りを頂くこともある。バランスを考えながら行っているのが現

状だ。ホームページ等でも宣伝しているが、訴求力が足りていな

い部分はあると思う。これからも知恵を出して取り組んでいきた

い。 

 

○  ５月１日(火) 美と若さの新常識～カラダのヒミツ～「味噌（みそ）から発見！美

容パワー」を見た。みそは塩分が高いイメージがあるが、摂取しても血圧が上がらな

い理由としてみそに含まれているある物質が血圧を下げているということを説明し

ており、着眼点がよいと思った。しかし、みそのよい点として「腸内細菌の改善」と

いうテーマを扱っていたことが気になった。確かにみそに含まれる成分が腸内細菌

の改善をすることはあると思うが、「腸内細菌の改善」というと、乳製品が持ってい

る「ビフィズス菌」などを連想してしまう人が多く、他の食料からも摂取できるので

はないかと思ってしまう。もっとみそだからこそできることに注目して番組をまと

めてほしかった。 

 

○  ４月２８日(土) 「石丸謙二郎の山カフェ」を聴いた。聴いただけでゆっくりとし

た時間を過ごすことができ、自分のように自然が豊かな場所で暮らしている人間だ

けではなく、都会に住んでいる人にもぜひ聴いてほしいと思った。「マスターの本棚」

というコーナーでは山に関係する本を朗読しており、登山に詳しくない自分でも聴
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き込んでしまうような語り口調だった。実際に登山でよく耳にするような音も再現

しており、朗読の世界に引き込まれる演出となっていた。気象予報のコーナーでは、

各地のリスナーに直接電話をかけ、現地の気象について話を聞いていた。同じ時間

帯でも九州では晴れ、蔵王では雪など、各地のその時間を切り取って共有できると

ころが、ラジオの良さだと改めて感じた番組だった。 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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平成３０年４月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１９日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴した「サクライブ」について説明があり、放送番組一般も

含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、５月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  明石 良 （宮崎大学 副学長） 

副委員長 山口 成美 （（有）シュシュ 代表取締役） 

委  員 大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長) 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

森    重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

山元 紀子 （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「サクライブ」 (総合 ３月２０日 後10:00～11:00)について＞ 

 

○  冒頭で番組の趣旨を説明していたため、それを念頭に置いて視聴できた。出演者

の出身地の紹介があったが、Ｃ＆Ｋの二人の出身地についての説明がなく、自分で

調べて鹿児島出身の方がいると分かった。「九州ゆかりのアーティスト」という部分

が少し伝わりにくかった。 

披露された多くの曲が、春や出会いと別れをテーマにしていて番組の趣旨に沿っ

ていた。その中で、藤原さくらさんの歌った「Ｔｈｅ Ｍｏｏｎ」は、個人的には

番組の中でも一、二を争うぐらいよい曲だと思ったが、春という季節や番組の趣旨

との関連性を見出しづらい曲だった。 

出演者同士のトークの場面は、藤原さんが１人暮らしを始めた時のエピソードや、

家入レオさんと藤原さんのかけあいなどがほほえましかった。自分が学生時代に１

人暮らしを始めたときの不安感や親のありがたさを思い出し、共感できる部分も多
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かった。 

大分県日田市の下駄職人や佐賀県多久市のアーティストを取り上げたＶＴＲは、

若い世代が活躍している様子や、地元の価値を高めようという趣旨は伝わってきた

が、ライブとの関連性がいま一つ伝わってこなかった。 

  

○  武田鉄矢さんが上京するときの話の中で、「関門海峡を渡ったときに涙が出た」と

言ったのが、自分の父親世代からよく聞く言葉だったため、幅広い世代に向けられ

た番組であると感じた。舞台美術として、３本の桜の木とその周りに高いオブジェ

が設置してある形がメインだったが、それらの存在感が強すぎて、出演者が目立た

ないように感じた。藤原さんが「Ｔｈｅ Ｍｏｏｎ」を歌ったときは、桜の木が舞

台の片方にだけ置かれたことで、むしろバランスがよく見えた。紅白歌合戦のよう

な迫力あるセットを目指す中で、無理に桜を入れたようにも感じられ、もう少し自

然な形のセットでも良かったと思う。 

下駄職人やアーティストに加え、観客席も頻繁に映し出されており、地域の方々

を主人公として捉えようとしている意図を感じたが、出演者の武田鉄也さんのイン

パクトが強く、その他の地域の人たちの印象が残りにくかった。出演者は地元で路

上ライブをしているような若いミュージシャンでも良かったのではないかと感じた。 

 

○  下駄職人やアーティストを紹介したＶＴＲが、ライブが主体である番組の中で関

連性を感じられず、取ってつけたような印象を受けた。一方で、宮崎県小林市の高

校生たちが歌手のＮＯＢＵさんと一緒に作詞をする企画は、番組のコンセプトにも

合致しており、この企画だけでも、万人に共感してもらえる番組を作れるのではな

いかとも感じた。 

 

○  Ｃ＆Ｋの二人を昔から知っており、ＮＨＫに出演している姿を見て地元の人間と

して嬉しかった。これからも応援していきたいと思う。だた、出演者としては海援

隊とそれ以外で世代の差が大きく、この番組がターゲットとする視聴者像が定まっ

ていないようにも感じた。また、ＮＯＢＵさんと一緒に作詞をした高校生の企画も

あったが、もう少し高校生を主体にインタビューを行っていけば、それぞれの思い

が伝わり、ストーリーが生まれたと思う。下駄職人やアーティストの企画は、歌番

組とのつながりが分かりにくかった。彼らの思い出に残る歌や、歌にまつわるエピ

ソードなどを盛り込んでいれば、ライブ部分との関連性が生まれたと思う。ＮＯＢ

Ｕさんが「田舎女子高校生」を歌うとき、多くの観客がタオルを回し会場の一体感

を演出していたと思うが、作詞をした女子高校生を会場に招き、アーティストと歌

う様子を見せたほうが、より一体感を感じられたと思う。 
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○  自分の地元にはソメイヨシノがなく、たとえセットとはいえ、憧れの薄いピンク

の桜を見ることができうれしかった。番組のライブ部分では、どんなカットでも桜

が映っており、お花見をしている気分で視聴した。曲によっては桜の木のセットが

ない場面があったが、よく見ると木のオブジェのセットに桜の形をした切り抜き模

様があり、細部へのこだわりを感じた。 

番組の構成として、ライブ部分とＶＴＲ部分にもう少し統一感があればと感じた。

下駄職人の話も、ウォールアートを描くアーティストの話もとてもいいテーマだっ

たが、ＶＴＲにニュースやドキュメンタリー番組の一部のような堅さを感じた。 

Ｃ＆Ｋの曲で桜吹雪が舞ったため最後の曲かと思ったが、違った。会場での曲順

と番組での曲順は編集で変えているのかもしれないが、若干違和感を覚えた。全体

的には、よい歌と桜の美しい映像でとても気分よく見ることができた番組だった。 

 

○  海援隊以外は知らないアーティストばかりだったが、九州にゆかりがある人気の

歌手と知り、新しい発見ができた。旅立つ人たちを応援する、ふるさとのよさを再

発見するという番組の趣旨は十分伝わってきた。セットや照明もよかった。だた、

１時間にわたり、「ふるさとはすばらしい」というコンセプトに基づき番組が展開し

ていったため、終盤は若干食傷ぎみになった。全体としては番組の意図がよく伝わ

り、季節感もあってよかった。 

 

○  出演者や曲目からも若い世代とのギャップを感じたが、多久市のウォールアート

についても世代間のギャップを感じた内容だった。活動当初は受け入れられない人

もいたとのことだが、若い世代とは異なり、高齢者の中には自分たちの住み慣れた

町にウォールアートが描かれることに抵抗感を抱いた人も多かったと思う。 

 

○  武田鉄也さんは、「なるほど実感報道ドドド！」にゲストとして出演していたこと

があったが、歌声を聞いて、やはり歌手として出演するのが良いと感じた。 

  下駄職人やアーティストは、企画としてはとてもよかったと思う。ただ、一度地

元を離れた後に里帰りし、地元に貢献している若者や、都会に出たことで地元の良

さを実感した人などを取り上げた方が、「旅立つ若者たちにエールを送る」という番

組趣旨に合っていたと思う。日田下駄についても、実際に若者や海外からの観光客

が履いている映像があれば、地元特産品としてよりアピールができたと思う。 

 また、作詞に挑戦した女子高校生を会場に招待していれば、番組としてＶＴＲと

ライブ部分に一体感が生まれ、地元のＰＲにもつながったと思う。 

 

○  今回の番組には他のいろいろな番組の要素が盛り込まれているように感じた。そ

の中で今回の制作意図がどこまで伝わったか疑問も感じた。下駄職人やアーティス
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トの話などは、「人生デザイン Ｕ－２９」などの番組で扱った方が企画を生かすこ

とができたのではないかと思う。 

 出演者についても、自分は海援隊しか知らないが、逆に若い世代の人たちは海援

隊を知らないかもしれない。その中で武田鉄也さんの印象が強すぎて、番組全体と

して、制作意図と番組構成が果たして合っていたのかと感じた。その中で、宮崎県

小林市の女子高校生がＮＯＢＵさんと一緒に歌詞を考える企画は、唯一番組の趣旨

に沿っていたと思う。既存の番組とは異なる、これまでにない新たな番組制作に期

待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

下駄職人やアーティストの話は、地元で頑張っている人を伝え

ていくために実際にはもっとインタビューを撮っているが、それ

らを生かしきれなかった部分がある。また、ＶＴＲとライブ部分

との関連性については、無理矢理関連づけたような印象を持たせ

たくなく、今回はあえて直接関連性を持たせる演出はしなかった。

しかし、番組に必要な存在としてＶＴＲを描ききることができな

かった部分は、制作側の力不足だった。 

セットのオブジェは、無機質さを出さないために木で制作をし

たが、予想以上に大きいものができあがってしまった。舞台裏が

見えないような大きさにしたこともあるが、もう少し細部にこだ

わればよかった。 

歌番組、そしてテレビ自体が、幅広い世代に見てもらう存在と

してどうしたらいいのか、毎回試行錯誤している。 

今後もさまざまな番組で、視聴者が不思議に思ってしまう演出

があるかもしれないが、制作側としては常に挑戦していきたいと

考えている。しかし、視聴者の方々から受信料をいただいている

ＮＨＫとしては、皆さんに受け入れてもらえるテレビのあり方、

いろいろなコンテンツのアウトプットの仕方について、突き詰め

ていかなければいけないと考えている。 

 

○  番組冒頭の舞台は昭和中期の歌謡ショーのような雰囲気があると感じた。その後

に若手歌手が出演されたことで、コンセプトがわかりにくかった。しかし、福岡出

身の歌手や九州出身の下駄職人やアーティストが地元への思いを語るシーンをはさ

むことで、徐々に番組の方向が見えた。ＮＯＢＵさんと高校生の歌作りの様子や、

できあがった歌の発表はとても興味深かった。同時に会場の盛り上がった雰囲気も

感じることができた。個人的に海援隊さんの「人として」がとても心に響いた。 
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＜放送番組一般について＞ 

 

○  ３月１６日(金) なるほど実感報道ドドド！「どん底からの大逆転 ～髙田明の

サッカークラブ改革～」（総合 後 7:30～7:56 九州沖縄ブロック）を見た。経営難だっ

た長崎のプロサッカークラブを、髙田明さんが敏腕を奮いながら、かつ常に現場主

義でお客様目線を持ち立て直していく様子がまとめられていた。プロサッカークラ

ブが盛り上がることで、長崎県も活気づいている。地域活性化につながる非常によ

い番組だった。 

 

○  ４月１日(日)小さな旅「水の都に春が来て～長崎県 島原半島～」を見た。今で

はあまり見ることができない、住人の方々が、料理や洗濯に湧き水を使うのどかな

様子が映し出され、穏やかな気持ちになった。地元にいながらもそのような風景は

見る機会がないため、非常によい番組だった。雲仙普賢岳の大火砕流から復興を遂

げた農家の方も取り上げられていたが、ここまで復興できたのも全国から支援をも

らったおかげだし、その様子が放送されたことで、支援いただいた方への恩返しに

つながる。熊本地震や九州北部豪雨で被災された方にとっても、元気を与える番組

だと感じた。 

 

○  ４月１３日(金) 報道特番「熊本地震から２年」～復興に向けて～ (総合 後 6:10～

6:30 九州沖縄ブロック)を見た。奇をてらわない作りで、被害の全容を振り返り、

現状と課題を極めてわかりやすく整理した、公共放送らしいよい番組だった。行政

が進める復興と、実際にそこで生活する方々の思い、実情とのかい離についても、

一人の経営者の言葉を通して、わかりやすく説得力のある中身で訴えかけていた。 

 

○  ４月１３日(金) 実感ドドド！「熊本地震から２年 復興は進んだのか」は、多方

面で復旧復興が進んでいる一方、未だ仮設住宅での暮らしを余儀なくされている被

災者の実情と課題がよく整理されていた。高齢者の健康状態が悪化していることに

は、昨年９月に実施された被災者への医療費免除制度打ち切りが影響しているだろ

うし、「制度終了後で診察の中断や減少があったか」というアンケートで、４６％の

医師が「中断・減少があった」と回答したことは衝撃的だった。被災者へのケアを

どこかで線引きせざるを得ない行政の課題が浮き彫りになっていたが、行政側への

取材があれば、より多面的・多角的な報道になったと思う。 

スタジオのタッチパネル式のモニターを永井アナウンサーが使いこなしており、

スムーズな視聴感があった。 
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○  実感ドドド！「熊本地震から２年 復興は進んだのか」を見た。取り上げられて

いた宮園地区について、区画整理が進まない状況や、他の地域に出ていく人の心の

葛藤など被災地の現状や課題が押さえられていた。だからこそ、西原村に残る決断

をした大谷幸一さんの「熊本地震によって、集落として将来のことを考えるように

なったいい機会だった」という言葉が視聴者の共感を生んだと思う。その言葉は番

組終盤で取り上げられていたが、その前段でもう少し大谷さんを取材した内容を取

り入れていたら、さらによかった。 

 新年度から番組タイトルもコンパクトになり覚えやすく、番組の長さも、被災地

の現状と課題を知ることができるものだと思う。録画してでも見たい番組だ。 

 

○  実感ドドド！「熊本地震から２年 復興は進んだのか」を見た。その前に放送し

ていた報道番組をより具体的に深掘りし、実例を挙げて紹介していて非常に説得力

があった。中でも、区画整理事業をめぐる葛藤や新しいふるさとを作ろうという動

きを、地震を経験した新潟をヒントにして描いたところがよかった。 

コメンテーターの２人が、被災者の気持ちに寄り添い、代弁しているように感じ

られた。 

 

○  ４月１４日(土)ニュース「熊本地震追悼式」は、出席者が式辞を述べていく様子

が放送されるのかと思ったが、それ以外にも震災当時の映像がたくさん流れていた。

痛ましい感情ももちろん湧いたが、２年前のできごとがある意味懐かしくもあり、

不思議な感情に陥った。時間の経過とともに、同じ映像を見ても、人それぞれで捉

え方は変わってくることを実感する契機になった。時間が経つと当時の映像が流れ

ることは少なくなると思うが、節目で改めて地震直後の様子などを放送することに

意義があると感じた。 

 追悼式内で、災害公営住宅の建設が進んでいない問題について言及があった。現

状は極めて深刻であり、「実感ドドド！」などの報道番組で、具体的な数字を取り上

げ、今後も詳細を伝えてほしい。追悼式の最後にアナウンサーと記者が振り返りを

していたが、わずかな時間で出席者のコメントの要点をまとめており、最初から番

組を見ていない視聴者にもわかりやすく、番組としてよい流れだった。 

 

○  ４月１４日(土)くまもとの風スペシャル「始動！熊本城復旧プロジェクト」（総合 

前 10:30～10:50 九州沖縄ブロック）は、被災者の現状を描く番組とはまた別の角度

から、熊本のシンボルとなる熊本城の再建について具体的な計画を見ることができ

た。途方もない時間がかかると思ったが、希望も感じられる番組だった。 
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（ＮＨＫ側） 

熊本地震関連の番組などは、ＮＨＫとして力を入れるべき部分

だ。時間が経つとどうしてもニュースなどで取り上げる分量は減

り、注目度や関心度も低くなる。しかし、住宅状況や生活に直接

影響している課題は、ますます被災者にとって重荷になっている

と感じる。これからも引き続き取り上げていきたい。 

 

○  メインで取り上げられている方が大分出身であることがきっかけで、４月１６日

(月) プロフェッショナル仕事の流儀「銀座、夜の女たちスペシャル」を見た。従業

員にノルマを課さないなど、よりよいサービスを目指し運営をされている様子が伝

わってきたし、大変長い時間をかけお客様とコミュニケーションをとっており、華

やかな銀座の裏側の努力を見ることができた。景気が悪くなった際に通えなくなっ

てしまった常連さんが、いつの日かまた来店できる日のために店を守る、というエ

ピソードも紹介しており、いい時代も、悪い時代も、それぞれの場所で努力する女

のロマンと男のロマンが感じられた。 

 番組途中、いきなり今までの方から違う方への取材内容になり、雰囲気が変わっ

てしまった場面があった。取材された人をなるべく多く出すことも大事だが、番組

の流れを考えて取り上げないことも必要だと感じた。 

 プロフェッショナルとしては異質な内容だと思ったが、「夜の世界の話」にもかか

わらず、ＮＨＫらしく品格が保たれていた。普段はなかなか目にしない銀座の夜の

世界の華やかな部分と厳しさを両方見ることができるよい番組だった。 

 

○  新年度からの「おはよう九州沖縄」は気象情報が長く感じる。九州や沖縄、その

ほかの離島で話題になることは異なると思うため、それぞれの地域の話を取り上げ

ながら、もう少し短く気象情報を伝えればよいのではないか。 

 

○  新年度からの「あさイチ！」でキャスターを務める近江友里恵アナウンサーは、

初任地が熊本局で、入局１年目の頃から見ていた。その後も福岡局に転勤している。

九州にゆかりのあるアナウンサーとして今後もがんばってほしい。 

 

○  「あさイチ」は、長年務めたキャスターの交代がとても心配だった。新年度が始

まったばかりの時は、キャスターのお笑い芸人の２人が眠そうに見え、もう少し爽

やかさがほしいと思った。 

 ４月１８日（水）に放送した「大反響！性ホルモン第３弾～物忘れ・反抗期 脳

への影響編～」は 内容はとてもおもしろかったが、一般の方を取材する場面で、

その方が自宅で洗濯物を干しながらインタビューしている部分があった。プライ
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ベートなものもあるし、生活感も出てしまっていたため、インタビューする際の背

景にも気を遣った方がよいと思う。 

 

○  大河ドラマ「西郷どん」を毎週楽しく見ている。映像がとてもきれいで、観光客

だけでなく、地元の人が改めてロケ地巡りをしたりしており、鹿児島全体が盛り上

がっている。 

 

○  最近、家で腰を据えてテレビを見ることが少なくなった。しかしそんな中でもス

マートスピーカーにその日のニュースを尋ねるとＮＨＫのニュースが流れ、聞くだ

けでとてもわかりやすいと感じている。番組審議会の視聴番組も、今回は移動中に

ポータブルＤＶＤプレイヤーで視聴した。昔に比べて「テレビを見る」行為は難し

いものになっていると思うが、逆にラジオのように場所を選ばず「聞く」だけで情

報を得られるような、シンプルなものの価値が高まっているのではないかと感じて

いる。 

 

（ＮＨＫ側） 

テレビを決まった時間に決まった場所で見ることは、現代の生

活実態と合わなくなってきていると感じる。ＮＨＫとしては、ネッ

トでの常時同時配信に向けて取り組みを続けている。課題はたく

さんあるが、今までの視聴形態にとらわれず、進化を続けていき

たい。 

 

○  ３月３１日(土) 「イヌと人 ３万年の物語～絆が生んだ最強の友～」（ＢＳプレ

ミアム 後 9:00～10:29）は、犬の進化のプロセスをさまざまな段階に分け、人間の

進化とともに犬も進化していったことを非常にうまくドラマ風に作成していた。ア

メリカの学術雑誌に掲載されている内容も盛り込まれており、ＮＨＫの取材力に驚

いた。現在までの犬の進化の話が主で、これから犬がどう進化していくのかの話が

なかったことや、生物の共進化の話がなかったことにもの足りなさを感じた。もう

少し専門的な内容があれば、大学の授業でも扱えるような番組ではないか。 

 

○  ４月１８日(水) にっぽん縦断 こころ旅 朝版 「７１８日目 熊本県熊本市」

を見た。火野正平さんの味のある脱力感が番組に合っている。飲食店に入る場面で

は、スタッフにも食べるように声をかけており、民放にはない温かさを感じた。こ

れからも見続けたい。 

 

○  ３月３１日(土) 「イヌと人 ３万年の物語～絆が生んだ最強の友～」を見た。長
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時間の番組だったが、内容に引き込まれ、とても充実した時間を過ごせた。 

 犬が演技をする映画やテレビ番組は今まで何度も見たことがあるが、今回はあく

までも事実を伝えるためのドラマであり、犬と人間との自然な映像に引き込まれた。

プレゼンターの滝川クリステルさんの美しさや、フランス語の語り始めが番組を高

貴に仕上げていた。内容が大変豊富だったため、２回に分けて放送すればより伝わ

りやすくなると感じた。 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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